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　凄すさまじい数のカメラは全て、上座に座る女性の後ろに陣取っていた。

　大阪おおさかで最も格式あるホテルの一番上等な和室。その床の間を背負って座る美しい女性は、華やかな着物を纏まとい、《茨姫いばらひめ》という異名に相応ふさわしい美貌を一層際立たせていた。

　だが《茨姫》の背後に立つ無数のカメラは、彼女のためのものではない。


　分厚い将棋盤を挟んだ反対側に座る────小さな小さな女の子のためのものだった。



「こっちに視線ください！」

「今のお気持ちは!?」

「ストレートで奪取できると思っていましたか!?」

　無数のフラッシュと共に寄せられる無数の質問に、その小さな女の子は、短く、淡々と答えていく。

　まだほんの小さな──つい先日、小学六年生になったばかりの女の子だ。

　その女の子は十ヶ月前に、将棋の大会に出場した。「夏休みで暇ひまだから」っていうのが出場の理由だった。

　自分より年上の女性ばかりが集まるその大会で、女の子は一度も負けなかった。

　そしてこの日、女の子は、俺や師匠やたくさんの将棋関係者と報道陣が見守る中で、その将棋大会のチャンピオン──上座で俯うつむいている、着物を着た美しい女性──に勝って、新しいチャンピオンになった。

　昨日まで同じだった。

　大阪の古い街にある古い家に一緒に住んで、その二階にある子供部屋の二段ベッドを分け合っていた存在。

　食べる物も。お小遣いも。師匠の愛情も。全てを平等に分け合ってきた、実の姉弟きょうだいよりも近しい存在。

　一緒にいるのが当たり前で、同じなのが当たり前で、そうじゃなくなるなんて想像すらしたことがない、己の半身のような存在。

　無数のカメラや大人たちに囲まれたその女の子の晴れ姿を写真に収めようとした俺は、人垣を搔かき分けながら、彼女の名前を叫んだ。

「■■ちゃん！　こっちを向いて！」

「控えなさい」

　大人たちの一人が俺を窘たしなめ、こう言った。

「もうそんな風に呼んではいけないよ」

　なぜ？

　愕然がくぜんとする俺に、その理由が告げられる。

「あの方はタイトル保持者ホルダーに──『女王』になったのだから」

　まるで、うっかりお城に迷い込んだ野良犬からお姫様を守るかのように俺を彼女から遠ざけながら、大人たちは口々に言う。

「そうだそうだ」「一介の奨励会員とは身分が違う」「いや、プロ棋士より尊い」「名人と並ぶ、将棋界の新たな至し宝ほうだ──」

　彼女を褒ほめ称たたえる無数の声が、それまでずっと一緒だった二人を、いとも簡単に引き裂いた。

　同時に、俺の中に切り傷のような熱い感情いたみが生まれていた。




　……俺がその女の子のことを名前で呼ばなくなったのはその時からで、それは今も続いている。

　あの日に生まれた気持ちがどんな感情だったのか、その名前を俺は知らない。

　けれど一つだけ確かなことがある。

　あの日から俺には戦うべき理由が……強くなるべき理由が一つ増え、そして今も俺は戦い続けている。







　失ってしまったあの子の名前を取り戻すために。
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「姉あね弟子でし」

　雨がざあざあ降っている。

　安アパートの台所で年下の姉と向かい合いながら、俺はなぜか包丁を握らされていた。

　その刃を姉弟子が素手で摑つかみ。

　そして──切っ先を自分の心臓から、ゆっくりと喉元のどもとへと誘いざなう。

「姉……弟子」

　包丁を握ったまま抗あらがえず、俺はただ、その言葉を繰り返した。

　びしょ濡ぬれで、人形のように生気が感じられない少女は、その透き通るほど薄く白い皮膚に包丁の切っ先を押し当てて……。


「…………して」



　微かすかに喉を動かした。


　雨音でほとんど搔かき消されてしまったが──────確かにこう言ったのだ。






『私を殺して』




　それは、空そら銀ぎん子こという存在から、最も遠い言葉。

　相手に対して「ぶち殺すぞ」「殺す」「頓とん死ししろ」と言うのは何億回と聞いてきた。そのほぼ全ては俺に対して向けられた言葉だったんだから。

　だがそんな俺に向かって逆に「殺して」と懇願こんがんするのは初めてで。

　どんな時でも強い意志が宿るその灰色の瞳が、今はただの黒い孔あなのようで。

　決して揺らぐことのない氷のような自信が、儚はかなさすら感じるほど呆気あっけなく溶けてしまっていて……。

　だから、俺は──




「こんなチャチな刃物で死ねると思ってるんですか？」




　可能な限り挑発的な響きで、そう返した。

「……っ」

　目の前の人形に一瞬、感情が宿る。

　姉弟子の目に微かな火が灯ともったのを確認しつつ俺は捲まくし立てた。

「包丁なんかで確実に死ねると思ってるんですか？　手が勝手に悪手あくしゅを指したから斬り落とすとか言ってたけど、んなわけないって姉弟子もわかってるでしょ？　負けたのは自分が弱いからでしかないって」

　挑発しつつ、心の中では冷や汗が滝のように流れていた。

　素手で刃を摑む姉弟子が少しでも動けば、指が切れてしまう。そうなったら指先の感覚が変わって将棋にも影響が出る。

　──考えろ……！

　安い挑発で時間を稼ぎつつ必死に知恵を絞る。

　三段リーグはまだ続いてるんだ。将棋が弱くなるのだけは絶対に避けないといけない。


　──どうすれば姉弟子が刃から指を放すか考えろッ……！



　必死に考えつつも、頭のどこかには、そんな自分を滑稽こっけいに思う部分もあった。

　生きるか死ぬかの場面でまだ将棋を最優先してるんだから。

　けどそうするしかない。俺たちには将棋しかないから。将棋で負けたら生きている価値を全否定され、プロ棋士になれない人生なんて死んでるのと同じだから。


　だから、俺は────



　鼻で笑いながら、こう言い続けていた。

「そもそもどうやって右手を切り落とそうと？　押し当てたら漫画みたいにスパッと切り落とせるとでも思ってたんですか？　左手で包丁を上手に使えるわけないじゃん。そんなのうちの小学生あいだって知ってますよ」

「や、やれるわよ！　やってやるんだから!!」

　魂の抜けた人形みたいだった姉弟子の頰が、怒りと羞恥しゅうちで赤く染まる。

　目に悔し涙を浮かべながら、俺の手から包丁を奪い取ろうと、両手をこっちの右手に伸ばしてきた。

　握っていた刃から手を放して。

　──今だッ!!

　狙い通りに指が刃から離れた一瞬を逃さず、俺は包丁を床に落とすと、逆に姉弟子の両手を摑んで動きを封じた。

　取り押さえようとする俺と、抵抗する姉弟子。

「「あっ……!?」」

　揉もみ合いになって二人とも床に倒れる。俺が押し倒すような形になった。

　下になった姉弟子は、それでも包丁に手を伸ばそうとする。このバカッ!!　俺は腕を摑む手にさらに力を込めた。

「放して！」

「んなわけないでしょ！　大人おとなしくしてくださいッ!!」


「じゃあ………………殺してよ……」



　俺の下で力を抜いた姉弟子の肌は、暴れたせいで少し赤い。その頰を水滴が転がり落ちる。
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「甘いんだよ。お前」

　床に落とした包丁をテーブルの下へ蹴っ飛ばしながら、俺は言った。

「そんなんだから詰みを逃して負けるんだ。そもそも初めての三段リーグで連敗して、それで右手斬り落とすだとか殺して欲しいだとか、どんだけメンタル豆腐なんですか？　中学生棋士になった俺だって三段リーグ一期抜けは無理だったんですよ？　俺より才能ないくせに自惚うぬぼれるのもいい加減にしてください」

「ッ……!!」

　ギリリッ！　と悔しそうに歯は軋ぎしりをしつつ、姉弟子は俺から顔を逸そらした。

　抱きしめるかのようにその耳元に口を寄せて、囁ささやく。

「俺が奨励会に入って最初に先輩から聞かされた話を教えてあげましょうか？」


「…………」



「姉弟子は先輩たちに甘やかされてたから聞いたことないでしょうけど、俺はさんざん脅かされましたからね。怪談じみた話もいっぱい知ってるし、実際にそういう現場に出くわしたことだってあります」


「……偉そうに言うな！　甘やかされてなんか……ない……ッ！」



「東京とうきょうの将棋会館と比べて関西将棋会館に窓が少ない理由、知ってます？」


「…………知らない。そんなの、どうだってい──」



「今の姉弟子みたいに三段リーグで連敗した奨励会員が、絶望して飛び降りたからです」


「ッ……！」



「だから関西将棋会館を建てるとき、極端に窓を少なくしたんです。将棋で負けて飛び降りる奴やつがそれ以上出ないようにね」

「死んだ……の？」

「もっと悲惨ですよ。飛び降りても死ねなかったんです。足の骨を折っただけで気絶すらしなかった。意識がはっきりしてたから痛みは感じて……しかも結局三段リーグも諦めきれず激痛の中で残りも指して、まともな将棋なんか指せるわけなく全敗。踏んだり蹴ったりですよね？」

「そ、その人……どうなったの？」

「生きてますよ。プロにはなれなかったけど。姉弟子もよく知ってる人です」

「え……？」

　そう。身体は簡単には壊れない。骨が折れても時間がたてば勝手にくっ付いてしまう。

　だが、心は。

　一度折れてしまった心は、元に戻るかはわからない。


「…………もう、つらいの…………これ以上は無理なの…………死なせてよ…………」



　床に倒れたまま姉弟子はそう言って泣いた。立ち上がる気力すら、もう無い。

　ここまで絶望が深いのは連敗のせいだけじゃない。

　むしろ理由は他にある。


「……次は、絶対に勝てない…………もう決まってるの……このまま四連敗して、ずっと負け続ける……そんな苦しい思いをするくらいなら…………死んだほうがマシじゃない…………」




「……姉……弟子…………」



　三段リーグの対戦表を思い出す。

　最初に見た時から、もしかしたらリーグ途中で姉弟子の心が折れてしまうんじゃないかと危惧きぐしてはいた。

　ここから先はつらい戦いだけが残されている。

　昇段の一番で負かされた相手、勝ったけど自分よりも才能があると認めてしまった相手、そして自分が幼い頃から慕したっている相手。

　万全の態勢でも勝てる保証なんて無い戦いに、心も身体もボロボロの状態で挑まなくてはならない。

　立ち止まってる時間なんて無い。でも……前に進めるような状況じゃない。

「だったら──」

　どうすればいいのか全くわからないまま、それでも俺は、大切な姉弟弟子きょうだいを救うためにこう口走っていた。

「だったら俺が連れて行ってあげますよ。絶対に死ねる場所へ」
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「八階でしたよね？」


「…………」



　姉弟子は微かに頷うなずいた。

　連盟から歩いて十五分ほどの場所にある川沿いのワンルームマンション。新築で綺き麗れいだが、生活感に欠けている。まるで今の姉弟子のように。

　雨はまだ降り続いていて、俺は姉弟子を抱えるようにしつつ一つの傘に二人が入り、ここまで歩いて来た。

　預かっていたスペアキーを使ってオートロックを抜けると、エレベーターで八階へ。

　姉弟子の部屋は──『８０１号室』。

　プレートの下に名前は無い。でも確かにここだ。

「開けますよ？」

「……」

　返事を待たず鍵を開ける。

　ここに来るのは二度目だ。一度だけ二人で将棋の研究をしたけど、その後はタイミングが合わず来られないままだった。

　電気を点つけると、部屋の中は……相変わらずガランとしている。

　椅子いすやテーブルすらない。本当に将棋の研究をするためだけの部屋だった。

「……ん？」

　壁に、以前は見かけなかった何かが貼ってある。

「ポスター？　それともカレンダーか？」

　どちらでもなかった。

　それは、大きな布にびっしりと応援メッセージが書き込まれた、寄せ書きだった。
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『絶対プロになってね！』『祈・四段昇段』『クラスの誇り』『ずっとファンです』『絶対☆三段リーグ突破！』『負けるな！』『全勝！』『伝説になれ！』『女子はみんな空さんを応援しています』『がんばれ！』『頑張れ！』『ガンバれ！』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』『がんばれ』

　これを見て覚悟が決まった。

「行きましょう姉弟子。ここにいちゃいけない」


「…………どこに行くの？」



　びしょ濡れのまま床にぺたんと座り込んでる姉弟子が、俺を見上げながら聞いてくる。儚げで、小さくて、こんな状況じゃなかったら思わず襲いたくなっちゃうほど、かわいい。

　俺は自分の部屋から持って来たタオルで銀色の髪をわしゃわしゃ拭ふきながら、できるだけ楽しげに答える。

「言ったでしょ？　絶対に死ねる、日本一の自殺の名所です。どうせなら一番で死にましょう」

「……だから、どこ？　それ？」

「それは着いてのお楽しみ」


「…………」



「さ。時間がないから早くシャワー浴びちゃってください」

「は……？」

　ポカンとこっちを見上げる姉弟子に、俺は言う。

「大阪おおさかにいたくないんでしょ？　今日のうちに着くのは無理ですけど、行けるところまで行って適当に空いてるホテルに泊まります。だからまず身み支度じたくを整えてください」

「……いいよこのままで。どうせ死ぬんだから」

「あのねぇ姉弟子。ホントに死ぬ気あんですか？」

　俺はオーバーなほど大きな溜ため息いきを吐いて、

「補導されたら死ねませんよ？」


「…………」



　姉弟子は悔しそうに黙り込むと、タオルを床に放り捨てて立ち上がった。

　そしていきなりその場で服を脱ぎ始める。ちょっとちょっとちょっと!!

「こ、こんなとこで脱がないでくださいって！」

「……ふん」

　勝ち誇ったような呟つぶやきと、抜け殻のような服と、それから甘い香りを残して、姉弟子はバスルームへと消えていった。

　うわぁ……マジで全部ここで脱ぎやがったよ……。

　……濡れたブラとパンツって、妙にエロいな……。

「姉弟きょうだいとはいえ、こういうの困るんだよなぁ……もうちょっと慎みってもんを身に付けてほしいよ。一緒にお風呂入ってた頃とは違うんだしさぁ……」

　投げ捨てられたタオルでそれらの衣服を包み、とりあえず部屋の隅に安置。

「さて……今のうちに桂けい香かさんに電話しないと」

　姉弟子にシャワーを浴びさせてるのは、何も裸が見たかったとか濡れた服をくんくんしたかったとか、そんなんじゃない。

『約束して八や一いちくん』

　少し前、師匠の家で俺は桂香さんにこう頼まれていた。

『もし銀子ちゃんが助けを求めて来たら、他の誰よりもあの子のことを優先してあげると。あの子のことだけを見てあげると』

　あれだけ必死に懇願する桂香さんを俺は初めて見た。

　だから約束したんだ。その時が来たら、必ずそうすると。

「にしても、さすが桂香さんは姉弟子のことをよくわかってる」

　三段リーグで連勝を続け勢いに乗ってる姉弟子を見て、桂香さんはどこか危うさを感じていたんだろう。

「……姉弟子の親おや御ごさんにも連絡してもらわないといけないもんな。俺は連絡先知らないし、姉弟子も親に連絡なんて取りたがらないだろうし……」

　日本全国から注目されてる《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》が失踪しっそうしたなんてことになったら大スキャンダルだ。

　それに、あいのことを託さないといけない。

　ちょうど今はＪＳ研のみんなと清滝きよたき家でパジャマパーティーの真っ最中。そのまま預かってもらおう。

　いつ帰れるかはわからない旅……だけどタイムリミットはある。

「二週間後には三段リーグがあるし、俺も公式戦があるからな……」

　しかも帝位戦の挑戦者決定戦ときた。

　さすがに不戦敗にはできない。連盟と相談すれば日程をずらすことは可能かもしれないが、理由を説明できないんじゃそれも無理だ。

　面倒ごとを全て桂香さんに押しつけてしまうようで気が引ける。

　けど……他に誰を頼ることができる？

「やっぱり桂香さんにお願いするしかない。桂香さんなら絶対に信用できるし」

　意を決してスマホを取り出した、その時。

　俺が操作するより早く、それが震えた。

「ッ……!?　知らない番号から……このタイミングで？」

　緊張で思わず床に落としそうになった。

　無視することもできる。姉弟子の状況を完璧に秘ひ匿とくするなら、無視すべきだ。

　けれど指先が『出ろ』と命じていた。出ないと大変なことになる、と。

　結局、俺は通話ボタンを押した。棋士らしく指運ゆびうんを信じて。


「…………もしもし？」




　電話を掛けてきた、その相手は────
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『九頭くず竜りゅう八一さんのお電話でよろしかったですね？』

　スピーカーを通して聞こえてくるその声は、俺がよく知っている人のもの。

　ちょうど一年くらい前にも同じようにいきなり電話が掛かってきた。

　登録してある番号とは違う。


　だが確かにそれは────将棋連盟会長・月光つきみつ聖市せいいち九段の声だった。



「会長？　こんな時間に何か用──」

『そこに空銀子さんはいますか？』

　ズバリと斬り込まれたその一手に、俺は頭が真っ白になった。

　会長は繰り返し問う。

『空さんと一緒にいますか？　三段リーグ終了直後から彼女の居場所が把握できていません。携帯電話は連盟のロッカーに預けられたままになっていました』


「…………」



　姉弟子が携帯すら持たずにいたという事実に、俺は再び動揺する。本当に死ぬ気だったのかもしれない……。

　将棋連盟は最近、公式戦の場に電子機器を持ち込むことを正式に禁じた。

　その決定以前から関西将棋会館では対局前に携帯を自主的に棋士室のロッカーに預けることができたが、現在は職員が管理するようになった。それで姉弟子の携帯が例会後もそのままになってることがわかったんだろう。

　──どうする？　言うか？　言っていいのか……？

　今の姉弟子の状況を誰かに漏らすのは危険を伴う。

　会長を疑うわけじゃない……が、姉弟子がここまで追い詰められていることが何かの拍子に競争相手に知れたら、弱った心を攻めるという選択肢を与えてしまう。

　それを責めることはできない。

　三段リーグとはそういう場所だ。

　──これ以上負けたら……姉弟子は本当に壊れる。

　判断に迷う俺に、会長は切迫した口調で言った。

『本日の例会で、空さんは連敗しました。相当なショックを受けている可能性があります。対局後に雨の中、傘も差さずに連盟を出て行ったのを見たという報告も受けました。安全が確認できなければ警察に──』

「います。今は一人でシャワーを浴びていますから、この電話は聞いてません」

　隠し通せるものじゃないと判断して正直に全てを話す。

『よかった。では、落ち着いて聞いてください』

　会長はホッとしたように息を吐いてから、驚くべき提案をしてきた。




『そのまま空さんと一緒に数日間どこかへ身を隠していただきたい』





「………………は？」



『ご一緒ということは、もともと出かけようとしていたのではありませんか？』


「は…………い」



　思わず頷いてしまってから、

「いや、でも……何でですか？　どうして──」

『明日、名人に国民栄誉賞が授与される可能性があります』


「ッ……！」



『今日は名人戦最終局の一日目が東京で行われていましたが、封ふうじ手ての段階で名人が明確なリードを奪いました。明日勝てば、前人ぜんじん未み踏とうのタイトル通算一〇〇期に加えて史上最多のプロ通算一四三四勝という二つの大記録を達成します。受賞には十分過ぎる功績ですし、今後おそらくこれ以上の機会は訪れないでしょう』

　名人の国民栄誉賞は今までに何度も取りざたされてきた。

　最も近づいたのは永世七冠＆タイトル通算一〇〇期の可能性があった前回の竜王戦だ。

　それは俺が阻止した。

「こんなに早く？　また？」

『支持率の低下もあり、政府は名人に国民栄誉賞を贈りたくてたまらないのですよ。記念品も前回の竜王戦の際にもう作ってしまいましたからね』

「大人の事情ってやつですか……あの名人が素直に受けるとは思えないですけど」

『彼も大人ですから』

　会長はクスリと笑うと、

『けど嫌がっています。彼らしいといえばそうですが……今回は私もあらゆる手段で説得するつもりです。おそらく受けてくれるでしょう』

　なるほど。事情が読めてきた。

「これは仮定の話ですけど……世間から最高に注目を集めるタイミングで、名人と並び立つ将棋界のアイドル《浪速の白雪姫》が失踪したり自殺未遂でも起こそうもんなら……最悪のスキャンダルになりますね？」

『ええ。地味な将棋が最高に目立つタイミングでそんなことになったら、国民栄誉賞よりもそちらのスキャンダルをマスコミは取り上げるでしょうね』

「でも、男と旅行に行くのはいいんですか？」

『竜王と二人で旅行に出かけたのであれば、それは熱愛報道になりますから。空さんのファンにあなたが恨うらまれるだけで済みます。まあ、殺害予告くらいは覚悟しておいてください』


「…………悪党」



『ありがとう。甲斐かい性しょう無しよりはマシですね』

　心の底から楽しそうに会長は言った。

『ところで空さんの様子はいかがですか？』

「三段リーグで初めて連敗して正直かなり参ってます。三敗目ですから後がない。しかも次の相手が相手ですからね……」

『なるほど。彼が相手であれば、私でも逃げたくなるでしょうね』

　会長は思ってもいないことを口にする。悪党め……。

「ここから立て直すには一時的に将棋から離れた方がいいと判断しました。本人も大阪にいたくないと言っていますし、今夜のうちに出発しようかと。今はその準備をしています」

『それがよろしいでしょう。どちらへ？』

　俺は目的地を告げた。

『……なるほど。その場所でしたらむしろ好都合』

「なぜそんな所へ？」と聞かれるのを覚悟してたけど、会長は逆にこんな提案をする。

『信用できる宿があります。部屋を取っておきますから、そこにご宿泊ください』

「助かります」

『清滝さんや空さんの親御さんにも、こちらから連絡しておきましょう。あなたが話すとあらぬ誤解を受けかねませんからね』

「それも本当に助かります……」

　正直なところホッとしていた。

　まだ十代の俺と姉弟子が二人だけで宿泊しようとすれば絶対に家出を疑われる。それに姉弟子は変装しても目立つ。ここ最近は報道も過熱気味だ。

　ポン、とすぐにメールの着信音がした。

　目の見えない会長の側そばに必ず控える秘書の男鹿おがささり女流初段が、宿のデータを送ってくれたんだろう。

『……これから先、将棋連盟の周辺は少し騒がしくなる可能性があります。竜王もお気づきかとは思いますが』

「先日の棋士総会で、連盟が何か問題を抱えてるんだろうなってのは何となく……電子機器に関する急な規程の変更もそのためだったんですね？」

　これまではプロ棋士や女流棋士が公おおやけの場でソフトと対局することだけを禁じていたが、連盟は先日、過剰ともいえるような規程の変更を行った。まるで何かにせき立てられているかのように。

　会長は直接は答えず、話し続ける。

『全てを穏便に終わらせることができればそれが理想ですが、相手が攻める姿勢を見せれば戦わねばなりません。我々は棋士ですから』

「戦い……」

　──戦って、勝てるんですか？

　芸能事務所みたいに専門の経営者がいて、事前にスキャンダルを揉もみ消したりしてくれるわけじゃない。将棋連盟は棋士が運営することにこだわってきた。そのため将棋を第一に考える組織ではありつづけたが、将棋以外のことを考えない組織にもなってしまった。

　将棋は強い。

　けどそれ以外の勝負は正直、からっきしだ。

　聖人せいじん君くん子しみたいに崇あがめ奉たてまつられてきた大名人が、一夜にしてスキャンダルに塗まみれたことだってある。

　女流タイトル保持者ホルダーがちゃんと休場届を提出して休んだにも関わらず『失踪』と雑誌に書き立てられ、ワイドショーの餌え食じきにされたこともあった。

　──それと同じことをされた時、姉弟子は耐えきれるのか？

　無理だ。絶対に無理だ。

　世間や対局相手からは心を持たない氷の女王みたいに思われてるかもしれないけど……俺は姉弟子が誰よりも傷つきやすい普通の女の子だと知っている。

　──繊細で、優しくて……昔は身体も人より弱くて……。

　不安だらけな心を見透かしたかのように会長が言った。

『将棋界を守ることが私の役目です。永世名人として、そして将棋連盟会長として、私は務めを果たします。いかなる手段を取っても。だからあなたもご自身の役目を果たしてください』

「俺の……役目？」

　プロ棋士として。

　タイトル保持者として。

　そして幼い弟子を預かる師匠として。

　様々な役目が思い浮かぶが、会長が言っているのはそのどれでもなかった。

『八一くん』

　まだ奨励会に入る前。

　初めて俺の名前を呼んでくれた時と同じように。

　そして子供に言い含めるかのように優しい口調で、俺が憧あこがれ続ける月光名人は言った。

『銀子ちゃんを守ることができるのは、きみだけですよ』

　積み重なった十数年の月日をその声が一瞬にして飛び越えさせた。

　それは……。

　それは、俺が大阪へ来て将棋の道に足を踏み入れた時、初めて課された役目だったから。
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「急ぎましょう！　ギリギリで最終の特急に間に合いそうです！」

　ふらふら頼りない姉弟子の手を引いて、俺は歩みを早める。

　雨は永遠に降り続きそうなほどまだ強く降っていた。大阪駅の構内は人が溢あふれていることもあって蒸し暑く、滑りやすい。

　──こうやって手を繫つないで歩いてたら、傍からは恋人同士にでも見えるんだろうけど……。

　少し気の早い七夕飾りがキラキラと揺れている。

　それを横目に、俺は悪態を吐いた。

「ったく！　こんな行き当たりばったりな旅行、久しぶりですよ」

「……旅行なんかじゃない」

「そうでした。死にに行くんでした」

　じゃあ何て呼ぶんだろう？　死出しでの旅たび路じ？

　ふと、ある本のことを思い浮かべた。

『深夜特急』。以前、鏡洲かがみずさんに勧められて借りたことがある。

　俺は結局ほとんど読まずに返しちゃったけど、奨励会員のあいだでちょっとしたブームになった本だ。アジアからヨーロッパまでを旅する、古い旅行記。

　──そういえば……創そう多たも読んだとか言ってたな。

　椚くぬぎ創多。

　超特急で奨励会を駆け上がり、わずか小学六年生で三段リーグに初参加して無敗のままトップをひた走る、真の天才。

　──あいつは姉弟子と違って、次の例会に向けて研究でもしてるんだろうな。

　無敗の創多は一敗の鏡洲さんや辛から香こさんと共にトップ集団を牽引けんいんしてる。今は何も考えず自信を持って盤に向かえているだろう。

　それとも四段昇段を意識して、逆に集中できなくなってるか？

　──希望的な観測だろうな……。

　三段リーグでトップを走る重圧というのは凄すさまじいものがある。

　けれど競争相手がそれで潰つぶれてくれることを願うのは間違いだ。

　こんな大事な状況で旅に出るなんて自殺行為でしかない。それはわかってる。でもこのまま大阪にいたら姉弟子は本当におかしくなってしまう……。

　そういえば本を借りた時、鏡洲さんとこんな会話をしたっけ。

『部屋に閉じこもって将棋ばっか指してると海外旅行なんてできないしな。だから無性に旅に出たくなる時、この本を読んで気を紛らわすんだ。それに──』

『それに？』

『英語のミッドナイト・エクスプレス深夜特急は脱獄を意味するんだとさ。どうだ？　奨励会員が好きそうな本だろ？』

　脱獄。

　今の状況にピッタリだと思った。

　ここ大阪の記憶は将棋と不ふ可か分ぶんに結びついている。どこを歩いても将棋からは逃れられない。

　将棋の監獄。将棋の檻おり。八十一マスの将棋盤みたいなこの街は、いつの間にか俺たちにとってそんな場所になってしまっていた。だから逃げるんだ。この街から。

　大好きな将棋を、好きなだけ指す。

　そのために二人とも生まれた家を出て、将棋の家の子供になったはずなのに。




　北へ向かう最後の特急列車は意外なほど混み合っていた。

　並びの指定席をギリギリで取ることができたから、窓側の席に姉弟子を座らせ、俺は二人分の荷物を荷棚に置いてから通路側シートに腰を下ろす。

　そして駅の売店で買った飲み物と軽食を姉弟子に勧めてみた。

「何か食べませんか？」

「……いい」

　真っ暗な窓の外を見詰めながら、姉弟子は短くそう答えた。声には強い拒絶の響きがある。

「そうですか。欲しくなったら言ってください」

　姉弟子は対局中あまり食べないタイプだ。

　三段リーグは一日で二局指すが、おそらく何も口にしていないに違いない。もしかしたら昨日の夜から何も食べてないかも。

　──子供の頃は、食べるとむしろ体調を崩してたっけ……。

　ふと、そんなことを思い出す。

　姉弟子は今よりもずっとずっと身体が弱くて何度も入院したし、将棋を指した後は熱を出してぐったりすることも多かった。

　勝てば満足して対局をやめてくれるけど、負ければ熱くなって何度でも挑んでくる。だけどこっちが手を抜いたりすると一瞬で見抜いて本気で暴れて手がつけられなくなるから、師匠も俺も随分と苦労した……。

「八一」

「ん？　やっぱ食べます？」

「手」

「ああ……はい」

　促されて、手を繫ぎ直す。

　初めて師匠に関西将棋会館へと連れて行ってもらう時、こう命じられた。




『二人で外に出るときは必ず手を繫ぎなさい。それが守れんのやったら破は門もんや』




　俺はそれを『年下の女の子を守ってあげなさい』と捉え。

　姉弟子はそれを『弟おとうと弟子でしが道を間違えないよう導いてあげなさい』と捉えた。

　一方だけが手を摑んでいる状態だったら、きっとすぐに二人の手は離れてしまったに違いない。

　子供だった二人の気持ちが上手にすれ違い、不思議と嚙かみ合ったからこそ、俺たちは互いの手を摑んだまま、どんなことがあっても放さずに歩き続けた。

　何年も。何年も。

　けれど決して放してはいけないはずの手は、ある日を境に放れてしまった。

　そしてその日を境にして、俺と姉弟子は互いに一人の棋士として、別々の道を歩き始めたんだ。


　先に手を放したのは────




「姉弟子。せめて飲み物くらい…………は？」



　そう言いかけて、俺は途中で言葉を止めた。

　肩に何かが当たる感触。

　それと、小さな寝息が聞こえてきたから。

「……いっつも先に寝るんだよな。お姉さんぶってるくせにさ」

　そこでようやく俺も思い出す。

　自分が疲れきっていることを。


「はぁぁ────……………………長い一日だったぁ……」



　朝から『なにわ王将戦』でイベント出演して、歩夢あゆむと公開対局までこなしたんだ。もうクタクタだよ……。

「ってか、自分の対局よりＪＳ研のみんなの対局の方がドキドキしたよなぁ。シャルちゃんも綾あや乃のちゃんも澪みおちゃんも、みんな本当に立派になって……」

　おっと。思い出したらまた涙が……。

　緩みそうになる心を慌てて引き締める。感傷に浸ってる場合じゃない。

「……まだ今日は終わってないからな。今のうちに少しでも休んでおくか……」

　目的地到着の五分前くらいにアラームを設定すると、俺も目を閉じて、肩の上に載っている姉弟子の頭に少しだけ、自分の頰をくっつけた。

　そのせいだろうか？


　夢の中で出会ったのは────灰色の瞳と銀色の髪をした、四歳の女の子だった。
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　その部屋が子供たちでいっぱいになったのを目まの当あたりにした瞬間、強烈なデジャヴュに私は思わず立ちくらみを覚えた。

「桂香さん？　だいじょうぶ？」


「え？　あ…………大丈夫よ。ありがと、あいちゃん」



　心配そうにこっちを見上げる雛鶴ひなつるあい女流初段に、私は笑顔で応えた。

　まだ小学五年生なのに、もう女流トップリーグである女流名跡みょうせきリーグ入りを果たした天才少女だ。詰将棋つめしょうぎの才能に限れば、男性プロ棋士をも凌駕りょうがする怪物……。

　二人の巨大な怪物を産み出したこの部屋に相応しい存在だ。

「あいちゃんは何回かここで寝たことがあったわよね？」

「うん！　ええと……師匠があいに内緒で天ちゃんを弟子に取った時と、あいがマイナビの本戦で月つき夜よ見み坂ざか先生に負けて倒れちゃった時かな？　師匠にアパートから追い出されちゃってたから」

「八一くんがどうしようもない時はいつも、あいちゃんをこの部屋で預かってるのよねー」

「ねー♪」

　そう言って、私の腕にひっついてくるあいちゃん。

　そんな仕種しぐさも幼い頃の八一くんや銀子ちゃんと重なって、なぜだか私は目の奥が熱くなるのを感じた。歳としを取ったってことかしら？

「でも……ししょーはやっぱり、今日は来られないの？」

「仕方がないわよ。急にお仕事が入っちゃったんだもの」

　私は笑顔で噓うそをついた。

　罪悪感がないわけじゃない。

　聖市お兄さん……月光会長から連絡を受けた私は、あいちゃんたちに「八一くんに急な仕事が入っちゃった」と説明した。

　あらかじめ考えていた、噓の説明を。

　銀子ちゃんが三段リーグで初めて負けた時から……いいえ、もっと前から、私はこんな状況が訪れることを予想していた。

　予想して、八一くんに以前からお願いをしていた。

　もし銀子ちゃんが助けを求めて来たら、あの子のことだけを見てほしいと。

　せめて三段リーグが終わるまでは他の誰よりも優先してあげてほしいと。

　八一くんは今、その約束を果たそうとしてくれている。

　だから私は八一くんの代わりに、彼の大切な存在を守らなくちゃならない。

「しゃうね？　にだんべっじょ、はじめてねうんだよー！」

「うちもです！　一人っ子にとって二段ベッドは永遠の憧れなのです……！」

　シャルロット・イゾアールちゃんと貞任さだとう綾乃ちゃんが、大きな瞳をキラキラさせながらはしゃいでいる。

　この家に着いた時は、二人とも笑ってたけど目が赤く腫はれ上がっていた。

　大会でものすごく泣いたんだろうということはすぐにわかったから、私は年とし甲斐がいもなく一緒にパジャマパーティーに参加して、少しでも楽しんでもらおうとこの部屋に案内した。

　──でも……二段ベッドでここまで喜んでくれるのは予想外ね。

　そういえばここにいるのは私を含めて全員が一人っ子。二段ベッドを見て興奮するのは当然かもしれない。

「うふふ。実は私もコッソリ上の段に寝てみたことがあるのよ？」

　そう教えてあげると、子供たちは「ほんと!?」「どうだった!?」と大盛り上がり。

「私はもう高校生だったから、ちょっと窮屈きゅうくつだったかな？」

「澪にはちょうどいいよ！　だからここで寝ていい？」

　ＪＳ研のリーダーで、今日の大会で優勝した『なにわ王将』の水越みずこし澪ちゃんが、さっそく上の段を占拠しておねだりしてくる。

　パジャマになっても首から優勝メダルを下げたまま。よっぽど嬉うれしかったのね。八一くんと銀子ちゃんが小学生名人になった姿と重なるわ。

「ねーねーけーかさん！　この二段ベッドって、くじゅるーせんせーと空せんせーが使ってたの？」

「そうよ。あの二人のために買ったんだもの」

　この部屋に初めて二段ベッドが来た日のことも、もちろんはっきりと思い出せる。大喜びするあの二人の顔も。そしてすぐに将棋を指し始めたことも……。

「どっちが上だったです？」

「八一くんが上になる予定だったわ。銀子ちゃんはまだ小さかったし身体も弱くて、梯子はしごを登るのは危なかったから」

「「予定……？」」

「銀子ちゃんは『お姉ちゃんの私が上になるべき』って言って聞かなくて。結局『毎日将棋を指して勝った方が上で寝る』ことになったの」

　それまでは仲良く床に布団ふとんを並べて敷いて寝ていた……っていう話は、あいちゃんの前ではしないほうが賢明ね。

「あの二人は本当に、日常のちょっとしたことですぐに喧嘩けんかして。それを解決するためにずっと将棋を指してたわ」

　よく見れば、部屋の様々な場所に疵きずや染みがある。

　それは銀子ちゃんと八一くんの喧嘩の跡だ。喧嘩といっても八一くんが銀子ちゃんを叩たたくことなんて絶対になかった。その逆は数え切れないほどあったけど。

　あの染みも、その染みも、銀子ちゃんが流した何リットルもの涙でできたもの。

　あの疵は、奨励会で昇級を逃した八一くんが自分の不甲斐なさに柱を殴った時のもの。

　二人と将棋を指すためにこの家をたくさんの子供たちが訪れ、この部屋に泊まって、将棋を指してたくさんの染みや疵を作っていった。

　そしてその中にはもちろん……自分より圧倒的に幼い二人に負かされ続けた、この家の実の娘の涙も含まれている。

「もともとこの部屋にはね？　私のお祖母ばあちゃんが住んでたの。銀子ちゃんと八一くんが来る一年前くらいに死んじゃって空き部屋になってたんだけど、そこを子供部屋にしたのよ」

「おばあちゃん……亡くなってしまったです？」

　悲しそうな顔をする心優しい綾乃ちゃん。

「そうなの。だからね？　八一くんが初めてこの部屋に入った時……変なことを言い出したから……私、びっくりしちゃって……」

「え？　師匠……何ておっしゃったんです？」

　不思議そうな顔をするあいちゃん。私は答えた。

「お化けが出るって」

　ＪＳの悲鳴で、家全体がビリビリと震えた。
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「九頭くず竜りゅう八や一いちくん、やったな？」

　ブ厚くて、大きくて、けれど指先だけは驚くほど繊細な手を俺の頭に置いて、その棋士は言った。

「そんなにわしと指したいなら、うちでもっと将棋指そか？」

　後ろで聞いていた父親がなぜか「えっ……!?」と凍り付いたのが不思議だった。

　憧あこがれのプロ棋士からそんな誘いを受けて有頂天うちょうてんになっていた六歳の俺は、自分の返事がどんな意味を持つのか全く理解せずに、元気いっぱいにこう答えていた。

「はい！　もっと先生と将棋を指したいですっ！」

　こうして俺は、その棋士の──清滝きよたき鋼介こうすけ八段の内うち弟子でしになったのだ。




　きっかけは地元の福ふく井いで開催された将棋大会。

　大人も出場したＡ級の部で、六歳になったばかりの九頭竜八一少年が優勝したことだった。

「す、すごい！」

「幼稚園児が優勝するなんて初めてじゃないか!?」

「天才少年だ……！」

「この子なら福井初のプロ棋士も夢じゃないぞ！」

　当時の俺は本格的に将棋を始めてまだ一年くらい。調子に乗ると連勝が止まらなくなるタイプで、この日はたまたま実力以上のものが出せた。

　そしてその大会に審判長として来ていたのが清滝八段だったのだ。

「先生！　ぜひこの子に一局指導してあげてください！」

　地元の大人たちがプロにそう求めるのは自然な流れだ。

　清滝八段も興味があったのか、その求めに快く応じてくれた。

「よっしゃ！　そんならぼく、二枚落ちでどうや？」

　だが……まだプロ棋士がどんな存在なのか全く理解していなかった九頭竜少年は、扇子せんすを広げて盤の前に座った偉そうなオッサンにこう言い放ったのだ。

「駒こま落おちなんてつまんないからイヤだ！　平ひら手てがいい！」

　俺の隣にいた親父が真まっ青さおになって叫ぶ。

「こ、こら八一！　先生に失礼だろ!!」

「お父さんは黙っててよ！　Ｂ級でも優勝できなかったくせに！」


「ぐっ……！」



　完全に天てん狗ぐになっていた俺は、自分が負けるなんて想像すらできなかった。

「はっはっは！　元気のええ子やね。でも──」


　ピシッッッ…………ィィィ！



「ッ!?」

　駒が割れるんじゃないかというほど鋭い駒音こまおとに、俺は衝撃を受けた。

　バケツ一杯の冷水をブッ掛けられたみたいに一瞬で目が覚める。

「お父さんにそんな口を利いたらアカンぞ？」

　そして駒音とは正反対に優雅ゆうがな手つきで初形しょけいに並べた清滝八段は、自分の陣地から角を一枚摘つまみ上げて駒箱に仕舞うと、

「まず角落ちで指そう。それに勝てたら次は平手や」


「…………わかった」



　初めて聞いたプロの駒音に『何かが違う……』と感じた俺は、素直に頷うなずく。

　Ａ級の経験もあるプロに角落ちの手て合あいは、アマなら全国大会優勝クラス。六段あってどうかというところだ。

　当時の俺は、あってギリギリ二段。どんな大人にも勝てると思ってた自分の攻めが目の前に座る人物には全く通じないことは、二十手も指せば理解できた。将棋の造りがそもそも違う。

　それでも俺が指し続けることができたのは──

「……うん。なるほど」

　清滝先生がわざと隙すきを見せることで俺の攻めを呼び込んで、折れそうになる心を励ましてくれたからに他ならない。


「そうや。ここは…………ふぅむ。強いな」



　全く歯が立たないと思った対局だったが、最後は一手差の好勝負で終わった。

　傍はたから見たらまるで俺がプロをあと一歩の所まで追い詰めたように見えただろう。

「負けたとはいえ、幼稚園児がプロに一手差とは！」

「いやぁ、大したもんや！」

　周りの大人は手放しで俺を褒ほめちぎったし、新聞にも『プロも唸うなる才能！　九頭竜八一くん』みたいな記事が載った。

　けど俺と、そして清滝先生だけは理解していた。この対局の真の意味を。

　清滝先生は自分の将棋手帳を取り出すと、そこに今の将棋の棋譜きふをサラサラと書いてページをちぎり、俺に渡してくれた。

「これからは将棋を指したらこうやって棋譜を残しなさい。指した将棋を振り返ることができるようになれば、もっと強ぉなれるからな」


「はい…………はいっ!!」



　いただいた手帳の切れ端を宝物のように胸に抱いて、俺は何度も何度も頷く。

　清滝先生は俺の力を引き出して、同時にプロの凄すごさを……将棋というゲームの持つ果てしない深さを教え込んでくれたのだ。これこそが本物の指導対局だった。

　──プロってすごい！　将棋ってすごい!!

　それからはもう清滝先生の追っかけだ。

　どこかの大会で先生が審判をやると聞けば、親に頼み込んで連れて行ってもらった。大会に出るためじゃない。清滝先生と将棋を指すために。

　ちょうど夏休み期間中というのもあって清滝先生の出る将棋まつりや大会はいっぱいあったから、その全てに出かけていった。自分の棋譜を書き留めたノートを持って。

　周りからはメチャメチャ不思議がられた。

「清滝って、たった一期でＡ級から落ちたあの清滝？」

「タイトルに挑戦したことすらないんだろ？」

「あの地味で退屈な矢や倉ぐらばっか指してる受け将棋の？」

　当時、清滝先生の……いや、もう師匠って呼ぼうか。師匠の評価は、実力と比べてかなり低かった。

　師匠より年下の『名人』が……こっちも当時は名人を失冠しっかんしてたから名人じゃなかったんだけどわかりづらいから名人って呼ぶね？　その名人の世代の棋士がタイトルをほぼ独占してたし、さらに下の世代が新戦法と共に台頭たいとうしつつあったから、月光つきみつ会長（当時はまだ会長じゃなかったけど以下略）を除けば、名人より上の世代は『終わった』と見なされてたのだ。

　だから運営の人にはだいたい驚かれた。

「ぼく、本当に清滝先生でいいの？　月光先生とか、他にも若くて強い先生もいっぱいいるよ？」

「清滝先生がいいんです！」

「でも先生は審判のお仕事があるから、指導対局まで手が回るかどうか……」

「じゃあ……しょうがないからそれまで大会に出ます。清滝先生の指導対局が受けれるようになったら教えてください！」

　わざわざ山奥から大会に来たのに大会に出ない子がいる、とすぐ話題になった。しかも出る気のなかった大会で優勝したりするからタチが悪い。

　そして誰よりも驚いたのは、追いかけられる師匠だった。

「またきみか……今日はどんな手合で指す？」

「二枚落ちでおねがいします！」

　師匠の二枚落ちはなかなか破れなかった。

　師匠も、遠くから来た俺に手加減しようとはしなかった。

　何時間もかけて会場までやって来て、さらに師匠と将棋が指せるまで何時間も会場の隅で待って、それでも三十分もかからずに負けてしまうこともあった。

　そんな時は無言で初形に並べ直して、声を掛けてもらえるのをひたすら待った。

「……もう一局指すか？」

「はいっ!!」

　その一言がたまらなく嬉うれしくて……俺はどんどん将棋にハマッていった。

　夏休みが終わって二学期に入ってからも、両親は何とか都合をつけて俺を大会へ連れて行ってくれた。

　そうやって何度も指導を受けた後で、冒頭の誘いを受けたのだった。

　……自分が弟子を取るようになって振り返ると、師匠は俺を見ると同時に親も見ていたんだろう。むしろそっちの覚悟を試していたように思える。

　子供を大切にすると同時に……その子供を手放す覚悟があるかどうかを。




　幸いなことに俺は二男だった。

　長男は趣味で将棋を指してたもののプロになるつもりなんてサラサラなく、そして俺よりもっと幼い弟もいた。

　親としては「一人くらい好きな道に進ませてもいい」と思ったんだろう。

　それでも母親は随分と泣いたらしい。俺は清滝先生の家に行けるのがとにかく嬉しかったからずっと笑ってたんだけど……。

「本気でプロにするつもりなら、地方に住み続けるのは不利になります。小学校進学のタイミングを考えれば、今すぐにでも大阪おおさかで暮らし始めた方がええでしょう」

　師匠は俺の両親にこう説明し、さらにこうも言ったらしい。

「もしお預けいただけるのであれば、大阪にいるあいだ、八一くんはわしの実の息子として育てます。指導料も生活費もいただくことはできません。自分の子供から金を取る親はいませんから」

　清滝先生にそこまでしていただくわけには……と恐縮する両親を、師匠はこう説得したのだという。

「わしには娘が一人おりますが、本当は息子も欲しかった。息子に将棋を教えて……叶かなうことならプロに育てて、盤を挟みたかった。でも妻が亡くなったとき、それは叶わない夢と諦めました……」

　そこに俺が現れた。

　どこまでも自分を慕したい、将棋を指したがる男の子が。

　血は繫つながっていないけれど……棋士は別の方法で親子になることができる。

「八一くんが将棋を好きになってくれたおかげで、その夢が叶うんです。こんなに幸せなことはありません……どうかわしに夢を見させてください。実の息子に将棋を教えるという夢を」

　俺が内弟子だった十年間、師匠は一円も受け取らなかった。

　その話を両親から初めて聞かされたのは俺がプロになった後のことだ。

　涙が溢あふれて止まらなかった。
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「今日からこの子も一緒に暮らすぞ」

「は？」

　玄関で俺と師匠を出迎えたお姉さんは、口を大きく開いて固まった。

　とんでもない美人だった。

　こ、こんな綺き麗れいなお姉さんと一緒に暮らすの？　嬉しいを通り越して緊張する……。

「福井から来た九頭竜八一くんや。内弟子にする」

　もじもじする俺の頭に手を置いて、師匠はそう言ってくれた。『内弟子』という言葉が嬉しくて胸がいっぱいになる。

　お姉さんは優しい笑顔を浮かべると、中腰になって、

「こんにちは八一くん。私は清滝桂けい香か。このおじさんの娘よ」

「はっ、はじめまして！　九頭竜八一です！　よろしくお願いしますっ!!」

　俺は真まっ赤かになって桂香さんから顔を逸そらす。

　だ、だって……！

　だって……服の隙間から、胸の谷間が……谷間がッッ!!


「ちゃんと挨拶あいさつできて偉いわね！　…………あの子とはぜんぜん違う」



「え？」

「ところでお父さん？　ちょっと話があるから、居間に来てもらっていいかしら？」

　桂香さんは笑顔のまま、とても怖い声で師匠にこう言った。問答もんどう無む用ようの口調だった。

「ん？　お、おお……後でな。それより八一のご実家からお米をいただいて──」

「今よ。ナウ」


「お…………おお……」



　師匠は明らかに腰が引けていたものの、取ったばかりの弟子に情けないところは見せられないと思ったのか、雄々おおしく立ち向かった。泣きそうな顔で。

「八一。二階に上がって、呼ぶまで待っとってくれ」

「はい！」

　師匠の言葉に従って、トテトテと階段を登る。さっきまではウキウキしてたのに、師匠と離れると急に心細くなってきた。

　二階には二つの部屋があった。

　両方ともドアが開いてたから、まず手前の部屋に入ってみる。ベッドと勉強机、それに本棚やタンスが置いてあった。

「……さっきのお姉さんの匂いがするー」

　女の人のいい香りを胸いっぱいに深呼吸。

　ふと、カーペットの上に何かが無む造ぞう作さに置いてあるのが目に入った。

「？　なんだろ？」

　落とし物かな？　だったら拾って持って行ったら褒められるかも！


　そう考えてそれを持ち上げた俺は──────我が目を疑った。



「えっ!?　これ……ええええ!?」

　ブラジャーだ！　デカいッ!?

　──大阪は街もビルもおっきいけど、ブラジャーはもっとおっきいんだ……！

　感動に打ち震えると同時に、俺は恐怖を感じていた。

　今の自分の姿を客観的に見れば、他人の部屋に忍び込んで下着を漁あさるエロガキだ。六歳でもそれくらいは理解できた。

　いい子にしてないと追い出されちゃう！　ただでさえ、どうやら自分はあのお姉さんに歓迎されてないみたいだし……。

「部屋に入っちゃったことは黙ってよ……」

　ブラジャーのことも、口が裂けても言うまい。自分の胸の中にだけ仕舞っておこう……ブラだけに。そう固く決意して、もう一つの部屋へ。

　そこは桂香さんの部屋とは違って、まるで生活感がなかった。

「……空き部屋なのかな？」


　ガランとした空間に足を踏み入れると────────そこに、いた。



「え……？」

　四歳くらいの、小さな女の子が、こっちを見て立っていた。

　薄暗い部屋の中で見てもその肌は透き通るほど白く、髪の毛は銀色に輝いている。そして手に持った何かを大事そうに抱えていた。


「っ!?　……っっ!?」



　俺は目をゴシゴシこすった。目の前の存在が信じられなかった。全く気配がしなかったこともあるが──

　あまりにも白くて、儚はかなくて、透き通っていて……。


「あ…………え？　………………ひと……？」



　純粋すぎるその存在を、俺は自分と同じ人間だと思うことはできなかった。だって……綺麗すぎる……。

　だからこう尋たずねた。


「あの、もしかして…………お化け、なの……？」



　今なら『妖精』とか『精霊』とかもうちょっと気の利いた言葉を使うんだろうけど、六歳の俺にとっては『お化け』が精一杯せいいっぱいだ。

「……」
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　真っ白な女の子は無言で俺のことをじっと見詰める。

「あの……ぼくは九頭竜八一っていうんだ。今日からこの家で内弟子になるんだよ！　あっ、内弟子ってわかる？　つまり……ここに住みながら将棋の勉強をするんだ！」

　緊張のあまり早口でそう説明すると──

　女の子は床にぺたんと座って、手に持っていたそれを広げた。

「……折り畳みの将棋盤？」

　それを見た瞬間、少しだけ感じていた恐怖は綺麗さっぱり消し飛んだ。

「じゃあきみも将棋指せるの!?　だったら指そうよ！」

　俺も床に正座すると、マグネットの駒を並べる。

　先後はジャンケンで決めた。お化けはジャンケン弱いみたいで、俺が先手を取った。

「それでは……お願いしますっ！」

　頭を下げる。白い女の子は俯うつむいて盤上だけを見詰めている。


「さぁー…………て！　いくぞッ!!」



　俺が目指した戦型せんけいは師匠が得意とする『矢倉』だった。

　将棋の純文学ともいわれる、この世界で最も美しい駒組み。この家で最初に指すのは矢倉と決めてたから。
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　それを見た女の子は────ノータイムで手を進める。まるで鏡のように。



「相あい矢や倉ぐら？」

　盤から顔を上げて、相手を見る。女の子も上目遣いにこっちを見ている。

　お化けと心が通じ合った瞬間だった。

　──たのしいっ!!

　ウキウキと駒組みを進める。けれどそんな気持ちはすぐに消し飛んでしまった。

「ぐっ!?　か、固い……ッ!!」

　先攻した俺の攻め駒は全て弾はじき返されてしまう。

　見よう見まねの俺の矢倉と違って、女の子の矢倉は本物だった。


「…………」



　そして静かな駒音と共に、反撃の時間が始まる。

　囲いに手がついてからは早かった。機械みたいな正確な寄せで、一瞬でボロボロにされた。


「…………まけました……」



　強い。強すぎる。

　頭を下げて投了図とうりょうずを見詰めながら、俺は確信していた。

　こんなに小さい女の子がここまで隙の無い将棋を指せるわけがない。しかもあんな大激戦をしたのに、何もなかったかのような涼しい顔で……。

「やっぱりきみ、将棋のお化けなんだね!?」

　俺は女の子に向かってそう言った。

「プロ棋士の家には将棋を指せるお化けが住んでるんだ……！」

　すげー！　プロすげー！　と大はしゃぎ。俺、お化けと将棋指しちゃった！

　頭の中にあったのは『ヒカルの碁ご』だ。

　碁ご盤ばんに宿った棋士の幽霊が、囲碁いごを知らない少年・ヒカルをどんどん強くしていくという昔の漫画。

　兄ちゃんが持ってたその漫画を、俺は紙が擦すり切れるほど読んだ。

　自分もヒカルみたいに、プロ棋士の家に宿ったお化けと将棋指してどんどん強くなっていく……そんなストーリーを頭の中で描いていると。

「ん」

「ん？」

「て」

　将棋盤の向こうから、小さなお化けがこっちに手を伸ばしていた。

「……？」

　差し出された小さな手に、おそるおそる触れる。


「っ！　…………あつい……」



　びっくりするほど熱かった。本気で将棋を指すと発熱するというこの子の体質は、もうこの頃から備わっていた。

　お互いの存在を確かめるように、指と指を絡ませる。熱い。


「じゃあ…………お化けじゃ、ない……の？」



「ぎんこ」

　銀？

「おばけなんているわけないでしょ。バカやいち」

　めちゃめちゃ綺麗なその女の子は、めちゃめちゃ口が悪かった。

　言い返そうとした時、下から桂香さんの声が。

「やいちくーん！　もう降りてきていいわよー」




　一階の和室に入ると、師匠と桂香さんが並んで座っていた。

「ごめんね？　このヒゲおやじが何も言わなかったからちょっと驚いちゃったけど、今日からよろしくっ！」

　改めて桂香さんと挨拶を交わす。

「私は十六歳の高校一年生。八一くんとはちょうど十歳離れてるわね。この家の家事は私がやってて、あとたまに道場のお手伝いも。けど将棋はぜんぜん強くないから、それはこのヒゲおやじと……あと、隣のその子としてちょうだい」

　そう言って桂香さんは、俺の隣に当たり前のような顔をして座っている女の子のことを教えてくれた。

　空そら銀ぎん子こ。

　それが女の子の名前だった。

「そら……ぎんこ……」

　口の中で唱えると……それはまるで呪文のように俺の心に刻まれた。

　銀色の髪と、少し曇った空の色の瞳。

　なぜだか胸がぎゅっと痛い。締めつけられるように。

「しっかし傑作やな！　銀子のことをお化けと勘違いするとは！　まぁ確かに浮き世離れした雰囲気の子ぉではあるが、ちゃんと足、ついとるやろ？」

　そう笑う師匠の額は、長時間畳に擦りつけたとしか思えないほど赤くなっている。この家の序列がどうなっているのか俺は正確に理解した。

　──桂香さんには逆らっちゃいけない……。

　それからもう一人。

　俺にとって絶対に逆らうことのできない存在が、この家にはいた。

「二週間やが、銀子のほうが早はよぉ弟子になったからな。つまり八一は弟おとうと弟子でしで、銀子は姉あね弟子でしっちゅうわけや」

　師匠に言われて、俺たちは互いに顔を見合わせる。

「あね……でし？」

「……おとうと？」

　将棋の家にいたのはお化けじゃなかった。

　お化けなんかよりも遙はるかに怖い『姉弟子』との、それが出会いだった。
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「今日は連盟に連れて行ってやるで」

　俺が内弟子となって何日かして、師匠がそんなことを言った。

「昼は一階のレストランで好きなものを食べさせたる」

「ほんとですか師匠!?」

　大喜びする俺に、師匠は笑顔で頷いた。

「ホンマや。プロ棋士になったら、いくらでも外食できるようになるからな」

　すげー、プロすげー、とはしゃぎ回る俺。姉弟子は特に喜ぶようなことはなかったけど、真っ先に玄関へ行って俺たちを無言で急せかした。

　師匠の家がある野田のだから関西将棋会館のある福島ふくしままでは、環状線でわずか一駅。

　今なら余裕で歩ける距離だけど、四歳と六歳の子供にとっては電車で一駅の距離も大冒険である。そもそも電車に乗るのが大冒険だ。

　そんなわけで弟子になった当初、連盟はそう頻繁ひんぱんに行ける場所じゃなかった。

「二人とも、絶対に手を放したらあかんで？」

　人生最初の師匠命令に全力で従いながら、高架を走る環状線から大阪の街を見下ろし。

　ＪＲ福島駅で電車を降り、ガード下から商店街の前を通り過ぎる。

　そして、なにわ筋に掛かった横断歩道を越えると──

「ここや。このレンガのビルや」

　師匠と姉弟子と三人で手を繫いで赤茶色のビルの前に立った瞬間は、今でもはっきりと憶おぼえている。

　確か俺はこう言ったんだ。

「うわぁ……壁に文字が書いてある！　何て書いてあるんだろ？」

「しょうぎかいかん」

「えっ!?　銀子ちゃん読めるの？」

「よゆう」

　ふふん、と無表情ながらもちょっと得意そうな姉弟子。

「ここが……かんさいしょうぎかいかん……」

　ワクワクして、ドキドキして、胸が張り裂けそうだった。姉弟子と繫いでいた手が……熱かった。

　ここは俺たちにとって特別な場所。一番大きな喜びと一番大きな苦しみを与えてくれる場所。

　家よりも学校よりも長く過ごした場所。生きる術すべを学んだ場所。

　そして多分、残りの人生のほとんども戦い続ける場所だから。




　初トゥエルブはメチャメチャ緊張した。

「ほ、ほんとうに……こんなすごいレストランで……？」

　俺が真っ先にしたのはお金の心配だった。

　内弟子としてお世話になってるのに、このうえ外食までさせてもらっていいの？　でも自分の財布には百円玉が五枚しか入ってない……。

　師匠はそんな俺の不安を見抜くと、優しい声でこう教えてくれた。

「将棋界はな？　先輩が後輩に飯を食わせてやる伝統があるんや。せやから八一がプロになったら、同じように弟子や後輩にご馳ち走そうしてやってくれ」

「は……はい！　ありがとうございます師匠!!」

　絶対にそうしようと俺は心に誓った。……まあ、思ったよりかなり早くその日が訪れたわけだけど。

　テーブル席に座ってメニューを広げると、師匠は言った。

「銀子もや。遠慮せんと何でも食べてええからな」

「……」（スッ）

　姉弟子はノータイムでタンシチューを選択。一番高いメニューだ。その衝撃がデカすぎて俺は自分が何を頼んだのか忘れた。一番安いサービスランチとかだと思う。師匠の財布が……心配だったから……。


「ぐっ……！　わ、わしもまだ食べたことのない、タンシチューを……」



「うまい」

　恨うらみ言ごとを口にする師匠を無視してシチューに舌した鼓つづみを打つ姉弟子は、マスターに向かって親指を立てた。マスターも指を立て返す。

「銀子。わしのカツをやるから、シチューをちょっともらってええか？」

「や」

　角交換かくこうかんをノータイムで拒否するような頑かたくなさでそう言うと、姉弟子は一人でタンシチューを完食し、これ見よがしに皿をぺろぺろ舐なめた。

　──銀子ちゃんて、どうしてここまで反抗的なんだろう？

　同時に、師匠の態度も気になった。

　六歳の俺だって、師匠が必要以上に姉弟子に優しくしてあげてるのは理解できた。将棋の才能に惚ほれ込んだというだけじゃ説明できないほどに。

「むぅ……食べ物で釣っても懐かんか。難しい子やなぁ……」

　会計の時に財布を広げながら師匠が呟つぶやいているのを憶えている。まるで餌えさを与えられても決して懐かない野良猫みたいに、姉弟子は絶対に懐かないんだろうなと俺も思ってた。

　けどそんな考えが間違っていたことを、俺と師匠はすぐに知ることになる。




　食事を終えるとエレベーターで三階に行って、事務局で職員さんたちに紹介してもらった。

「内弟子ですか！　懐かしい響きですねぇ」

　後に俺と姉弟子が『校長先生』と呼んで一番お世話になる峰みねさんが、腰を屈かがめてこっちと視線を合わせながら励ましてくれた。

「銀子ちゃんも八一くんも、清滝先生みたいな立派なお師匠様と暮らせて幸せだね。絶対に強くなれるよ！」

　驚かれたけど、歓迎してもらえた。俺があいを連れて行った時みたいにロリコン呼ばわりされることがなかったのは師匠には実の娘がいたからだろう。それ以外に理由がないからな。

「さて。せっかくやから棋士室にも顔を出すか」

　棋士室は事務局と壁一枚を隔てた隣にある。

　そのたった一枚の壁が……世界をまるっきり変えてしまっていた。

「みんな。ちょっとええか？」

　俺たちを連れて棋士室に入った師匠は、部屋で将棋を指したり棋譜を並べたりしている奨励会員に向かって声を掛ける。

「わしの弟子を紹介するわ。一番弟子の空銀子と、二番弟子の九頭竜八一や。どっちも内弟子として育てることにした。鍛きたえてやってくれ」

「鍛えるって……赤ん坊やないですか」

「下の道場で十分でしょ」

　当時の棋士室は改装されたばかりで綺麗だったけど、昔の荒っぽい関西将棋会館の雰囲気をまだ引きずってもいた。

「しかも内弟子て。清滝先生も物好きやなー」

「勝てへんから対局が減って暇ひまなんちゃう？」

　将棋を指しながら露骨にそんなことを言う古株の奨励会員もいた。

　怖い……というよりも、ショックだった。

　俺の田舎いなかじゃプロ棋士は神様みたいに扱われるのに、ここでは嘲あざけるような空気すらある。

『何でだろう？』と考えるよりも早く、俺はその理由を理解した。

　そこに現れた一人の棋士の存在によって。

「清滝さんが内弟子を？　それは鍛えがいがありそうだ」

「おお……生石おいしくん。対局以外で来るとは珍しいな？」

「娘が急に連盟道場に行ってみたいと言い出しましてね。今は下で指してるが……そういえば清滝さん、お宅の道場であいつを見たって噂うわさが──」

　黒いスーツに身を包んだその人物の顔は、テレビや雑誌で見て、よく知っていた。

　──さっ……《捌さばきの巨匠マエストロ》だっ!!

　俺にとっては芸能人と会う以上の衝撃。頭が真っ白になる。

　生石充みつる八段。

　振ふり飛び車しゃ党の若き党首にして関西の新エースが登場すると、棋士室の空気が一変した。

　それは露骨といえばあまりにも露骨な変化だった。

「生石先生！　練習将棋お願いできますか!?」

「この局面についてご意見を聞かせてください！」

　師匠と入れ替わりでＡ級になった《捌きの巨匠》は、このとき三十代に入ったばかり。

　新戦法として脚光を浴びつつあったゴキゲン中なか飛び車しゃを誰よりも華か麗れいに使いこなす生石さんに憧れて、関西の奨励会員は振り飛車党が激増した。

　ここから数年はプロ全体で振り飛車が最も勢いのあった時期に当たる。

　ゴキゲン中飛車以外にも独創的な新戦法が続々と登場して、後手ごて番ばんの勝率が先せん手て番ばんを上回った唯一の年でもあった。

　横よこ歩ふ取どり８五飛。

　そして、一手損いってぞん角かく換がわり。

　将棋が革命的な進化を遂げたことにより、居い飛び車しゃ党の、特にオーソドックスな矢倉を主力戦法にしていた師匠のような棋士は時代から取り残されつつあった。

　唯一の例外は真のオールラウンダーである名人で、あの人だけは若手の繰り出す得意戦法に正面から飛び込み次々とその感覚を吸収していく。

　けどそんなことができるのは神様だけで……。

　この時点で師匠は生石さんに十連敗とかしてたはず。

　完全にお得意様状態である。

　俺は子供だったけど……師匠が棋士室に入った時と、生石さんが入って来た時とでは、奨励会員の反応が全く違ったことは肌で感じ取っていた。

　そして俺自身も《捌きの巨匠》が放つ圧倒的なオーラに完全に飲まれてしまって……一瞬だけ、師匠よりもカッコイイと感じてしまって……。

　だが、空銀子は違った。

　姉弟子は自分の倍以上も身長がある《捌きの巨匠》の前にトコトコ寄っていくと、敬意のカケラすらない声でこう言い放ったのだ。

「おまえ、生石か？」

　呼び捨てであった。

　誰もが凍り付き、それまで鳴り止やむ気配すらなかった駒音まで消えた棋士室で……姉弟子はさらにこう言ったのだ。

「うちの師匠をいじめるな!!　振り飛車なんて消えてなくなれっ!!」

「ぎ、銀子！　おまっ……なんちゅうことを言うんや!?」

　びっくりしすぎて顔面蒼白がんめんそうはくになる師匠。

　巨匠は苦笑。そして俺は何が起こったかすら理解できず、生石さんに向かって威い嚇かくするコアリクイみたいなポーズを取っている姉弟子を凝視していた。

「フッ……師匠想いだな。さすが内弟子にしただけある」

　生石さんは床に膝を突いて姉弟子の目を真正面から見ると、

「銀子ちゃん……だったか？　振り飛車は嫌いかい？」

「だいきらい」

「どうして？」

「男らしくないから」

「これはこれは。手厳しいな」

　まだアマチュアだった俺や姉弟子にとって、振り飛車といえば角交換を拒否して固く囲う旧来のものを意味していた。カウンター狙いの、受け身戦法。待ちガイルだ。

　けれどプロの世界では、実はそれは逆だった。

　この時期むしろ振り飛車側が積極的に角道を開けて、居飛車側の穴熊あなぐまを牽制けんせいするという図式だったのだ。

　ゴキゲン中飛車や石いし田だ流は、むしろ『男らしい振り飛車』と言える。

　生石さんとしてみれば言い返したくなる場面だったろうけど、笑顔で受け流して、今度は俺に話しかけてくれた。

「そっちの坊主はどこから来たんだい？」

「ふっ、福井から来ました、九頭竜八一です！　六歳です！」

「じゃあうちの娘と同学年タメだ」

　生石さんの娘の飛鳥あすかちゃんは実家の銭湯を手伝ってる、すごくよくできた子だ。おっぱいも大きい。

「八一は大阪こっちに来たばっかで友達も少ないんだろ？　娘も引っ込み思案でね。よかったら今度銀子ちゃんと一緒に遊びに来てくれよ。うちにはデカい風呂もある」

「はい！　わかりました！」

「うん、いい返事だ。娘をデートに誘っても構わんぞ？」

「はい！　さそいますっ！」

　緊張のあまり何を言われたのかよく理解せずに取とり敢あえず「はい！」と返事したんだが、それが爆笑を買った。

「おいおい。親父の前でデートに誘うと宣言するなんて、随分と挑戦的じゃないか」

「えっ!?　あっ……す、すみません……？」

「どうやら八一は女タラシに成長しそうだな。銀子ちゃん、しっかり見張っておかないと苦労するぜ？」

　それでようやく棋士室の空気が和んだ。




「まったく……いきなり生石くんにあんなこと言うとは……」

　連盟からの帰り道。

　もう秋も深まっているというのに師匠は額に浮き出た汗を拭ぬぐいながら、姉弟子を厳しい口調で諭していた。

「ええか銀子？　弟子入りした以上は、将棋界のルールに従わなあかんのやぞ？　将棋関係者に会うたら必ず頭を下げて挨拶！　敬語を使う！　棋士のことは先生と呼ぶ！　自分の師匠と一門のことは呼び捨て！　これが最低限の礼儀や。守れんかったら破は門もんやぞ？」

「はい！　わかりました」

「メチャええ返事やな!?　あかん……全然信用でけへん……」

　ガックリする師匠。

　連盟に行ったその初日からこんな大事件を起こしてしまう姉弟子を見て、育てる自信を失ってしまったのかもしれない。俺もコントロールする自信ありませんわぁ……。

　師匠は大きく溜ため息いきを吐いてから、

「……けど、おおきにな？　わし、必ずＡ級に戻って……名人になる」

　本当は嬉しかったんだと思う。

　姉弟子が棋士室でただ一人、師匠の味方をしてくれたことが。

　そして何より……姉弟子が初めて『師匠』と呼んでくれたのが。

　だから師匠は帰りにお菓子を買ってくれた。

　姉弟子はアイスを、俺はガムを買ってもらって……俺のガムは生石さんと会ってからずっと機嫌が悪いままの姉弟子に半分ほど取り立てられた。年ねん貢ぐのように。
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　初トゥエルブで何を食べたか忘れた俺だったが、内弟子になって最初の夕食に何が出たかはしっかり憶えてる。

　大量の椎茸しいたけだ。

「八一くん。好きな食べ物は何かしら？」

「カレーです！」

「じゃあ苦手なものは？」

「しいたけ……」

「わかったわ。ありがと！」

　まだ高校一年生だった桂香さんはブレザーの上からエプロンをすると、鼻歌を奏かなでながら台所に立った。

　桂香さんは初対面の時から優しくて綺麗で、男の兄弟しかいない俺にとってずっと欲しかったお姉ちゃんで、おっぱいも大きい。

　だからきっと椎茸を抜いてくれるんだろうと思ったが……それは大きな間違いだった。


「ッ…………!?」



　夕食で出された山盛りの椎茸料理を前に絶句する俺。

　桂香さんは申し訳なさそうに、師匠は平然とした様子で言う。

「ごめんね？　お父さんが……」

「勝負師に苦手なものがあったら大成たいせいできんからな。好きになる必要はないが、普通に食べられるようになるまで毎日出す。覚悟しなさい」

　これは何も師匠オリジナルってわけじゃなく、将棋界で内弟子を経験した人は割とやられてる伝統的な教育法だ。

　苦手なもの、嫌いなことから逃げないという姿勢を、生活の中で叩たたき込まれる。

　俺は鼻の息を止めて椎茸を飲み込みながら、隣でブリュブリュと大量のソースをブッ掛けて平然と椎茸を平らげていく姉弟子を、信じられない思いで見ていた。

「……銀子ちゃんの嫌いなものって何？」

「ない」

　空銀子の目的は、自分をこっぴどく負かした清滝鋼介に勝つことである。

　復ふく讐しゅうのために敵の懐ふところへと単身潜もぐり込んだ姉弟子にとって清滝家の兵糧を減らしてやるのは目的に適かなう行為だったようで、文句を言わずに何でも食べた。

　ただ姉弟子にも弱点はあって──

「せっかく作ってあげたのに、そんなにソースを掛けたら味なんてわからないでしょ？」


「…………」



　桂香さんにそういう言葉を掛けられた時にだけ姉弟子の表情が微かすかに動くことは、内弟子になった初日から気付いていた。

　この頃はまだ桂香さんと姉弟子の折り合いは悪く……二人が本物の姉し妹まい以上になるには三年近い歳月が必要になる。




　ご飯を食べた後はお風呂だ。

「どうするお父さん？　八一くんは銀子ちゃんと一緒に入ってもらう？」

「せやな。あ、今日だけは桂香も一緒に入ってやってくれ。誰かが風呂場の使い方とかを教えてやらんとな」

「それもそうね」

　え？　……え!?

「八一くん、今日はお姉ちゃんと一緒に入ろうね？」


「ッ!?　は…………はいっ！」



　そんなわけで初日のお風呂は、何と桂香さんと一緒だったのだ！

　繰り返しになるが、桂香さんはこの時まだ高校一年生。

　しかし六歳の俺から見れば完全な大人だったし、今から考えてもあの頃の桂香さんは大人びていたと思う。姉弟子なんか高校一年生になってもつるつるなんだから……。

　とにかく俺にとって桂香さんは刺激が強すぎた。

　だから一人で湯船ゆぶねに浸つかって目を閉じていると……姉弟子を洗い終えた桂香さんが、優しく声を掛けてくる。

「八一くんもおいで？　洗ってあげる」

「あ、あの……ぼく、やっぱりじぶんで──」

「遠慮しなくてもいいの。ほら……ね？」

　子供心にめちゃめちゃ恥ずかしかったし、何だかすごくいけないことをされてるような気がしたけど──

『こ、これは師匠の命令なんだ！　ぼくは悪いことしてないんだ！』

　そう自分を納得させて、俺は桂香さんに全身を洗っていただいた。もちろん目は閉じたままだ。

「はーい。綺麗になったわよ」

「あ……ありがとう、ございましゅ……」

「じゃあ次は八一くんがお姉ちゃんを洗ってね？」

「ッ!?」

　洗ってもらうなら目を閉じててもいいが、洗うとなれば目を開けざるを得ない。

　泡立ったスポンジを渡された俺は……おそるおそる目を開ける。

「はわ……はわわわわ……」

　おっぱいは好きです。

　けど……ボディーソープでテカテカに濡ぬれたおっぱいは、もっと好きです！

「どう？　八一くん、明日からは銀子ちゃんと二人だけで入れる？」


「ぼ、ぼく………………まだちょっと、自信ないかも……」



　入門後、初めてついた噓うそである。

「あらそう？　じゃ、明日も三人で入りましょ！」

　優しい桂香さんは次の日も一緒にお風呂に入ってくれた。

　さすがに良心りょうしんが咎とがめたので数日で「もう大丈夫です！」って言ったけど。




　風呂から上がると自由時間。そして師匠に余裕がある時は指導対局をしてもらえる。

　とはいえ九時には布団ふとんに入るよう厳命された。

「アマチュアや奨励会の対局は深夜に及ぶことはないからな。将棋のために早寝早起きの習慣を付けなさい。夜更よふかしはプロになってからや」

　この家では全てが将棋を中心に回る。生活の全てにおいて理由があり、その目的はただ一つ『将棋が強くなるため』だった。

　ただ、将棋を指した後は興奮してなかなか寝付けない。

　負けた日なんかは特に。

　そんな日は姉弟子が俺の布団に潜り込んできて、お気に入りの絵本や童話を読んでくれた。

「本、読んであげる」

　姉弟子は四歳にしてかなりの量の漢字を読むことができた。

　詳しく聞いたことはなかったけど、身体の弱い姉弟子は、生まれてから長いこと病院にいて本ばっか読んでたらしい。

　逆に俺は六歳だけど漢字なんて将棋の駒に書いてあるヤツと符号で使うヤツと自分の名前に使われてるヤツくらいしか読めなかった。九頭竜八一から将棋に関係ある漢字を抜くと『頭』しか残らないので、実質一文字だ。頭は特別なオンリーワン。

『エルマーとりゅう』という本は、一緒によく読んだ。

　エルマーという少年が子供の竜を助け出して一緒に冒険するというお話で、竜はまだ上手に飛ぶことができない。

　この本は『エルマーのぼうけん』という本の続編だったが、銀子ちゃんはなぜかこっちをよく読んでくれた。

「エルマーはね？　みかんが好きなの。でもりゅうは、みかんは好きじゃないんだよ」

「えっ？　じゃあ何を食べるの？」

「みかんの皮」

「皮……」

　この物語からは、種族を超えた友情の美しさ、支え合って生きていくことの大切さ、それから『ご都合主義』というものを学んだ……。




　姉弟子は本を読むのが好きで、漢字が読めた。そして師匠の家には古いものから最新のものまで大量の棋書きしょがある。

　漢字どころか平ひら仮名がな片かた仮名かなすら覚束おぼつかない俺にとっては紙の束でも、姉弟子にとっては宝の山だ。

「今日はこの角換わりの本に書いてある戦法を試すから、八一はずっと後手ね」

「え……」

「角道止めたらぶちころすぞわれ？」

　本で読んだら使いたくなるのが人間というものだ。覚えたての秘ひ孔こうを試したがるアミバ様のように……。

　師匠はそんな俺たちを見て、

「人体実験やな」

　と言ったが、まさしくそれは人体実験だった。

　俺は憐あわれな実験動物だ。人権など存在しない。なぜなら動物だから。

　テレビで見たプロレス技を試すいじめっ子のように姉弟子は本で学んだ定跡じょうせきや手て筋すじを俺に試した。場合によっては指定局面から指すこともあった。俺に拒否権はない。なぜなら（略）。

　当たり前だが俺は負けまくった。

　負けて負けて負けて、さらに負けた。ぜんぜん勝てなかった。

　地元じゃ天才少年で通ってた俺にとって、二歳も下の女の子に一勝もできないというのは悔しいというよりもカルチャーショックでアイデンティティークライシスだ。

　つまり、どうなったかというと──

「銀子ちゃんは天才なんだ。ぼくとは違うんだ」

　割と早い段階でそう悟った。負けて当たり前だと。

　それは将棋の才能だけじゃなくて、年下なのに漢字が読めることとか、あとは外見が神秘的なほど美しいというのも関係していた。

　要するに俺は、空銀子という存在を崇拝すうはいし始めていたのだ。

　そして特別な天才である姉弟子にとって特別な存在でいられることで、自分もまた特別な存在であると思えた。

　福井の田舎に住んでた少年にとってそれは痺しびれるほどの快感だった。

　たとえそれがペットとしてであっても、俺は空銀子にとって特別な存在でいたかったのだ。

『もういらない』

　そう言われるのが何よりも怖かった。

　だから必死になって姉弟子の役に立てるように頑張った。

　全ての技を真正面から受け止めて、本に書いてない対策を必死に考えた。

　技を避けることは許されない。けれど本に書いてある通りの変化で負け続けることは、もっと許されない。

『本より価値のある存在にならなきゃいけないんだ！』

　姉弟子にとっての竜に。

　俺が力戦りきせん調の、しかも変則的な受け将棋になったのは、この原体験が極めて大きい。




　本に書いてある面白そうな戦法を一通り試すと、姉弟子の興味は本には書いてない技術に移った。

　盤外ばんがい戦せん術じゅつである。

　持ち駒を手で握って見せないとか、口三味線くちじゃみせんを弾くとか、そういったかわいらしいものもあれば──

『右の香車をこっそり駒台に落として、後から使う』

『敵陣の奥に駒を打ち込み、手を戻す瞬間に自陣の駒をさりげなく動かす』

　等々、イカサマも含めて様々な技がある。

　こうして書くと子供じみてるが、高速でやると大人も簡単に騙だまされた。

　棋譜の残る公式戦じゃあすぐバレちゃうけど、棋譜さえ残らなきゃ何でもアリ。投了優先が将棋のルールだ。盤面を崩せば証拠も残らない。

　ちなみにこの前の女王戦第一局で天衣あいが着物の袖に香車を引っ掛けて駒台に落として負けたが、昔の姉弟子は自分からそれをやってたわけで、当然ながら全てわかった上で天衣を反則負けに追い込んだのである。赤あか子ごの手を捻ひねるようなもんだったろう。

　姉弟子は最初、師匠の道場に通ってるおっちゃんたちを相手に、密ひそかにイカサマの技術を磨いた。

　そして俺との対局の大一番──掃除当番を賭けてたり、おやつを賭けてたりした時──にはだいたい使ってきた。

「あっ！　銀子ちゃん……さっきの対局、イカサマしたでしょ!?」

「は？　知りませんけど？」

「くっそー！　そっちがそのつもりなら俺も考えがあるからね!?」

　俺だってやられっぱなしじゃないから自分で色々考える。そして姉弟子はそれをさらに上回るイカサマを繰り出してくる。

　自分で言うのも何だが、俺たちのイカサマ技術はどんどん高度化していった。プロになった今でも、あの時の俺たちが使ってたほど高度なイカサマにお目にかかったことはない。

　その全てを、師匠は何も言わずに見守っていた。

　将棋の技術や学習方法については自分で身に付けていくしかない。

　師匠が手取り足取り教えれば一時的には伸びるかもしれないけど、長い目で見ればそれはマイナスでしかない。

　ずっと誰かに教わってるままじゃ、一番強くなることはできないから。

　だからたとえそれがイカサマや盤外戦術であろうとも、自分で強くなる方法を模索する俺たちを、師匠は本当に我慢強く見守ってくれた。

　ただ物事には限度ってもんがあって、俺と姉弟子のイカサマ技術はあまりにも巧妙になりすぎてしまった。

　見かねた師匠は奈良ならの山奥にある盤作りの工房へ俺と姉弟子を連れて行って、将棋の神様の話をしてくれた。

「「かみさま？」」

「そうや。将棋の神様に嫌われたら、プロにはなれん。ましてや名人には絶対になれん」

　そこは木の香りが漂い、信じられないほど太い丸太が整然と積み上げられた、静かで神秘的な場所だった。

　そんな荘厳そうごんな場所で神様の話をされて、俺はすっかり信じてしまった。

　オモチャの日本刀を振り回しながら「お●んぽ」「おち●ぽ」と叫び続ける変な女の子がいたので、その荘厳な雰囲気も多少ブチ壊しではあったんだけどな……。

「イカサマも盤外戦術も、神様に嫌われる行いや。だからもうやらんほうがええ」

「やだ。引っかかるほうが悪い」

　俺は信じたが、姉弟子は頑かたくなに信じようとはしなかった。

「かみさまがいるなら、どうしてイカサマしたほうにバチが当たらないの？」

「戦いは永遠に続く。永遠にイカサマを続けるか？　そんなことをするより、強くなる方が早いし、確実や」

「両方やればいい。将棋も強くなればいいし、イカサマも上手うまくなればいい」

「それは無理や」

「なんで？」

「銀子。わしと今ここで将棋をしよか。そしたら理由がわかる」

「……？」

「わしは盤駒ばんこまを使わん。銀子は好きにしなさい。使ってもええし、使わんでもええ」

　──そうか！　脳内将棋盤ならイカサマが通じない……。

　師匠の発想に舌を巻くと同時に、目隠し将棋という不利な状況でどれだけ力が発揮できるか疑問に思った。

　姉弟子はいつも持っている折り畳みの携帯将棋盤を使って、師匠と二枚落ちで戦った。

　そして全くいいところなく負けた。

「な、なんで……？　前は勝てたのに……！」

「イカサマを使う者は成長が止まってしまうんや。盤外を意識した状態では盤面に集中できん。深く読めんから将棋のレベルも落ちる。当然のことや」

「あ……」

「一局や十局なら影響はほとんどないやろ。けど百局、千局と指していけば、その差は明確に現れる」

　図星ずぼしを突かれた思いだった。

　盤外戦術を使うようになってから将棋が雑になってるのは感じてた。勝っても勝っても強くなれない……。

　強くなれないなら、将棋を指す意味って何だ？

「『この一局に勝てばいい』というなら、イカサマもええやろう。それで確実に勝てるなら合理的な判断や。けどな？　わしらプロは一生戦い続ける。そんな世界では、留とどまることは後退と同じや」

　師匠は俺たちの頭に手を置きながら言う。まるで自分に言い聞かせるかのように。

「せやから誰よりも強いあの男は、誰よりも将棋の神に愛されるために、正々堂々と未知の局面に飛び込んでいく。そんな勇者こそが王者になれるんや」


「…………かみさまなんて、いないもん」



　姉弟子は最後まで神様の存在は信じなかったけど……その日からもうイカサマを使わなくなったところを見ると、師匠の言葉が響いたんだろう。

　俺も姉弟子も、将棋が単なるボードゲームじゃないと気付きつつあった。

　ただ楽しいだけじゃない、もっと深いものだということに。
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「八一」

　不意に姉弟子の声が聞こえて、俺は目を覚ました。

「ん……？」

「鳴ってる。アラーム」

「あぁ……すいません。もうすぐ降ります」

　俺はスマホを操作して目覚ましを止める。

　到着したのは、福井県の温泉街。

　この辺りは○○温泉みたいなストレートな名前の駅が複数あるくらい温泉街が発展してるっていうか温泉以外に何もないような場所がずっと続くんだが、そのうちの一つで俺たちは下車した。

　時間が遅いこともあって、降りる人はほとんどいない。

　改札を潜くぐるとすぐに声を掛けられた。

「月光様より承うけたまわっております。どうぞお乗りください」

　高級そうな車の後部座席に姉弟子と座り、十五分くらい走った所にある温泉旅館へと連れて行ってもらう。

　車は正面玄関ではなく敷地内の別の場所へと向かって行った。

「このまま離れへご案内いたします。本館とは完全に分かれておりますから、誰とも顔を合わせる心配はございません」

「隔離されてる……ってことですか？」

「はい。お二人だけで、どうぞ何日でもごゆっくりお過ごしください」

　明日の朝には出るつもりだけど、そう言ってもらえて少し気持ちが楽になった。姉弟子の体調が気になるし、落ち着ける場所でゆっくりできるのはありがたい。

「お食事はいかがなさいますか？」

「ええと……姉弟子は？」

「いらない」

　即答だった。飯を食うような雰囲気じゃないな……。

「じゃあ俺も結構です」

「かしこまりました。簡単なものであればいつでもご用意いたしますので、どうぞ遠慮なくお申し付けください」

　そうして通された離れには、もう布団が敷いてあった。

　同じ部屋に並べて二つ。

「これはさすがにマズいでしょ!?」

　俺は布団を指さして宿の人に抗議する。

「ど、どどど、どうして布団が二つ並べて敷いてあるんですか!?」

「失礼しました。お布団は一組でよろしかったですか？」


「逆ですよ！　何て聞いてるか知りませんけど！　俺とこの人は、その…………できれば別の部屋に布団を敷いてください！　俺は廊下とかでもいいですから!!」



　宿の人は俺にだけ聞こえる声で反論する。

「……月光様からは『必ず同じ部屋にするように』と厳命されております。お連れ様をお一人にするのは絶対に避けて欲しい、と」

「……なるほど」

　うん。そうだ。

　今の姉弟子を一人にするのは危険すぎる。そういうことなんだ。でも俺と一緒の部屋で寝ることは危険じゃないのかな？


「…………」



　チラッと姉弟子を見ると、気にした様子も無く布団の上にぺたんと座っている。

　いつものキリッとした表情じゃなくて、触れれば儚く散ってしまいそうな表情で……あぅあぅあぅあぅあぅ。

「では、ごゆっくりお楽しみください」

　聞きようによっては意味深な言葉を残して、宿の人は退室。いやそこは普通『ごゆっくりお寛くつろぎください』とかじゃない？　去り際に室内の灯あかりをムーディーな間接照明に切り替えていく必要とかあった？

　で、二人きりで部屋に残された。


「「………………」」



　やばい。

　自じ暴ぼう自棄じきになってる姉弟子と二人きりはやばい。

　前にも似たようなことがあって、その時はかろうじて理性を保つことができたが……今の姉弟子は前より何かやばい。弱っててかわいい。やばい。

　俺は不自然にならないよう気を付けながら極力姉弟子を見ないようにするため「ふーむ。この庭園の様式は……」などと呟きつつ部屋の外を眺めていたんだけど。


「…………あれ？　ここ、来たことありません？」



　部屋……というよりも、庭に見覚えがあった。

　自分のタイトル戦じゃない。

　もっと昔……内弟子時代の記憶の中に。

「師匠が最初に名人戦に出た時の……第四局の対局場ですよ！　懐かしいなぁ！」

　師匠は二年連続で名人戦に出た。

　その時の相手は──

「月光会長が名人だった時です！　そうか、それで……」

「ふーん。八一がそう言うなら、そうなんだね」

「憶えてないんですか!?」

「あんまり。だって私まだ五歳とかでしょ？」

「姉弟子が六歳になるちょっと前で……俺も八歳になってませんでしたね。師匠、ストレートで挑戦失敗しちゃったから」

　俺たちが入門した年にＡ級に復帰した師匠は、その勢いを持続したまま翌年の順位戦で８勝１敗と大ブレイク。悲願の名人挑戦者になった。

　清滝家は大騒ぎである。

　祝電しゅくでんやお祝いの品が山のように届き、経営してる道場のお客さんが一気に増えた。

『これで名人になったらどうなっちゃうの!?』

　子供心に『とんでもないことが起こった……』と動揺した。師匠が名人になったら俺たちも名人の弟子だ。

　ただ……騒ぎは長くは続かなかった。

　四月に始まった名人戦は五月末にあっさり終わってしまったから。

　第五局は大阪対局が予定されていて、みんなでそれを見に行こうと楽しみにしていたから、第四局の一日目で既に師匠が劣勢に立たされているとテレビで見た俺は随分とガッカリしたのを憶えている。

　師匠が負けちゃうのが悲しいというのもあるけど……控室でプロと一緒に検討したり、対局室にも短時間なら入っていいと師匠が約束してくれてたから、それができないのがすごく残念だと思ったのだ。でもこればっかりは勝負なので仕方が無いし、そもそも弟子として師匠の勝利を最後まで信じるべきだと思った。信じて待つのが弟子の役目だと。

　でも一番弟子はそうじゃなかった。

『八一。いくよ』

『へ？　どこに？』

『対局場。見せてもらう約束でしょ？』

『ええええ!?　で、でもそれって第五局だよね!?　ダメだよ勝手に行ったら！』

『だって師匠、このままだと負ける。大阪まで来られない』

『ひどい！』

『いくの？　いかないの？』


『うーん…………いくっ！』



　こうして俺と姉弟子の初めての大遠征は決行されたのだ。

　対局二日目。その日は平日だったから、小学校と幼稚園に行くフリをして電車に乗って福井に向かった。

　今となっては様々な交通の難所をどうクリアしたか憶えてないんだが、俺が福井出身で電車の経路とかが何となくわかったのが功を奏したようで、とにかく着いた。今思うと奇跡きせき。

　対局場に到着する頃には夕方になっていた。

　とはいえタイトル戦の対局場に来るのなんて初めてだし、関係者にバレたら摘み出されちゃうかもしれない。

『……どうする銀子ちゃん？』

『師匠をさがす。約束だもん』

　姉弟子は正面玄関を避け、庭から敷地内に潜入する。

　そうなのだ。

　旅館に迷い込んだ俺と姉弟子は、あろうことかこの対局室の庭に出てしまい……そして庭から見えた将棋盤に引き寄せられるように窓から部屋に入ってしまったのだ！

『八一。将棋盤があるよ』

『ホントだ！　……誰もいないね？』

『窓は……かぎ、あいてる』

『ええ!?　勝手に入るつもり!?　ダメだよ銀子ちゃん！　ふほーしんにゅーだよ！』

『でも局面が気になるでしょ？』


『…………なる』



　なぜ将棋を指すのか？　そこに将棋盤があるから。詰将棋つめしょうぎがあれば解きたくなるし、未知の局面があれば検討したくなるのは将棋指しの性さがだ。

　名人戦は二日目の夜、軽食を食べる短い休憩が入る。

　俺たちはちょうどそのタイミングで無人の対局室に上がり込み、対局者の座布団に正座して盤面を覗のぞき込んだ──

「……で、上がり込んだのがこの部屋ですよ。マジで憶えてないの？　その後どうなったかも忘れたの？　脳の構造が都合良すぎませんかねぇ？」

「あの頃はネット中継もまだ始まってなかったし、対局室に上がり込んでも別に誰にも見られなかったから大丈夫でしょ？」

「ええ。ええ。ネット中継はまだありませんでしたね」

　俺は何度も何度も頷いてから、

「でも国営放送の衛星中継があったでしょッ!!」

　あの頃まだ名人戦は二日目の夕休明けからテレビで中継されていた。視聴率も大変よく、しかも決着局になりそうということもあって注目度も抜群。

　また当時は対局室にカメラは設置できても、対局中に技術者が入室することは許されなかったので、放送時間になると勝手に撮影が始まるようセットされていた。

　その放送時間に対局者ではなく子供が将棋盤の前に座っている光景が、衛星放送で宇宙を経由し全世界に届けられたのだ。

　完全なる放送事故だった。大事故だ。

『誰だこの子供たちは!?』

『旅館の客が紛れ込んだのか!?』

『なにぃ!?　清滝さんの弟子だとぉ!?』

　控室は大騒ぎ。敗勢はいせいの挑戦者が弟子を使って勝負を攪乱かくらんしようとしてる！　みたいなことを言い出す人まで現れて、あわや師匠の反則負けかと思われた、その時。

　騒ぎを一瞬で鎮めたのは……もう一人の対局者だった。

　盲目もうもくの天才棋士は薄く微笑ほほえみながらこう言ったのだ。

『私には何も見えませんでしたが、何かあったのですか？』

　月光聖市せいいち名人のその一言で全ては不問とされた。

　俺と姉弟子は最初からそこにいなかったことにされ、将棋界的には事件そのものが発生しなかったことになったのだ。まだ奨励会員や研修生じゃなかったことが逆に幸いした。

　でも──


「…………やっぱり気付いてたんだ。月光名人は」



　あの時と同じ敬称で、俺はその名を口にする。

　現名人は史上最強の棋士で、その偉大さは他を完全に圧倒している。国民栄誉賞なんてどうすりゃ貰えるのかなんて想像すらできない。

　けれど俺にとって月光先生も同じくらい偉大なんだ。

　師匠が挑んだ『名人』であり、俺がずっと憧れてきた棋士だから……。

　ただ、師匠には超☆怒られた。

『破門や！　二人まとめて破門やッ!!』

　俺たちが見た局面はもう形かたち作づくりに入っていて、勝負には全く影響しなかったとはいえ、名人戦の対局室に無断で上がり込むなど言語ごんご道断どうだん。

　初めてのタイトル戦、それも人生の目標にし続けてようやく辿たどり着いた名人戦でストレート負けを喫してさすがに凹へこみまくった師匠はそのまま熱を出してしまい、延泊えんぱくすることに。

　俺と姉弟子は先に大阪へ強制送還だ。

　大盤解説会の駒操作係として現地を訪れていた奨励会三段が引率してくれたんだけど……その人の前で、俺たちはずっと喧けん嘩かしてた。

『銀子ちゃんが対局場に行こうなんて言うから怒られたんじゃん』

『ちがう。八一がグズだったからバレただけ』

『銀子ちゃんだよ！』

『八一のせい！』

　そう言って電車の中で取っ組み合いを始めそうになった二人を、引率の三段は上手に宥なだめてくれた。

『まあまあ。昨日の対局、ちょっと一緒に検討してみないか？』

　お兄さんはそう言うと、姉弟子がいつも持ってるマグネットの将棋盤を使って、初しょ手てから一手ずつ解説してくれた。

　その解説を聞くと……俺も姉弟子もすぐに大人おとなしくなって、将棋盤に引き込まれる。

　小さな携帯将棋盤が、まるで宇宙みたいに広く、深く、感じられたから。

　──一局の将棋の中に、こんなたくさんの可能性が……!?

　行きでは長く感じた電車の旅が、帰りは一瞬に感じた。

　大阪駅に到着して、手を繫いで電車を降りた俺と姉弟子を見て、今度はお兄さんがびっくりする番だった。

『……あんなに喧嘩してたのに、手を繫いで歩くんだな？』

　だって手を繫がないと今度こそ本当に破門になっちゃう。

　そんな説明をすると、お兄さんは不思議そうに俺たちを見てから、こう言った。

『ふーん。おまえら結婚しちゃえよ』

『『しないよっ!!』』

　声を揃そろえて抗議した。手を繫いだまま。お兄さんは笑ってた。

　別れ際に俺はおずおずと尋ねた。

『おにいさん……また将棋教えてくれる？』

『もちろんさ！　いつでも棋士室においで』

　お兄さんのおかげで、あの恐ろしい棋士室に入ることを許されるようになった。俺たちに将棋を教えてくれて、世界も広げてくれた大恩人だ。

　優しいその奨励会員の名前が鏡洲かがみず飛ひ馬うま三段だということを知ったのは、寝込んでいた師匠が家に帰ってきてからだった。

　あの大きくて強かったお兄さんを、俺は追い越して。

　そして姉弟子は競争相手として戦わなければいけない。

　今期の三段リーグで上がれなかったら奨励会を退会しなければならない鏡洲さんの存在が、姉弟子を追い詰める原因になっているのだとしたら……。

　あの出会いがなければよかったんだろうか？

　疲れきった頭では、どれだけ考えてもわからない。

「姉弟子」

「なに？」

「風呂入って寝ましょう」
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　総そう檜ひのきの浴槽は、湯気を放つ温泉で満たされていた。

　私は浴衣ゆかたを脱ぐと、温度も確かめず右足の爪先から一気に首まで浸つかる。


「んっ…………！」



　痛みに近い熱さで声が漏れた。先に入った八一は全く水で薄めなかったみたい……あいつは熱いお風呂が好きだから、一緒に入ってた頃はよくお湯の温度で揉めて喧嘩したっけ……。

　──でも、これでいい。

　シャワーは研究部屋で浴びたから、湯に浸かるのは身体を洗うためじゃない。

　悔しさを発散させるためだ。

　負けた時の切り替え方法は人によって様々で、私はお風呂にお湯を張って入り、その湯面を手でバシャバシャ叩くことで発散させることが多い。

　子供の頃、悔しさに任せて壁を殴って右手を怪我けがしてから、叩いても怪我しないものを叩くようになった。

　それにここなら……涙もすぐに洗い流せるから。


「…………悔しい……」



　言葉に出しながら、バシャバシャと湯を叩く。

「悔しいッ！　悔しいッ！」

　バシャバシャ！　バシャバシャバシャッ!!

　額から汗が噴き出る。悔しさが汗と一緒に出ていくかのように、その感情は疲れると少しだけ晴れる。ほんの少しだけ。


　負けた瞬間は────最後の最後で悪手あくしゅを指して三連敗が決まった瞬間は、本当に自分の手を切り落としてやりたくなった。



　血の気が引くというのはああいうことをいうんだろう。右手の震えが止まらなくなって、次の手を指さずに私は投とう了りょうした。

　投了して……最初に気になったのは、周囲の反応だ。

『空そら銀ぎん子こもこれで脱落か』

『あいつ粘れば終盤間違ってくれるわ』

『負けた後は勝手に転んでくれるからボーナスステージだな』

　もちろん現実にそんなことを言われたわけじゃない。

　でも自分だったらそういう判断を下すだろうと考えただけで……悔しさと恥ずかしさで身を引き裂かれるようだった。

　感想戦を拒否して連盟を飛び出し、傘も差さずに雨の中を走って八一のアパートに行き……そして発作的に包丁を摑つかんでいた。

　──あの時は本当に死ぬつもりだった。

　それは噓うそじゃない。今でも敗北の瞬間を思い出すと全身に刃やいばを突き立てたくなる。

　けれどそんな激情は、時が経てば少しずつ薄れていって。


　今は、どちらかというと────




「………………恥ずかしい……！」



　今度はお湯の中で足をバタバタさせる。


　別の意味で……死にたいっ……！



「っていうか八一のやつどこに連れてくつもりなの!?　しかも会長に宿の手配をしてもらうとか、話がどんどん大きくなってるじゃない！　どんな顔して大阪おおさかに帰ればいいのよ!?　一泊ならまだしも二人一緒に何泊もしたらさすがに怪しまれるし……どう言い訳するつもりなの!?」

　口元まで湯に浸かって一気にそう叫ぶ。

　わめき声はお湯の中でぶくぶくと泡に変換された。

　……自分でもわかってる。

　わがままを言って弟おとうと弟子でしを困らせてるというのは。

　以前、八一が防衛戦で名人に連敗して部屋に引きこもったことがあったけど、あの時と今回の私とではぜんぜん違う。

　八一は他の全てと関係を絶って将棋に集中しようとした。

　でも私は将棋から目を逸らし……八一との繫つながりに縋すがった。

　包丁なんて持ち出して、わかりやすく構ってアピール。普及の仕事や弟子の世話や対局の準備で忙しいことをわかってて、それでも家に押しかけて……。


「こんなの…………完全に、厄介やっかいな女になってる……」



　私と将棋のどっちが大事なの!?　みたいな。

　そんな存在にだけは絶対にならないと決めてたのに。

「なりたいものに向かって頑張ってるはずなのに……努力すればするほど、そこから離れていっちゃう……」

　昔はこんなんじゃなかった。

　十五歳で過去の栄光に縋ろうとするなんて本当に自分が情けなくなるけど、昔の私はもっと強かった。八一に負けるなんて思わなかったし、こんなに差を付けられるなんて想像すらしていなかった。

　けど……もっと想像してなかったことがある。


　それは私が、八一のことを、こんなにも────




「…………やっぱりもう一回、洗っておこ……」



　私はお湯から出ると、さっきより丁寧に身を清めてから、脱ぎ捨てた浴衣を再び纏い。

　そして浴衣の帯を少しだけ……ほんの少しだけ緩めて、部屋に戻る。

　八一は爆睡していた。普通に寝てる。


「…………ぐーすか寝ちゃってさ、バカやいち…………しっかり見張ってなきゃダメじゃない。ばか……」



　私だけ変に意識しすぎてドキドキしてるのが腹立たしくて、恥ずかしくて……手を伸ばしてバカの鼻を摘つまむ。


「ふがっ!?　お……ごご…………ご？　…………すかー」




「…………チッ」



　起きる気配なし。

　虚むなしくなって布団から離れると、窓に近寄り、ひんやりとした空気で火照ほてりを冷ます。

　そしてそこから庭を眺めた。

　小さい頃、二人で忍び込んだという庭。


「…………ちゃんと憶えてるよ。当たり前だよ……」



　なら、八一は憶えてるんだろうか？　初めて会った時のことも。

　私は四歳になったばかりで、正直なところ忘れてしまっていることも多い。

　けれど最初に指した将棋のことと……それから、こいつのことをどう思ってたかは、はっきり憶えてる。


　初めて見た時から、私は八一を────
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『なんだか弱そう』

　そいつを初めて見た時に私が抱いた印象は、それだけだった。

　実際に戦ってみるとその印象はむしろ強まった。私の圧勝だったから。そして負けたというのにそいつは嬉うれしそうだった。お化けがどうとか言うし。

『頭も弱いんだな』

　かわいそうだと思った。

　私は身体が弱くて、ずっと「かわいそう」と言われて育ってきた。だから「かわいそう」って言われるのがイヤだった。

　そんな私が「かわいそう」じゃなくなったのは……あるゲームとの出会いがきっかけだった。




　私が初めてそのゲームに触れたのは、二歳の頃らしい。

　らしい……というのは、そんな昔のことはよく憶えてないから。

　けれど誰が教えてくれたかはちゃんと憶えてる。

「銀子ちゃん。今日は新しい遊びをしようか」

　ずっと私の治療をしてくれている、主治医の明石あかし先生。

　生まれつき身体の弱い私は、生まれてからほとんどの時間を病院で過ごしていた。でも寂しくはなかった。明石先生はいつも優しかったし、同じようにずっと病院で過ごしてる子供たちと一緒にいたから。

　私たちは激しい運動を禁止されていた。

　だから一人で本を読むか、誰かとゲームをするか、そのどちらか。

　けれどゲームはすぐに飽きてしまう。最初は楽しいけど、しばらくやってるうちに結局は運に左右されることが私にはわかってしまうからだ。

　そして一人で本を読むことが増えた頃、明石先生がそのゲームを持って来てくれた。

「これはね。『将棋』っていうゲームなんだ」

「しょうぎ」

「そうだよ。二人でするゲーム。だから僕とやろう」

　白衣のポケットから取り出したマグネット式の携帯将棋盤をベッドの上に広げると、明石先生は小さな駒こまの役割を一つずつ説明してくれた。

「これは王様。これを取られたら負けなんだ。この駒は飛車で、こっちは角。それからこれは金、それでこれが──」

「ぎん？」

「おっ！　よくわかったね。さすが銀子ちゃん」

　私はいっぺんに将棋が好きになった。

　だって自分の名前が付いてるゲームなんて他になかったから。




　明石先生はどうやら随分と将棋が好きだったようで、病院中の人たちに勧めていた。そのせいもあって院内は将棋ブームに湧わいており、私と同じ「かわいそう」な子の中には、私よりも強い子がゴロゴロいた。

　私は将棋に熱中した。ルールは単純なのに、どれだけ考えてもわからない。運もほとんど関係ない。こんなゲームは初めてだ。

「ママ。しょーぎの本をかってきて」

　母は本屋で一番売れているという、寝癖のついたメガネの男の人が表紙の本を買って来てくれた。

　私にはまだ難し過ぎたけど、それを見た明石先生は妙に懐かしそうに、

「おっ！　銀子ちゃん、いい本を読んでるね。これは神様の書いた本だよ」

「かみさま？」

「そう。僕ら将棋を指す者にとって、この人は神様なんだ」

　明石先生は忙しくてなかなか指せなかったけど、指せばいつも勝たせてくれたし、新しい戦法を教えてくれた。

「ふり……びしゃ？」

「そう。飛車を横に振るから振ふり飛車びしゃ」

　飛車を横に動かしながら、明石先生は楽しそうに言う。

「先生の親友はね、この振り飛車がすごく得意なんだ。そりゃあ華か麗れいな捌さばきでね。斬られてるのがわからないくらい鮮やかで……」

「さばき？」

「どう説明したらいいのか……まるで魔法みたいに、あっというまに勝っちゃうんだよ。僕じゃあとても真似まねできないけど、ちょっとやってみようか」

　いつもと違う指し方をした明石先生に、私は初めて負かされた。

　そしてその日から振り飛車が大嫌いになった。




　将棋を憶えてから二年。

　私は病院で一番強くなっていた。

　自分が強くなったのもあったけど……私よりも強かった「かわいそう」な子供たちがみんな病院からいなくなってしまったから。

　それでも私は退屈しなかった。相手はインターネットでいくらでも見つかる。

　そんなある日、病院に一人の男の人がやって来た。

「ほぅ……この子が？」

「はい先生。もともとズバ抜けて知能が高いんですが、将棋に関しては間違いなく天才だと思います。おそらく現在の女流のレベルはすぐに超えるかと」

　明石先生が「先生」と呼んだのが、後に私の師匠となる人だった。

　けど正直、冴さえないおっさんにしか見えなかった。

「銀子ちゃん。この人はとっても偉い将棋の先生なんだ。僕よりずっと強いんだよ？」

「いやぁ明石くん。わし、きみとやってた研究会で負け越しやったで」

「それは先生がまだ四段か五段の頃の話じゃないですか。Ａ級棋士には敵かなわないですよ」

「一期で落ちてもぉたがな……」

　冴えないおっさんは悲しそうな顔をした。すごく冴えない。弱そうだ。

「どうする？　六枚落ちくらいで指すか？」

「いえ。飛車落ちでお願いします」

「飛車ぁ!?　そら、いくら何でも手て合あい違ちがいとちゃうか？　まだ四歳やろ？」

「大丈夫です。本気で指してあげてください」

　冴えないおっさんは渋々しぶしぶといった感じで、自分の陣地から飛車をひょいっと取ってしまった。

「よっしゃ。そんなら銀子ちゃん、わしの先手な？」

　えっ？　これで始めるの？

　それまで私は駒を落とした対局をしたことがなかった。明石先生はいつも平ひら手てで教えてくれたし、ネットの対局も平手だけだから、私は自分が大人にだって勝てるものだと信じて疑わなかった。

　けれど結果は私の負け。ボロ負けだ。


「…………し、信じられん……」



　勝ったというのに冴えないおっさんは喜んでなかった。というか、何だかすごくビックリしてた。

「この子、ずっと病院におるんやろ？　明石くんが教えたとはいえ、その状況でここまで強くなるとは……」

「才能があるんだと思います。特別な才能が。しかも将棋を教えたことで検査結果も良くなっているんです。こんなこと普通ならあり得ません。将棋がこの子を強くしてくれてるとしか思えない」

「うむ……普通の子供とは気迫が違う。一局にかける集中力が桁けた違ちがいや。わし、負けてやるつもりやったのに、つい本気で指してもぉた……」

　先生たちは興奮した様子で何か言ってたけど、私は悔しくてそれどころじゃない。

　負けたことが信じられなかった。納得できなかった。




　だから私は初めて病院を抜け出した。




　たまに親と家に帰ることがあったから、外に出るのは初めてじゃない。でもその日はいっぱい初めてを経験した。

　初めて外を一人で歩き、初めて切符を買って電車に乗り、初めて人に道を尋たずね、冴えないおっさん──清滝きよたき鋼介こうすけ八段が経営している野田のだ将棋センターに自力で辿たどり着いた。

　一人で入って来た私を見て、師匠は顎あごが外れそうなほど驚いた。

「ぎ、銀子ちゃん!?　どうしてここに!?」

「ネットでしらべた。あと、人にきいた」

「いやそうではなく……明石くんが連れて来たんか？　え!?　ホンマに一人で来たんか!?」

「ふくしゅうにきた」

「復習？」

「将棋。こんどは勝つ」

「あっ！　もしかして……この前の復ふく讐しゅうに来たんか!?　何ちゅう執念や……」

　大騒ぎになった。

　病院から救急車に乗って明石先生や看護師さんがやって来た時、私は椅子いすの上に立て膝になった状態で師匠と将棋を指していたらしい。対局に集中してたから、そのへんのどうでもいいことは憶えてない。でも棋譜きふは憶えてる。

　もう二度と勝手に病院を抜け出しちゃいけないと怒られたけど、私は構わず抜け出した。

　だって怒られるより、将棋に負けたままの方がイヤだったから。




　その後、親と明石先生と師匠とで話し合いが持たれたらしい。

「銀子ちゃん。退院できることになったよ」

「おうちにいくの？」

　明石先生にそう言われても、あんまり嬉しくなかった。

　家は退屈だから。

　それに親は私を見るといつも「かわいそう」とか「ごめんね」と言って悲しそうな顔をするから……。

「おうちはイヤ。ここがいい」

「ううん。そうじゃない。これからは銀子ちゃんが大好きな場所で暮らすんだよ。いくらでも将棋が指せる、あの家で」

　あそこ？　だったら行く！　私の復讐はまだ終わってない。

　こうして私も他の子供たちと同じように病院を出た。明石先生は、いつも持ち歩いてたマグネット式の携帯将棋盤をプレゼントしてくれた。

　もう誰も私を「かわいそう」と呼ばなくなった。




　そしてその二週間後に、そいつがやって来たのだ。

「銀子。この子がおまえの弟弟子になる九く頭ず竜りゅう八一くんや」

　弟？

「将棋の世界では弟子入りが早い方が上や。年齢としは関係ない。二週間だけやが銀子のが先にこの家に来たから、銀子が姉で八一が弟や」

　師匠にそう説明されても、私は納得できなかった。そもそもいつ私があんたの弟子になったの？　敵でしょ？

　そして急に現れた『弟』は、すごい山奥から出てきたらしい。

「このお米は、おじいちゃんが近所の山で作ってるんだ！」

「山？　……山でお米を作るの？」

「そうだよ桂けい香かさん。ぼくの家は周りが山ばっかだから……なんて言ったかな？　ナントカっていう田んぼで作ってるんだけど……」

　初めて四人でご飯を食べたとき、そいつが家から持って来たというお米を炊たいた。師匠がお金を受け取らないから、そいつの家からはよく食べ物が送られてきて……その中でも、最初に口にしたこのお米の味は格別だった。

　ところで、病院の外で食べるご飯はどれもめちゃめちゃ美味おいしかった。

　病院の食事は味が薄い。私は好きなだけソースをかけられるのが嬉しくて、桂香さんに嫌がられた……でもごめん、あれだけは今もやめられない。

「お父さんはサラリーマンだし兄ちゃんは『農家やりたくねー！』っていつも言ってるから、おじいちゃんはぼくをプロ棋士か農家にしたがってるんだ。プロになれなかったら帰って農家をやれって」

「それやったらプロ棋士と農家を両方やったらええ。田植えの時期は順位戦もなくて割と暇ひまやし、稲いね刈かりの時期は……そういえば桂香はまだ進路が決まっとらんかったな。高校卒業したら手伝ってやったらどうや？」

「そうねぇ。こんなに美味しいお米が毎日食べられるなら、八一くんのお嫁よめさんになるのもいいわね」

　優しい桂香さんは師匠のバカ話に調子を合わせて、

「八一くん。大きくなったら私と結婚してくれる？」

「うん!!　ぼく桂香さんとケッコンしたい！　あのね!?　あのね!?　おじいちゃんの田んぼはお米が美味しいだけじゃないんだ！　もっとすごいのは──」

　口に入れた米粒を飛ばしながら、そいつは桂香さんの言った冗談を本気にして大喜びしている。何だかイラッとした。

「おじいちゃん、いつも言ってるんだ。『この田んぼでぷろぽーずしたら成功率一〇〇パーセントや』って！　だからぼく、おじいちゃんの田んぼで桂香さんにぷろぽーずして、お嫁さんになってもらう！」

　は？　田んぼでプロポーズ？

　そんなの成功するわけないし。むしろ頓とん死しするでしょ。

『こいつ……バカだ。弱いしバカだ』

　何日か一緒に暮らして、確信した。

　桂香さんのおっぱいを見る時だけは真剣になるけど、他は何だかぽややんとしてる。たまに洟はなも垂たれてるし。

　それに私よりも二歳も年上なのに本が読めない。だから本に書いてある戦法を試すと、簡単に技が決まってコロッと倒せてしまう。

　負けたら悔しがるかと思いきや、むしろケロッとした表情ですぐに駒を並べ直す。負けても負けても私が疲れ果てるまで将棋を指し続ける。バカはしつこい。

　私はバカが大嫌いだ。しつこいのも嫌いだ。

　悔しいけど、私は普通の人よりも身体が弱いらしい。だから自由に使える時間も体力も普通より少なくて、大切にしなくちゃいけない。

　本来ならバカに付き合ってる時間はないのだ。

　でも不思議なことに……そいつと一緒にいるのは、不愉快じゃなかった。

　私にとって初めてできた『下』だったからかもしれない。

　自分より将棋が弱く、立場も低い存在。自分よりも弱い者。自分より「かわいそう」な子。

　だからこう思った。

『私が鍛えて、守ってやらなくちゃ！』

　そしてそれは……意外にも、楽しかったのだ。
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　弟子入りから二年間は私の体力が足りないこともあって、ほとんどの時間を師匠の家で過ごしていた。

　最初の頃は師匠に連れられて病院へ検査に行ったり、明石先生が将棋を指しがてら私を看みに師匠の家に来たりしていたけど、次第にその回数も減っていった。

　桂香さんと私が仲良くなってからは家の中も一気に明るくなり、研修会に入って私の妹弟子になった桂香さんも交えてみんなで将棋を指すようにもなった。

　いま思えばあの頃が最も平和な時代だった。

　四人で完結した世界は居心地が良くて……ずっと続くと思ってた。




　その世界に踏み込んでくる連中が急激に増えたのは、八一が三年生で小学生名人になってからだ。

　もうすぐ弟子入りから三年。

　この年の奨励会入りを目指していた八一にとって、小学生名人を獲とるのは奨励会受験に有利になる。だから私も気合いを入れて特訓を施ほどこしてやった。

　そしたら初出場で優勝してしまった。

　とはいえ私にとって八一は相変わらず未熟な弟のまま。準決勝からは東京とうきょうのテレビスタジオで対局するから私は後から棋譜や映像を見ただけだったけど、あんな将棋なら家で私と指してる方が数段レベルが高い。

　けれど世間が八一を見る目は驚くほど変わった。

『大阪に天才将棋少年現る！』

『将来の名人！　九頭竜八一くん』

『史上初・八歳の小学生名人誕生！　中学生棋士目指して修行中！』

　ニュースや新聞でそんな風に報じられ、小学校でも全校集会で表彰された。それまで「年下の銀子ちゃんの尻に敷かれてる残念な子」というご町内の評価も「実は天才だった」になり、私よりチヤホヤされるようになった。

　そして何より変わったのは……八一本人だ。

　調子に乗り始めたのである。

「銀子ちゃん銀子ちゃん！　ぼくサイン考えたから最初の一枚は銀子ちゃんにあげるね？」

「は？　いらないし」

「ええ～？　ホントにいいのぉ？　価値が出てから欲しくなってもあげないよ～？」

　ぶちころすぞ？

　その中でも一番腹が立つ出来事が起こったのは、奨励会受験を直前に控えた……翌日から夏休みに入ろうかという、暑い日のことである。




　小学校から棋士室に直行した私を見て、飛ひ馬うまお兄ちゃん──鏡洲かがみず三段は目を見開いた。

「うわぁ。銀子ちゃん、その植木鉢は何だい？」

「あさがお」

「学校で育ててたの？　そっか、今日は終業式か……奨励会に長くいると季節の感覚が薄れてくるからなぁ」

　自分の身長より長く伸びた朝顔をランドセルと一緒に棋士室の隅に置くと、さっそく鏡洲さんと十秒将棋を始める。

　休みがちではあったけど、私はそれなりに楽しく小学校に通っていた。

　学校は八一と同じだから朝は手を繫いで登校して、休み時間には将棋。苗字みょうじの違う私たちが一緒に住んでると知って周りは噂うわさしてるみたいだけど気にしない。

　ただ下校時間は違うから、私は先に一人で連盟に来て、棋士室で奨励会員を相手に十秒将棋を指すのが日課。

　そして八一や桂香さんが連盟に来たら下の道場で将棋を指して、みんなで一緒に家に帰る。

　この日もそうするはずだった……の、だけど。


「………………おそい」



　終業式だから早く終わるはずなのに、八一はぜんぜん来ない。

「もしかしたら二階の道場で誰かと指してるんじゃないかな？　ほら、あいつ小学生名人になって有名になったからさ。この前も遠くから八一と将棋指しに来た子がいたし……そういえば夏休みには友達が来るとか言ってたな」

「……聞いてないんだけど？」

「ん!?　そ、そっか……銀子ちゃんを驚かそうとしてたのかな？」

　適当なことを言って誤魔化ごまかそうとする鏡洲さんの様子に不審なものを感じた私は、対局を切り上げて二階へ降りた。

　道場の中を探すと……いた。

　赤毛と黒髪の女に挟まれてデレデレしてるバカが。

「ヘッ！　さすがオレが認めたヤツだな……相変わらず変態みてーな受け将棋だゼ！　どんな教育受けたらこんなわけわかんねー手を捻ひねり出せんだよ？」

　赤毛は男子がよくやってるみたいに、八一の首に腕を回して「うりうり♪」とか言いながらジャレついている。

　口調も胸囲も男の子みたいだったけどよく見たら女だったし、もっとよく見たら微かすかに顔も赤い。髪が赤いから目立たないけど、ほっぺたや首筋が赤くなってる。何なのあれ？　将棋に集中しなさいよ。

　そしてもう一人はもっと露骨だった。

「やっぱし八一くんの将棋って、かっこええわぁ♡　こなた、八一くんの将棋を見るの大好きどすー♡♡♡」

　黒髪の女はそんなことを言いながら、必要以上に八一にぺたぺた触っている。将棋を指してるなら駒に触ればいいのにどうして指してる人に触る必要があるのか全く理解できない。不純。不潔。不愉快。

　そんな二人に挟まれていた八一は、女子にチヤホヤされるという状況に慣れていないから動揺したのか、唐突に席を立った。

「お、おれ……ちょっとトイレ行って来る！」

　チキン野郎め。緊張するなら最初から女遊びなんてするな。

　しかもいつの間にか一人称が『おれ』になってる。色気づきよって……。

　道場を出たところで捕まえて問い糾ただした。

「八一」

「あ、銀子ちゃん。いつ来たの？」

「なに？　あいつら」

「しょ、小学生名人戦で東京に行った時、友達になったんだよ……」

「真面目まじめに対局してたと思ったら東京で女をナンパしてたの？　ぶちころすぞわれ？」

「そんなんじゃないってば！　黒髪の供御飯くぐい万智まちちゃんは京都きょうとの子で、赤毛の月つき夜よ見み坂ざか燎りょうくん……じゃなかった、燎ちゃんは、東京からわざわざ来てくれたんだ。あっちの学校はもう夏休みに入ってるから燎ちゃんは万智ちゃんの家に泊まって関西の道場をいろいろ回るんだって。一緒に行かないかって誘われてるんだけど──」

「もうすぐ奨励会受験があるのに女と遊ぶの？　余裕ね」

「あ、遊びじゃないよ！　わざわざ会いに来てくれたし……それに二人とも将棋強いから勉強になるし！　銀子ちゃんも指してもらったら？」

「は？　必要ないし」

　ノータイムでお断りした。

「そんなことより。女と遊んでる暇なんてあるの？」

「燎ちゃんのことは、女の子だって思ってなかったもん……前はズボンはいてたし……」


「…………」



　ごにょごにょと言い訳を繰り返す八一。私はショックだった。

　──こんな口答えをするような弟じゃなかったのに……。

　どうやらあの女狐めぎつねどもに誑たぶらかされて、悪い子になってしまったようだ。だとしたら姉として正しい道に戻してやる必要がある。さてどうしてやろう？

　私は一計を案じた。

「そういえば家で桂香さんが呼んでたよ。八一にすごく大切な話があるって。告白かも……」

「え!?　ホントに!?」

「あの子たちにはわたしから言っておいてあげるから、早く帰ったら？」

「うん！　ありがと銀子ちゃん！」

　バカは去った。

　そして私は八一と入れ替わりに道場へ入って、仕上げに掛かる。

「ねえ。将棋指そ？」

　赤毛と黒髪の対面に座りながら、私は単刀たんとう直ちょく入にゅうに要求を口にした。

「それでわたしが勝ったら二度と道場ここに来るな」

「あーん？」

　行儀悪く机の上に座っていた赤毛は私をジロジロ見ながら、黒髪に尋ねた。

「おい万智よ。ナンだこのチビ？　つーかこの髪、何よ？　カツラ？　コスプレ？」

「空銀子ちゃん……どすな？」

　黒髪は私のことを知ってたようで、ニヤニヤしつつも目が本気になった。

　赤毛が私と黒髪のことを交互に見ながら、さらに尋ねる。

「知り合いか？」

「連盟道場ここも含めて、何回か関西の道場で見かけたことは。幸か不幸か対局したことはおざりませぬが……ちなみに清滝先生の内弟子で、八一くんの姉あね弟子でしに当たるとか」

「ふーん。でもこいつ、超ガキじゃね？」

　威い嚇かくするように私の顔を覗のぞき込みながら、赤毛は言った。

「おう。オメー何年よ？　幼稚園児か？」

「一年生」

「ブハッ！　一年？　なのに八一の姉弟子？　ひゃははははははは意味わかんねー！　アイツやっぱおもしれーわー」

　赤毛はゲラゲラ下品に笑いながら『アイツ』とか『八一』とか気安く呼んで、自分がさも八一にとって特別な存在であるかのように振る舞う。

　そのことが酷ひどく腹立たしかった。

　──殺してやろう。

　そう決めた。心の中の『絶対に許さないリスト』に月夜見坂燎という名前が書き込まれたのはこの瞬間で、それは今も残ってる。多分、どっちかが死ぬまで。ちなみに最初に書いた『清滝鋼介』の名前も残ってたりする。

「この子、かわいそうに身体が弱いらしくてなぁ」

　憐あわれみを含んだ目で私を見ながら黒髪が言った。

　自分が禁きん句くを口にしたことも知らず。

「そもそも大会に出て来ることがほとんどないし、仮に大会に出て優勝しても、上の大会への出場権は準優勝の子に譲ったげるのが定跡じょうせきなんどす」

「それで無名なわけか。ふーん……」

「噂どすが、三階うえの棋士室で奨励会のお兄様方と互角以上に将棋を指しておざるとか？」

「うわさじゃない。ぜんぶ本当」

　否定する必要もないのでそう教えてやると、

「ハッ！　ンなハッタリかましたり病弱アピールで同情引こうたって、そうはいかねーぜ？」

　赤毛は鼻で笑い飛ばした。

「こちとら関西に出て来た貴重な機会なんだ。自分より強つぇー相手といっぱい指したいワケ。一年坊の相手なんかしてられっかよ」

「もう一つ……噂がおざります」

「あ？　ナンだよ万智？」

「『ｇ＠ｙｂ』」

「っ！　それって……」

「『将棋倶楽部24』の、早指しが超強いいうアカウントどす。ありえへん反射神経とプロ顔負けの序盤で、アマ強豪や奨励会員を薙なぎ倒す……あの名人のアカウントかいう噂もあるほどの棋力どすが、チャットもやらず終局したら即切りどすし、活動時間に偏かたよりがあるんで『子供かも？』いう噂がずっとおざりますなぁ」

「それが……こいつだってーの？」

　これまでとは全く違う、妖怪ようかいか何かを見るような目でこっちを見る赤毛。

「……確証なんてねーだろ？」

「キーボードの入力方法な。カナ入力にして『ｇ＠ｙｂ』て押すと、どんな文字が出る思う？」

　無言で先を促す赤毛に、黒髪は答えを告げる。

「『ぎんこ』。どす」


「……………………」



　しばしの沈黙。

　そして椅子を引いて盤の前にちゃんと座ると、赤毛は私に言った。
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「いいぜ。どっちと先にヤる？」

「あなたたち八一より弱いんでしょ？」

　私は両手を伸ばし、二つの盤の上に置いてある駒箱を同時にひっくり返すと、盤上に散った駒から二枚の王将を摘みながら言う。

「だったら同時でいい。特別に平手で指してあげる」


「…………オレと万智を相手に、指導対局しようってか……？　小学生名人戦で入賞したオレたちに……研修会を抜けて女流棋士になろうってオレに、小一の小娘こむすめが……？」



「そうよ。あっ、先手もあげるわ」

「ガキが。調子くれてっと……潰つぶすぞ？」

　ギザギザした歯を剝むいて威嚇する赤毛に、私はこう答えた。

「ぶちころすぞわれ」

　戦いが始まった。

　右の盤には、火を噴くように攻め立てる月夜見坂燎。

　左の盤には、四学年も下の相手に対してすら慎重に駒組みを開始する供御飯万智。

　──厄介なのは黒髪の方ね。だったら……。

　多面指しのコツは、矛盾するようだけど多面指ししないこと。
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　要するに各個撃破だ。

　同時進行で考えるとどうしても読みが浅くなるし、複数の盤面が視覚にこびりついてミスも多くなる。

　そこで受け将棋の黒髪に対しては『矢倉九一手組』と呼ばれる超長手数ちょうてすうの定跡に誘導した。

　定跡通りに指せばいいなら目を瞑つむっても指せる。途中で変化される可能性もあるけど、そこまでは時間が稼げるという計算だ。

　そして攻め将棋の赤毛には、さっきまで三階でやってた早指しを挑む。

「ハッ！　この月夜見坂燎サマを相手にノータイムたぁいい度胸じゃねーか!!」

　案の定、ノータイム指しで挑発したら簡単に乗って来た。

　けど奨励会員との十秒将棋で目が慣れてる私にとって、小学生の攻め一辺倒な早指しなんか穴だらけだ。

　途中から受けに回って完全に攻めを切らした。楽勝。

「まずは一人」

「グガッ……!!　こ、このオレが……小一のガキに完切れだと……!?」

　赤毛は目の前の盤面が信じられないとでも言うように大きく目を見開くと、

「い……今のはガキだと思って油断したからだし！　オレはもうすぐ女流棋士になっからアマチュアのクソチビ女との将棋で本気なんか出さねーし！　ぜ、ぜんぜん本気なんて出してねーしクズのバカなんて別に興味ねーしこんなボロくてキッタネー関西将棋会館になんて頼まれたって二度と来るかバーカバーカバーカッ！」

　涙と鼻水で顔をぐじゅぐじゅにしながら盤面をグジャグジャに崩し、おまけに摑んだ駒を盤に叩きつけて、赤毛は道場を飛び出して行く。勝った。

「……やれやれどすな。関西で対局が付いたら不戦敗にするつもりなん？」

　そんな赤毛を見送りながら、黒髪は苦笑していた。

　別に約束を守らせるつもりもない。

　ああやって痛めつけておけば、野良犬だってしばらくは怖がって寄り付かない。それと同じことをしただけ。

「次はあなたの番。望み通りに、じっくり全力で潰してあげる」

　私は椅子を少しズラして黒髪と真正面から向き合う。

「相あい矢や倉ぐらの定跡は互いの同意があって初めて組み合うことができる。つまりあなた、わたしと一対一で戦いたかったんでしょ？」

「九一手組は先手が有利どすからなぁ。拒否する理由がおざりませぬ」

　声も、表情も、指し手からも、本心がどこにあるのかわからない。

　こいつの声を聞いてると幻惑げんわくされる……開戦に向けて、私は指先以外の感覚を閉ざした。

　だけど完璧に閉ざし切る寸前、黒髪はこっちの心に滑り込む。

「開戦の前に一つだけお願いしてもええ？」

「……なに？」

「こなたは研修会でどうしても関西将棋会館に通う必要がおざります。せやから負けた時の条件を変えて欲しいんどす」

「だめ。今さら」

「そこを何とか。せや！　いま思いつかぬのなら、対局後に考えるというのでもええよ？」

　後出しジャンケンを受け容いれる、ということだ。

　悪くないと思った。それが罠わなだった。


「…………それなら」



「決まりどすな。では──」

　爆はぜるような駒音が、戦いの合図。

　黒髪は矢倉九一手組定跡の最後の一手で微妙な変化を見せる。

「ッ!?　ここで変化を……!?」

　黒髪が言った通り、九一手組は先手有利が定説ていせつだ。その定説はやがてソフトの発展によって覆くつがえされることになるけど……この時点で人類はまだそれを知らない。

　動揺した私は手拍子てびょうしで指してしまう。

　──しまった！　勝った後の条件を考えることに気を取られて、ミスを……。

　対局中に勝負が終わった後のことを考えてるようでは勝てない。

　自分の甘さを悔いても、あとの祭りだ。

「くふふ」

　自ら善悪不明の手を指すことによって相手のミスを誘発するという勝負術を披露した黒髪は、一転して堅実な手を積み重ね始める。


　──重い……っ！



　供御飯万智の駒音は高く、重い。

　一手一手に気持ちのこもった指し手が連続して繰り出される。

　気合い。気迫。

　いや……これは『気』なんて軽いものじゃない。

　これは『念』だ。

　執念。怨念おんねん。情念。飄々ひょうひょうとした態度とは裏腹に、供御飯万智の将棋には正体不明の怖さがあった。それは私が対局中に初めて感じた恐怖だった。

　そして恐怖が指し手を萎縮いしゅくさせるということも、初めて知った。

　──手が伸びない！　どうして……!?

　まるでゆっくりと首を絞められるかのような恐怖を感じた私が顔を上げると……こっちを睨にらみつけながら、黒髪はボソリと言った。

「嬲なぶり殺ごろしたる」

　ぞろりとした黒髪で雁がん字じ搦がらめにするかのように、供御飯万智はゆっくりと私の玉ぎょくを追い詰めていく。

　──普通に指してても圧殺される……だったらッ!!

　私は普通に指すのをやめた。

　封印していた盤外戦術を解放し、視線や手つきで黒髪を幻惑する。

　着手のタイミングをコントロールすることで相手の呼吸を乱し、脳が必要とする酸素を不足させる。最終盤にやられると奨励会有段者でもパニックになる秘技ひぎだ。


「くふぅッ……！　はっ……はぁはぁ！　い、息が……ッ!?」



　喘あえぐ黒髪。

　同時に私は盤上に罠を仕掛けていた。一手いって頓とん死しの罠を。

　──頓死しろッッッ!!

　そう念じて、タダで取られる場所に大駒を打ち込む。

　取れば頓死。

　取らなければ相手の勝ちだ。

　私の力を信用していなければ取るだろう。将棋というより、これはもう心理ゲーム。これまでの言動から相手の性格を推測し、私はこの罠を仕掛けた。

　そして黒髪は頓死した。

　大駒を摘み上げた瞬間その罠に気付いた黒髪の手は、駒を落としそうになるほど震える。


「ッ!!　………………すぅ──────……」



　天を仰いで深呼吸すると、私が着手した音を聞いただけで、そのまま盤に触れるほど頭を下げて投了した。

「残念。ありませぬ」

　……いま思い返しても、私はこいつを一番危険視してきたし、嫌いだ。


　お嬢様で、社交的で、賢くて弁が立って、健康で教養もあって胸も大きくて誰からも愛されて…………胸も大きい。巨乳の女は桂香さんを残してみんな頓死すればいい……しね……ぜつめつしろ……。



「銀子ちゃんはべらぼぉに強ぅおざりますなぁ！　こなたやお燎では一生かかっても歯が立たぬやもしれぬ。もしかしたら、奨励会に入ったあの岳滅鬼がくめき翼つばささんより現時点でもう強いとすら思えまするな」

　汗で額にべったりと貼り付いた黒髪を左手で整えながら、供御飯万智はもういつもの笑顔を取り戻していた。

　頓死で負けた直後に相手を褒ほめるそんな態度が、私には信じられなかった。

「あなた……悔しくないの？」

「こなた、観戦記者志望なのどす！　いずれ銀子ちゃんの記事も書かせておくれやし♪」


「きしゃ……？」



　研修会に入って修業するような人間が、将棋に関する仕事とはいえ棋士以外のものを目指すということが意外だった。

「銀子ちゃんは？　研修会にも奨励会にも入らんと、将来は何になるん？」

「わたし？」

　不意を突かれた思いだった。

　そういえば、私は何になるんだろう？

　ずっと今の状態が続くんだとばかり思ってた。続いて欲しいと思ってる。


「わたしは………………強くなりたい」



　結局、そう答えた。

「女も男も関係ない。わたしは年上にも年下にも絶対に負けない。八一が小学生名人なら、わたしは八一より強いから世界中の小学生の誰よりも強いもん」

「それはどうかなぁ？　こなたは銀子ちゃんより強い小学生を少なくとも一人、知っておざりますが」

「だれ？」

「九頭竜八一」

「は？　わたしは八一より強いって、さっきから言って──」

「序盤だけはな。けど中終盤の力強さは、八一くんの方が遙はるかに上どす」


「ッ……！」



　封印していた盤外戦術に逃げた後ろめたさが、黒髪の言葉に反論する理屈を私から奪っていた。

「こなたは銀子ちゃんとタイプが似ておるから、よぉーくわかるのどす。序盤の知識を詰め込んだ将棋いうのは、百メートル走で自分だけ五十メートルの地点からスタートするようなものや。勝てるかもしれんけど、それでは強くなりませぬ」


「…………」



「逆に八一くんは百五十メートルの地点からスタートして、おまけに走り方も独特。伸のび代しろの塊どす。矢倉九一手組みたいに研究全盛の現代将棋では力を発揮しきれぬやもしれぬ。けれどもし新しい時代の将棋が生まれるのであれば、それはきっと八一くんみたいな天才が創り出すのや。そんな八一くんの将棋を、ずぅっと追いかけるのが、こなたの夢──」

「……ねえ」

「ん？　なんどす？」

　気持ちよさそうにベラベラ喋しゃべり続ける不愉快な女に向かって、私は求めた。敗北の代償を。

「二度と『八一』って呼ぶな」
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　それからというもの、月夜見坂燎と供御飯万智は私たちの世界にちょこちょこと介入してくるようになった。

　特に万智さんは研修会で桂香さんと一年間くらい被かぶってたから（万智さんがあっという間に女流棋士になって研修会を卒業した）研究会を一緒にやってたらしく、師匠の道場で見かけることもあった……母屋おもやには絶対に入ってはこなかったけど。

　他にも小学生名人の肩書きに釣られて八一に寄ってきた女は意外と多かったけどあいつはアホなので「桂香さんが呼んでる」と言えば必ず騙だまされた。

　それから私はゆっくりと女の子たちを『説得』した。言葉ではなく、将棋で。

　八一は修業に集中すべき大事な時期で、おまえらみたいなのと遊んでる場合じゃないと……弟弟子の修業の環境を整えてあげるのも、姉弟子の仕事だもん。

　けど、そんな連中は大して問題じゃなかった。

　私にとって大きな、そしてそれまでの環境との決別を決意させるに至る圧倒的な存在は、別にあった。

　異星人の存在である。




　清滝家に初めてその星の住人が襲来したのは、八一が奨励会に入って二ヶ月くらいが経過した、秋頃のことだったと思う。

「よぉ来てくれた！　ささっ、中に入ってくれ！」

「いえ、ここで結構です。一度腰を下ろしてしまうと逆に疲れるのでね」

　玄関先で師匠が迎えたその女性は、私が今まで見た中で最も華やかな装いをした棋士だった。

　釈迦堂しゃかんど里奈りな女流四冠。

　新たに創設された女王戦以外の全冠を保持する女流棋界の絶対王者は、女流玉将じょりゅうぎょくしょう防衛戦のため九州に向かう途中、わざわざ大阪に立ち寄ったのだった。

　一人の少年を伴って。

「あの里奈ちゃんが弟子を取るとはなぁ」

「鋼介さんこそ。内弟子を一度に二人も取った話は衝撃的でした。関東ではすっかり変人扱いですよ？」

「変人扱いはもともとやろ？」

「ふふ。違いない……」

　三人の様子を、私だけが階段の上から盗み見ていた。桂香さんと八一は買い物にでも行ってたんだと思う。
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「しかしいきなり男の子を弟子にするとは思い切ったなぁ。関西なら『オモロいやん！』で済む話でも、関東の石頭連中が相手では苦労したんと違うか？」

「師の遺言でね。足柄あしがら一門から名人を出したいというのが……しかし血統を残せる者は余よしかいない。なけなしの政治力を使って、女流棋士が男の弟子を取った。強引に制度を変えさせてまで」

「晩年の足柄先生は、有望そうな子と見れば手当たり次第に弟子にしとったもんなぁ……けど結局、男は誰もプロになれんかった。焦あせる余り、育てる気持ちを失っておられたんや。そのせいで何人もの有望な才能が摘まれた……」

「優しい先生でした。脚の不自由な余を『通いの弟子では苦労するから』と内弟子にしてくれて、実の娘たちと一緒に育ててくれて。その恩を返す方法が、余には一つしか思い浮かばなかっただけです」

「里奈ちゃんのような立派な棋士がおればそれで十分やないか！　どうしてそこまで名人にこだわる？」

「仕方がないさ。あの世代の棋士にとって名人位は自分以外の人生すらも懸けるほどの価値がある。自分が取れねば弟子に、弟子が取れねば孫弟子に。死してなお生者せいじゃを縛るその妄執もうしゅうがあったればこそ、将棋界に師弟してい制度というものが残ったのだから」

「それはそうかもしれんが……」

「ま、そんなわけで旗揚げはしたものの余の一門は関東では孤立しています。経緯が経緯なだけに、この子に兄弟弟子を取ってやるのも難しいでしょう……仲良くしていただけると嬉しいな」

「もちろんや！　うちの八一にとっても、東西は違えど同期入会の競争相手はええ刺激になる。いつでも稽古けいこに来てくれて構わんよ」

　師匠はドンと胸を叩きながら、奨励会員らしき少年に微笑ほほえみかける。

　玄関先に杖つえを突いて立つ釈迦堂さんを守ろうとするかのように背筋を伸ばして寄り添うその少年は、大人たちの話を黙って聞いていた。

　──まるで絵本にでてくる女王さまと騎士みたい。

　昔からそんなイメージを抱かせる師弟だった。衣装や振る舞いではなく、二人の心の形がそうなってるんだろう。

「さて。そろそろ出ないと検分けんぶんに遅れるな」

「そうや里奈ちゃん！　娘に……桂香に会っていってくれんか？　小さい頃に一度だけ、指導対局をしてもらったことがある。憶えてくれとるか？」

「もちろん。まだ将棋を？」

「一度やめて、また始めたんや。高校を卒業してから関西研修会に入った。女流棋士を目指す言うてな。せやから里奈ちゃんにまた一局でも教えてもらえたら、あの子にとって励みになると思うんやが」

「……やめておきましょう」

「里奈ちゃん……確かに娘は軽い気持ちで女流棋士を目指す言うたのかもしれんが、修業はしっかりやって──」

「いえ。そうではないのです」

　釈迦堂さんは首を横に振ると、真意を説明する。

「また一つ、新しい女流棋戦が創設されます。その『女流玉座じょりゅうぎょくざ戦』も、女王戦と同じように女性奨励会員も参加できるタイトル戦になる予定です」

「奨励会員も……」

「余はタイトル保持者ホルダーとして、女流棋界の発展と女性への将棋普及に尽くしてきました。しかし同時に、現状のままでは余を超える存在は生まれないと感じ始めているのです……史上初の女性プロ棋士は」

　その言葉を私が耳にした、それはきっと初めての経験だった。

「女性……の、プロ棋士……？」

　私は自分でも気付かないうちに、その言葉を口の中で繰り返していた。

　女性でも奨励会に入ることができるのは知ってた。けどまだ誰もプロにはなってない。だから女性でもプロ棋士になれるというのは、不思議だけど、全く思いつかなかった。

　そして将棋界も現実的ではないという理由で、女性プロ棋士という存在に目を向けることはなかった。まだ奨励会を抜けるような才能がいないという理由で。


　ただ一人────釈迦堂里奈を除いては。



「余に憧あこがれて女流棋士になろうとする子がいるのに、余は女流棋士という制度を不要だと思っている……その矛盾に、余自身が耐えられないだけなのです」


「…………」



　師匠はもうそれ以上、何も言うことはできなかった。




「まあかわいい！　お名前はなんていうの？」

　買い物から帰って来た桂香さんは、家に一人で残された釈迦堂さんの弟子を見るなり大喜びした。

　男の子は緊張の面持ちで答える。

「神鍋かんなべ歩夢あゆむ……です」

　今では信じられないけど、歩夢くん──神鍋先生は、普通の服を着ていた。

　つまり普通の美少年だった。

「よろしくお願いいたします。これは実家で作っている油揚げです」

「あらー！　なんていい子なの!?　何日でもいてくれていいからね？　もういっそ歩夢きゅんもうちの一門になっちゃう？　あっ、お風呂はお姉ちゃんと入ろうね？」

　……桂香さんは微妙にショタコンだと思う。

「釈迦堂女流四冠が宮崎みやざきでのタイトル戦を終えられるまで、我が家で預かる。内弟子と同じように扱うで」

「だったら好きな食べ物と嫌いな食べ物を聞いておきましょうか」

　さっそく清滝家の洗礼を受けそうになっている歩夢くん。

　そこに八一が子犬みたいにじゃれついている。

「歩夢歩夢っ！　早く将棋指そうぜ！」

「ネットでは毎日指しているではないか」

「そうだけどさー。やっぱリアルに盤を挟みたいじゃん？　早く三段リーグで当たりてーなー」

「それよりも我は清滝先生にたくさん教わりたい」

　歩夢くんは師匠をキラキラした瞳で見つめながら、

「清滝先生の矢倉を体感してこいと、マスターから固く命じられております。『矢倉を制する者が棋界を制するのだから……』と」

「そうかそうか。さすが釈迦堂女流四冠はわかっとるね」

「月光つきみつ名人と清滝先生の名人戦が『相矢倉シリーズ』となったことが矢倉の復権に繫がったことは自明です。関東の将棋界でも矢倉の研究が再び盛んになっております」

「ん？　そうか？　ふっふっふ……神鍋くん、きみはなかなか見所みどころがあるな。きみにならわしの最新研究を披露してやってもええぞ？」

「ありがたきしあわせ！」

　歩夢くんにおだてられて調子に乗る師匠を見た私は、何となく面白くなくてボソッと呟く。

「……名人戦でまたボロ負けしたくせに」

「ぎ、銀子ちゃん！　聞こえるよ！」

「本当のことだもん」

「本当のことだから言っちゃダメなんでしょ!?」


「…………お前らは二人とも夕飯抜きや」



　本当のことを言われて腹を立てる師匠。そしてさりげなく美少年に声を掛ける桂香さん。

「騒がしいでしょ？　びっくりしてない？」

「いえ。我が家にも幼い妹がおりますゆえ」

　桂香さんが夕食を作ってくれているあいだ、さっそく師匠から矢倉を教わることになった。

　三人並んで指導対局を受けながら、真ん中に座る歩夢くんに八一が耳打ちする。

「清滝一門はね、利き手のほうのズボンの膝にシワが寄るんだ。どうしてかわかる？」

「……？」

「軽率な手を指さないように、常に右膝を握り締めてるから！」

「か……かっこよい……！」

　歩夢くんはぷるぷると震えながら、ズボンの膝にシワを寄せようと右膝をぎゅっと摑む。

　その反応が面白くて、私も教えてあげた。

「清滝一門は新しん手てを放つ時に、必殺技っぽい名前をつけて叫ばなきゃいけないんだよ」

「かっこよい……!!」

「ちょっ!?　銀子ちゃんウソ教えたらだめだよー！」

　慌てて訂正する八一と、もっとぷるぷるする歩夢くん。おもしろいオモチャを手に入れた気分だった。弟の友達というのも悪くない。

　とにかく素直でマイペース。

　それが神鍋歩夢という少年の、最初の印象だった。それは裏を返せば、あまり才さい気きを感じなかったという意味でもある。




　美少年にはとことん甘い桂香さんがいつもの倍くらい出してくれたお風呂上がりのおやつを食べてから、私たちは子供部屋に上がった。

　ここからは子供だけで将棋の時間だ。

「三人いるから公式戦ゴッコしよーぜ！」

　八一が提案した。

「俺さ、月光先生とアマ名人の記念対局の記録係することになったから、記録取る練習したかったんだよ。だから銀子ちゃんと歩夢が対局して、俺が記録係する！」

　そんなわけで歩夢くんと対局することになった。

　もちろんこれが初はつ手て合あいだ。

「よろしくお願いします」

「……おねがいします」

　ストップウォッチの使い方も慣れておきたいという八一の要望に従い、互いに一時間という持ち時間を設定しての、かなり本格的な対局だ。

「振り駒です！」

　記念対局は角落ち戦なので、上手うわての月光先生が先手と決まっていたけど、私たちの対局ではせっかくだから振り駒の練習もした。ちなみに私が上座だ。

　結果、歩夢くんが先手になった。手つきでこう言ってくる。

『相矢倉で』

『もちろん』

　正々堂々と受けて立つ。

　歩夢くんは師匠から教わった矢倉の王道中の王道『４六銀・３七桂型』に組む。飛車角銀桂を３筋に集中してリズミカルに攻められるし、穴熊あなぐまに組み替えることもできるから、攻防のバランスに優れている。

　私が万智さんに使った九一手組定跡も、この４六銀・３七桂型だ。

　後にこの戦法を極めた歩夢くんは、奨励会では常に八一の先を行った。三段になったのもプロになったのも、八一より早い。

　年齢が二歳上だから中学生棋士にはなれなかったけど、中学生棋士である八一よりも奨励会を一年も早く駆け抜けた天才。

　それが神鍋歩夢。《次世代つぎの名人》。

　そしてプロになってからもこの矢倉で様々な新手を繰り出し、順位戦を駆け上がった。ライトなんちゃらランスとか、竜殺なんちゃらとか。

　けど私と初めて戦ったこの時点では──

「神鍋先生、これより一分将棋でお願いします」

「はい！」


「三十秒ぅ──…………四十秒ぅ──…………五十秒ぅー、いち、にぃ、さん……」



　ストップウォッチを握り締めて秒読みを開始する八一。

　……あとで聞いたんだけど、関東と関西では同じ奨励会でも時間の読み方とかが微妙に違うらしい。

　それに戸惑ったというわけでもなかったんだろうけど、割とあっさり私が勝った。

　歩夢くんが一分将棋になった時、こっちはまだ三十分以上残ってたから、当然といえば当然の勝利だ。

「参りました」

　リップクリームを塗ってから、歩夢くんはしっかりと頭を下げて駒を投じた。

　──勝った……けど。

　私は釈然としなかった。だから手の善悪を振り返るよりも先に、こう尋ねていた。

「ねえ」

「ん？」

「いまの将棋……どうしてあんな時間の使い方をしたの？　定跡の部分をもっと飛ばして終盤に時間を残しておけばいいんじゃない？」

「自分で考えて最善と思った以外の手を指したくなかった」

「え？　だって定跡だよ？　考えても意味ないし……それに終盤も、もっと粘ってこっちのミスを待つ指し方だってできたでしょ？」

「だが、その勝利には価値がない」

「……わたしに勝っても大したことないってこと？」

「そうではなく……」

　歩夢くんはもどかしそうに言葉を探すと、きっぱりした口調でこう答えた。

「相手に勝っても将棋には負けている。それは、意味がない」


「？？？？？」



　わけがわからなかった。

「たとえ『神』が創り上げた定跡であろうと、自分が着る服は自分で決める。そういうことだ」

「かみ……さま？」

「こいつあの名人のことを神って呼ぶんだよ。まぁ今の名人は月光先生なんだけど！」

　棋譜を書き終えた八一が盤側ばんそくから身を乗り出して勝手に感想戦を始める。

「なー歩夢。さっき指した新手って、後手の四四手目が８五歩型から９五歩型に変わって、それで先手が行き詰まってたのを打開するために考えたんだよな？」

「我の６五歩だな。終盤で間違えたが感触は悪くない。この局面で仮に──」

　次の瞬間、鈍臭いとすら思っていた歩夢くんの口から、堰せきを切ったかのように符号が溢あふれ始めた。

　──い、今の将棋に……こんな膨大な変化が隠れていたっていうの!?

　私だって定跡が日々変化しているのは知ってる。

　けど八一と歩夢くんみたいに、プロの作った定跡を……ましてや将棋の神様みたいなあの名人が本にまで書いたような定跡を疑ったことなんてなかった。


　いや。疑うどころか、この二人は────



　──この二人は……定跡を作ろうとしてる!?

　二人が目の前で展開している変化はあまりにも深くて、膨大で……その会話が、私にはほとんど理解できない。

　──いったいどこまで深く読んでるの？

　──どうしてそんなに速く読めるの？

　そう叫び出したくなるのを堪こらえて、二人の感想戦を黙って聞いていた。超高速で飛び交う符号を。

　私は必死に否定しようとしていた。

　自分には見えていないものが、この二人には見えていることを。

　私とは別の星から来て、別の感覚器官で将棋を理解できる者がいることを。目の前に現れた異星人の存在を、どれだけ証拠を見せつけられようとも、私は信じようとはしなかった。

　将棋星人の存在を。
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「聞いてよ聞いてよ桂香さん！　おれ、ほめられちゃった！」

　師匠と一緒に家に帰ってくるなり八一はハシャギ声を上げて桂香さんにまとわりついた。

　奨励会に入ってから八一がここまで元気なのは珍しい。

　事情を聞いてみると──

「え!?　聖市せいいちお兄さんが見落とした詰みを、八一くんが発見したの？」

「桂香。研修会に入ったのなら月光先生とお呼びしなさい」

「あっ……ごめんなさい。師匠……」

　月光先生は師匠にとって同じ歳の兄あに弟子でしに当たり、昔から親しい。

　たまにこの家へ遊びに来ることもあって、そんな時は桂香さんが付きっきりでお世話をしていたから、ついつい気安く呼んじゃうんだろう。

「囲碁いごで『岡おか目め八目はちもく』いうやろ？　将棋でもプレッシャーのかかる対局者より盤側で見とる記録係のほうが手がよぉ見えるいうんはある。それでそのうち『自分の方がプロより強い』なんて勘違いするんや」

　師匠は八一の頭を大きな手でガシッと摑むと、

「ま、それでも八一の発見した詰みは、なかなか見えんものやったけどな！」

　そう言って、弟子の頭をわしゃわしゃと撫なでた。

「今日の対局は、名人とアマチュア名人の記念対局だったわよね。角落ちの」

「うん！　何だっけ？　よる……また……かみ、さん？　と月光先生の対局。よるまたかみさんが負けたと思って投了したんだけど、実は月光先生の玉に二三手の即詰みがあったんだ！　よるまたかみさんメチャびっくりして、おれのこと『すごい』『信じられない』って！」

　よるまたかみ？　そんな名前ある？

「おれがプロになったら、その人の娘を弟子にしてほしいんだって！」

「あらあら。ですって銀子ちゃん」

　からかうような感じで桂香さんが私に振る。ムカつく。でも桂香さんを叩くわけにはいかないから、弟弟子の背中を蹴った。

「な、なんで銀子ちゃんが蹴るんだよー!?」

「うるさい。頓死しろ」

　げしげし。蹴りやすい背中。

　不ふ憫びんに思ったのか、桂香さんが八一を優しく褒める。

「でもよかったわね八一くん。あの月光先生ですら読み切れない詰みを発見しちゃうなんて、自信になったんじゃない？」

「うーん……でも例会でぜんぜん勝てないから……」

　八一は急に眉を八の字にして、泣きそうになりながら、

「棋士室で練習将棋を指してもらっても、みんなからダメ出しされて。『奨励会入る前より弱くなった』とか『もうすぐ退会だな』とか……」

　小学生名人を獲り、意気いき揚々ようようと奨励会に６級で入会した八一。

　本人はすぐにでも昇級できると思ってたし、私も初段くらいならすぐ行っちゃうと思って焦っていたところもあった。

　けど──

「例会は、棋士室で十秒将棋やってるのとぜんぜん違うよ……持ち時間も長いし、みんな殺す気で来るし……鏡洲さんも例会の日は怖くて話し掛けらんないし……」

　昇級どころか降級の恐怖と戦うことになった八一は、ずっと６級で停滞していた。そのせいで例会が近づくと元気がなくなったし、将棋を指してても何だかオドオドしてるような感じを受けた。

　──みんなで八一をいじめてるんだ！　許せない!!

　弟弟子の背中を蹴りながら、私は義ぎ憤ふんに駆られていた。

　けれどそれは勘違いなのだ。

　当時の関西将棋界には、有望な子供は直接褒めないという風習があった。むしろ面と向かっては貶けなすくらいのことをした。敢あえて厳しくすることで鍛え、けれど何かあったら全力で守る。

　逆に──

『この子はあまり伸びないな』

　そんな風に思われた奨励会員は、気を使って褒める。

　そういうことが理解できたのは私がもっと大人になってからだった。

　その夜。

　バカが寝てから、私は一人で子供部屋を出て師匠のところへ向かった。あることをお願いするために。

「……八一くん、苦しんでるみたいね」

　一階に降りると声が聞こえてきた。

　和室で師匠に将棋を教わっていた桂香さんが、心配そうに話している。

「やっぱり入会が早すぎたんじゃない？　小学三年生で奨励会に入るなんて……せめて一年遅らせるとか」

「早いほうがええ。一年でも一ヶ月でも一週間でも一日でも、この世界では早いことが正義や。お前が一番よくわかっとるやないか」


「そ、それは…………そうだけど……」



「心配せんでも、八一はすぐに強ぉなる。才能の無い者は少しずつ伸びるが、才能のある者はあるとき突然、壁を超えるように一気に強ぉなるんや。それがいつかはわからんが、必ず」

　師匠の声には確信のようなものがあった。

「それよりも心配なのはプロになった後や」

「プロになった……あと？　って、まだ奨励会に入ったばかりなのに──」

「わしでは教えられんことがあるからな。せやから月光さんに、八一の師匠になって欲しいとお願いした。奨励会に入るタイミングでな」

「お、お父さん!?　『夢が叶かなった』ってあんなに喜んでたじゃない！　実の息子と思って育てるんじゃなかったの!?」

「……わしは、自分の都合で八一を手元に置いた。あの子の気持ちを利用して、この家に縛り付けたんや。今日のことで改めて確信した。本来あの子はもっと強く、もっと実績のある棋士の弟子になるべきなんやと」

「そ、それで聖せいい……月光先生は何て？」

「断られた。が……八一の才能は歴代の中学生棋士にも劣るものやない。もしあれがプロになれんかったら、わしは責任を取って引退する」


「「えっ…………」」



　桂香さんと私が同時に息を飲む。

　私は、八一を「かわいそう」だと思ってた。

　私よりもバカで弱い存在。私が守ってあげないといけないんだと。

　でも……。

「師匠。桂香さん」

　いきなり現れた私を見て驚いた顔を見せる二人に、はっきりとこう宣言した。

「わたしも奨励会に入る」
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　小学二年生になった私は、小学生名人戦で優勝した。楽勝だった。

「優勝したよ？　これでいい？」


「む…………むぅぅ……」



　帰りの新幹線で、師匠はずっと頭を抱えていた。二年連続で自分の弟子が優勝したというのに、ちっとも嬉しそうじゃない。

　新幹線の電光掲示板に『小学生名人戦優勝で史上最年少の二年生が優勝の快挙。大阪の空銀子さん。女子の優勝は二人目』というニュースが流れる。

　それを見て、師匠は大きな溜ため息いきを吐いた。私はもう一度言う。

「優勝したんですけど？」


「はぁー…………何で勝つんや。わし、優勝なんかできんと思って安心しとったのに……」



　真剣な表情だった。なんやこのヒゲおやじ。




　私が奨励会に入りたいと言った時、師匠はこう即答した。

「いかん！　絶対に許さん!!」

　思いがけず強い口調で否定されて驚いた。喜んでくれると思ったのに……。

　腹が立った私は師匠に詰め寄った。

「なんで？　八一はよくて、どうしてわたしはダメなの？」

「おまえはまだ一年生やないか。早すぎる」

「でもさっき師匠、桂香さんに『一年でも早い方がいい』って言ってた」

「そ、それはそうやが……」

　私はどんどん師匠を追い詰めていった。正しい事を言ってるので、あっという間に勝勢しょうせいになる。いいから受けさせろヒゲ。でも何でかヒゲは許さない。理由もあやふやだ。

　そこで師匠が出した条件が、

「……わかった。そんなら八一と同じように、小学生名人戦で優勝したら受験を許可したってもええ」

「ほんと？　やった！」

「もう一つ！」

　師匠は珍しく厳しい表情をして言う。

「明石くんの許可は絶対に必要や。どこかでストップがかかったら、そこで止やめる。それが条件や」

「わかった」

　私は同意した。明石先生が私の邪魔をするはずがない。

「小学生名人戦？　いいじゃん！　出なよ」

　病院に行って徹底的に検査を受けたら、やっぱり明石先生は私の味方をしてくれた。

「あ、明石くん……ホンマに大丈夫なんか？」

「大丈夫じゃないですか？　今のところ問題らしい問題は見当たりませんね。むしろ銀子ちゃんがヘソを曲げてしまったりストレスを感じることの方が問題かもしれませんよ？」

「しかし……」

「一応、脈拍が一七〇を超えたらストップということで。まあ今の銀子ちゃんの棋力きりょくでそれはないと思いますけど」

　こうして私は解き放たれた。

　大阪予選は楽勝。

　そしていつもは出場権を他の子に譲ってた西日本大会に初めて進出。私が勝ち進むと会場にはパニックが広がっていった。

「あの銀色の髪の女の子、強すぎ！」

「空銀子？　聞いたことないぞ……」

「小二であんなに指せるなんて化け物だろ……」

「っていうか……どうして清滝九段がずっと付いてるんだ？」

　小さくて、女の子で、そして初出場。完全にノーマークの私は常に楽勝で西日本大会も優勝した。

　さすがに決勝戦は疲れ果てて頭がほとんど回らず、反射的に指を動かしてるような状態だったけど……棋士室で奨励会員とやってる十秒将棋のおかげで指が勝手に急所へ動き、気がついたら相手が投了してた。

　そこからすると渋谷しぶやで行われた小学生名人戦準決勝と決勝の方が楽だった。

　二局指せばいいだけだし、神鍋歩夢は奨励会員に、月夜見坂燎は女流棋士になっていて、もう出場資格がない。供御飯万智は西日本大会で潰してある。

　テレビ放送される準決と決勝はスタジオ収録。

　奨励会員が記録係を、プロ棋士が大盤解説で女流棋士が聞き手を担当する。

　その年は記録係が篠窪しのくぼ太たい志し奨励会二段、大盤解説が山刀なた伐ぎり尽じん七段、そして聞き手は《茨姫いばらひめ》こと花立はなだち薊あざみ初代女王だった。

　その花立さんは優勝した私にマイクを向けて、

「空さんは研修会にも入っていないということですけど、これから女流棋士を目指すのかな？」

「奨励会に入ります。で、プロ棋士になる」

「すごい！　がんばってくださいね」

《茨姫》は笑顔で私を激励した。

『そんな甘いもんじゃないよ』と、顔の中でそこだけが笑っていない両目がそう言っていた。

　そしてあっという間に夏がやって来た。

　毎年、奨励会試験はお盆くらいに行われる。この年もそうだった。

「銀子ちゃん、これお弁当！　日焼け止めもちゃんと塗って。近いけど面倒臭がらずに日傘もしっかり差すのよ？」

　桂香さんが早起きして作ってくれたお弁当には私の好物のソースだくだく料理がいっぱい詰まっててお弁当箱がタプタプするくらいだったけど、それでもほとんど食欲がわかなかった。

　緊張ではない。暑さだ。

　この年の夏は例年とは比較にならない猛暑で、どちらかというと試験よりもそっちが私の体力を奪っていた。

「小学生名人になったから一次試験は免除でよかったわ……今の銀子ちゃんに三日間の試験は無理だったでしょうからね」

「しかも今って連盟の対局室、エアコンたまに止まるんだぜ？　地獄だよ！」

「あれ、直してもらえないのかしら？　八一くん何か聞いてない？」

「今年は猛暑だからエアコン工事の依頼が業者に殺到しまくってて、最速でも九月になるって峰みねさんが言ってた」

　喋って体力を消耗したくない私は、二人の会話を黙って聞いていた。

　一次試験は受験者同士で指して、四勝すれば通過。逆に三敗するとその時点で不合格。この受験者同士の対局を二日間行う。

　そして二次試験は──

「奨励会の例会に混じって、級位者と最大三局指すんだ。４級から６級までの誰かとね」

　先輩ヅラして八一が語る。

「そのうちの一局でも勝てばその時点で合格。残りは指さない。俺は連敗して危なかったけど、三局目で何とか勝ててホッとしたなぁ」

「……一局目で勝てばいい。楽勝」

「でも甘く見ない方がいいよ銀子ちゃん」

「なにが？」

「二次試験の勝敗は、奨励会員にとっても例会の勝敗と同じ扱いだから。昇級と降級に影響するし……アマチュアに負けたら他の奨励会員から見下されるから死ぬ気で来るよ。奨励会で生き残りたかったら、相手を殺すしかないんだから」

「なにそれ？　将棋で生きるとか殺すとか、おおげさ」

「そんなことないって！　あのね？　ずっと昔に退会になっちゃった奨励会員に、めちゃめちゃ粘りまくる人がいたんだって！　金銀を取ったらすぐ自陣に打ち付けて、守ってばっかで自分からはぜんぜん攻めない人が」

「はぁ？　わけわかんない」

「うん。でもね？　もっとわけわかんない伝説が残ってて──」

「？」

「その人ね？　粘って粘って粘りまくって、それでもあとは頭あたま金きんを打たれれば負けるっていう局面になったら、今度は急に動かなくなったんだ。持ち時間が切れるまでジッとしてて……結局、時間切れで負けたんだって」

「悔しすぎて投げきれなかったの？」

「そう思うでしょ？　でも違うんだなこれが！」

「……」

　イラッとして思わず足が出そうになったけど、答えが気になるので我慢。

「感想戦で『もう詰んでるのに、どうして時間切れにしたの？　悔しすぎて投げられなかったの？』ってみんなが聞いたら……何て答えたと思う？」

「知らない。なんて言ったの？」

「『相手が心臓発作で死ぬかもしれない』って」


「…………」



「その人が言うには『金銀六枚で優勢、七枚持ったら勝勢』なんだって。関西奨励会じゃあそれを『カラシ理論』って呼ぶんだ。奨励会員なら常識だよ！」

「からし？　どうしてからしなの？」

「さあー？　甘くないって意味なんじゃない？」

　適当なことを抜かす八一の脛すねに一発蹴りを入れてから、私たちはいつものように手を繫いで関西将棋会館に向かった。

　街を歩きながら、八一は鼻をひくひくさせる。

「銀子ちゃん。なんだか野焼のやきの匂いがするね」

「のやき？」

「収穫の後に、残った葉っぱとかを焼くんだよ。街中から植物を燃やした匂いがする……」

「お盆だからでしょ。迎むかえ火びを焚たいたのよ」

　連盟の中に入ると、そこで思ってもみない人に出会った。

「明石先生？」

「よっ。銀子ちゃんが奨励会を受験すると聞いて、応援に来たよ」

　私と八一は驚いたけど……周囲の大人はもっと驚いていた。

　売店のおばちゃん、警備員さん、トゥエルブのマスター。みんな幽霊でも見たような顔だ。

「え!?　明石くん!?」

「明石くんて……あの明石くんか!?　奨励会を辞めた!?」

「医者になったって聞いたけど本当!?」

　騒ぎは上の階にも伝わってあっという間に職員さんやプロ棋士に取り囲まれる明石先生。奨励会試験の日は自分の弟子が受験したりするから、普段は来ないような高齢の棋士も連盟に来てたりする。

「先生……奨励会員だったの？」

「実はそうなんだよ銀子ちゃん。しかも一瞬だけ三段だったんだぜ？」

「いっしゅん？」

　意味がよくわからなかった。

「銀子ちゃん」

「なに？　先生」

「先輩からのアドバイス。香きょう落おちには注意しな」

　謎なぞのアドバイスを受けた私は、それがどういう意味なのか理解しないまま対局室へと向かった。試験の時間が迫っていた。

「ん。受験生の皆さん、おはようございます」

　幹事の久留野くるの義経よしつね四段が受験生に二次試験の説明をしていく。

　棋士室で何回か会ったことがあるし、将棋を指したこともある。優しくていい人だ。振り飛車党じゃなければもっとよかった。

「持ち時間は六〇分。切れたら一手一分未満です。アマチュアの大会ではこれだけ持ち時間の長い対局はほとんどありませんから慣れないかもしれませんが、自分の力を発揮できるよう頑張ってください」

　そうして手合が発表されていく。

　最初の相手は中学二年生の４級。もちろん男子だ。もの凄すごく気合いが入っていた。

「よろしくお願いします！」

「……します」

　私は七歳。相手は十四歳。でも負ける気は全くしない。

　そもそも私は奨励会４級なら平手でも勝てる気でいたから、香車を落とした隙すきを突くような姑こ息そくなマネは考えもしなかった。

　──真正面から正攻法で攻め潰す!!

　そんな戦い方を七歳の女の子がすると思ってなかったんだろう。

　相手の中二は私の攻めを受け損なった。

「もらった」

　短たん手て数すうでの勝利が見えた瞬間、私は声に出してそう言っていた。

　普段なら絶対に言わない。でもこの日は体調が悪くて、勝ちを焦っていた。

　その一言が致命的な失敗になるとも知らず。

「……教えてやるよ、受験生」

「？」

「奨励会の終盤は二度ある」

　中二はそう言うと、金銀を自陣に打ち付けて粘り始めた。

　すぐに勝てると思ってた将棋が……だんだんとおかしくなってくる。


「くっ……！」



　攻めれば攻めるほど、逆に相手の玉が遠くなっていく。

『香落ちには注意しな』

　その言葉が次第に飲み込めてきた。

　香落ちの上うわ手ては、香車の無い左辺を守るため飛車を振ってくる。居い飛び車しゃ党でも香落ち上手を持つ時だけは振り飛車にするほどだ。

　居飛車は歩を切り込み隊長にして真まっ直すぐ突っ込む縦の将棋。歩交換が開戦の合図。だから終盤で歩を使った攻めができる。

　でも振り飛車は横の将棋になるため、自陣の歩が残ったままのことが多い。だから二歩になってしまって、歩を使った攻めができない。金や銀を使って攻めると、その駒を取られて守りを固められてしまう。今みたいに。

　改めて、心の底からこう思った。


「…………振り飛車なんか消えてなくなれッ!!」



　さらに言えば、６級と平手で指すよりも４級と香落ちで指す方が大変に決まってる。そもそも香落ちは上手が香車一枚失う代わりに先手を得るから、むしろ上手の方が有利と評価する棋士もいるほどなのだ。そういったことを当時の私は知らなかった。

　最初から平手で指して強くなった私にとって、駒落ちはあらゆる意味で経験不足。

　それはつまり……奨励会を舐なめていたということに他ならない。

「おおおおおおおおおおおおお!!」

　中二は粘る。粘りまくる。

　まるで将棋盤を耕すかのように、何度も何度も自陣に駒を打ち付ける。

　勝ち目なんて無くなっても、ただ『負けない』ことだけを目指して指し続ける。まるでゾンビのように。

　──こんな将棋……どんな本にも書いてなかったのにっ！

　プロの将棋とも、もちろんアマチュアの将棋とも全く違う。

　延々と相手の手を殺すだけの、史上最悪のゲームが続いていた。

　──こんなの将棋じゃない！

　こんなものはただの醜みにくい喧けん嘩かだ。私は生まれて初めて目の前の将棋を憎む。

　追い討ちをかけるかのように、さらに最悪なことが発生した。

「久留野先生！　エアコンが……」

「ん……また止まりましたか。次の対局からは窓を開けましょう」

　どこも秒読みの終盤戦に突入している。その熱気で対局室は一気に蒸し暑くなった。


「ふぅ……ふぅ……ふぅ………………あつい……」



　汗が噴き出て、息が荒れる。


　──息苦しい…………目が、かすむ……。



　それでも、この一局だけ。

　この一局に勝てば奨励会に入れる。歩夢くんや八一と同じ場所で戦える。

「そうすれば、わたしだって……わたしだって！」

　体力は限界を超えていたけど、私はそれでも必死に読みを入れた。

　熱い。


　全身が燃えるように熱い。破裂しそうなほど心臓がバクバクと跳ねている。それでも必死に読みを入れて────



「み、え、たあああああああああああああッッ!!」

　大駒おおごまを切って寄せに出る。相手はミスを期待して指し続けるけど、その囲いは瞬またたく間まにボロボロになっていく。勝った。今度こそ勝った！

　最後に私は駒台の金を摑む。これを相手の玉頭ぎょくとうに打ち付ければ詰みだ。中二は観念したかのように俯うつむいている……それでも投了は絶対にしたくないとでもいうように唇を嚙かみ締めて。

　──でも詰ませば関係ない。

　中腰になって、盤上に手を伸ばす。

　そして──

「ッ……!?」

　その瞬間、私の身体に異変が起こった。

　今まで感じていた息苦しさとは明らかに違う、胸の痛み。耐えることなんて不可能なほどの痛みに、私は動きを止める。

『相手が心臓発作で死ぬかもしれない』

　その言葉が脳裏をかすめた。

　全身を恐怖が駆け抜ける。こわい。摑んでいた駒を落とし、胸を押さえる。苦しい。苦しすぎて声が出ない。


「…………やい、ち…………胸が…………」



　同じ部屋で対局しているはずの弟弟子に、私は助けを求めた。




「胸が痛いよ……」




　そこからのことは途切とぎれ途切れにしか憶えていない。

　将棋盤の上に倒れる私。ぐしゃぐしゃに崩れる盤面。自分の対局を放り出して私に駆け寄る八一。朝からずっと姿を見てない清滝師匠がなぜか私の名前を叫びながら対局室に駆け込んで来る。こっちを覗き込んで何かを言っている明石先生の顔。苦しい。救急車のサイレン。「脈拍二〇〇です」。泣いている親。酸素マスク。病院の景色。すごく苦しい。白衣を着た大人たちがこっちを覗き込んでいる。

　それから……懐かしい顔がたくさん。

　私と同じように病院で明石先生に将棋を習って、一緒に将棋を指した子供たちだった。

　──どうしてここにいるの？

　自分に何が起きているのかわからなかった。どんどん混乱していった。

　おかしい。

　こんなのは絶対におかしい。

　だって……もう何年も会ってないのにみんなあの頃から全く成長していない。

　──そっか。今日はお盆だから。

　その時、ようやく私は悟った。

　私と同じようにずっと病院にいて、私よりも将棋が強かった「かわいそう」な子供たち。いつのまにかいなくなってしまったあの子たち。

　退院したんだと、ずっと思ってた。

　私がそうだったように、もう「かわいそう」じゃなくなったんだと。

　でも違うんだ。


　あの子たちは…………たぶん、もう…………。







[image: ]　　大人になりたい






「わぁい！　にたんべっちょ、たかいたかーいなんだよー！」

　子供たちはなかなか寝ようとしなかった。

　二段ベッドには結局、上の段にシャルちゃんと澪みおちゃんが、下の段にあいちゃんと綾あや乃のちゃんが寝ることになった。

　……澪ちゃんは夏に日本を出てしまうし、シャルちゃんもいずれいなくなる。そんな理由は口にはしなかったけど、下で寝る二人は「高いところは怖い」とか「師匠が寝たところで寝てみたい」とか色々と理由を付けて下で寝たがった。優しい子たち。

「アルバム見たい！　けーかさん、アルバムないの？」

　だから澪ちゃんがそう言っておねだりするのを私は止められなかった。

「はいはい。ここにいっぱいあるわよー」

「すごいです！　これは貴重な写真なのです！」


「はぅぅ～！　ちっちゃな師匠、かわいいー♡」



「空せんせーもちっちゃい！　そしてけーかさん若ッ!!」

「わ、私は今も二十代なのよー？　今でもちゃんと若いのよー？」

　調子に乗る澪ちゃんを上の段から引きずり下ろしてやろうかと思っていると……あいちゃんがしきりに首を傾かしげて、何かを探していた。

「……あれぇ？　おかしいなぁ……」

「どうしたですあいちゃん？」

「一冊抜けてる気がするの。師匠が四年生の二学期から五年生になるくらいまでの写真が見当たらなくて……」

　鋭い。

「あら？　おかしいわね。もしかしてお父さんが自分の部屋に持って行ったのか……それともどこかに貸したままなのかも」

「かしゅー？　だぇにかしゅのー？」

「将棋連盟とか、取材に来たテレビ局とか新聞社によシャルちゃん」

　動揺を表に出さないよう注意しつつ説明する。

「八一くんも銀子ちゃんもタイトルを獲って有名になったから、記事を書いたりするために写真を貸して欲しいって依頼がよく来るの。『あの二人は将来必ず写真が必要になる』って言いながらアルバム整理するのが、うちの師匠の日課だったわ」

「な、なるほどです！　参考になるです!!」

　ライター志望の綾乃ちゃんがメガネをすちゃっと掛け直して正座した。急に目の前のアルバムが宝の山に見えてきたのかもね。

　あいちゃんが抜けていると指摘した一冊のアルバム。

　その一冊は私の部屋に仕舞ってある。

　子供たちが寝静まってから、私は自室で久しぶりにそのアルバムを広げた。


　そこに写っているのは────入院している銀子ちゃんと、病院に通い続ける私たちの姿だ。






　銀子ちゃんが奨励会試験の最中に倒れた、その翌日。


「ッ…………!!　こ、こんな…………」



　病室に入った私は言葉を失った。

　銀子ちゃんは……意識はあるものの酸素マスクを付けられて声は出せず、輸血を受け、肩で息をしていた。

　虚うつろな目は、私の姿を捉えられない。

　けれど右手の指先だけが時折、ピクッ、ピクッ、と微かに動き続けている。

　──この子はまだ……奨励会試験を戦ってるんだ……。

　痛々しすぎるその姿を、私は長く見ていることができなかった。

　そして私は別室に呼び出され……主治医である明石さんと二人きりで対たい峙じした。

「桂香ちゃん。今まで黙ってて悪かった。本当に申し訳ない」

　明石圭きよし奨励会二段は、父の研究会仲間だった。

　私は小学校に上がったその日から数年間、父に将棋の技術を叩き込まれたことがある。その頃、父と家で将棋を指していた明石さんの姿を何度も見た。

　本格派の居飛車党で、父と同じように矢倉が得意だった。

　いや。二段の時点でもう父を圧倒していた。

　その明石さんはある時期を境に姿を見なくなった。後で聞いたら三段になった次の日に、奨励会を自らの意思で退会したという。

『俺は人を押しのけるんじゃなくて、人を救いたいんだ』

　そんな言葉だけを残して。

　その後、小児しょうに科か医いになって……奨励会を辞めた後も父と繫がりがあったと知ったのは、銀子ちゃんが内弟子になってからだ。

「あんなに小さかった桂香ちゃんも、今年で二十歳はたちか……もう立派な大人だね」

「ええ。もう大人よ」

　冷え切った声で私は言う。

「だから教えて。銀子ちゃんの病気のことを」

　子供扱いされて自分が蚊帳かやの外そとに置かれていたことが腹立たしかった。

　何より……あの子が苦しんでいる時に何もできなかったことが悔しかった。

　もとより説明するために私を呼んだんだろう。明石さんは山のような資料を示しながら、丁寧に丁寧に教えてくれた。

「銀子ちゃんは生まれつき身体が弱い。その中でも特に悪かったのが……心臓」

　聞かされた病名は、難し過ぎてよくわからなかった。

　様々あるという原因も、症状も、大して勉強してこなかった高卒の私には、聞いたところでさっぱりわからなかった。

　最後に明石さんはこう言った。

「五年生存率は50パーセント」

　耳慣れないその言葉の意味を理解するのには、やはり時間がかかった。

　そしてその現実を受け容れるのには、さらに時間が必要だった。





「五年間で……二人に一人が死ぬ…………って、いうこと……？」






　──じゃあ十年ならどうなるの？

　ふと浮かんだその疑問は、恐ろしくて口にすることができなかった。

「銀子ちゃんの病気はね？　まだよくわからない部分が大きいんだ。むしろ『これだ！』って断定できる病気を除外していって、そのどれにもスポッと当てはまらない症状に適当な名前を付けてやっただけ……除外診断っていうんだけどね。そういうものなんだよ。病名を聞かれて『わかりません』とは言えないからね……」

　原因も、どんな症状が出るかも、一定じゃないという。

　出てきた症状をモグラ叩きみたいに潰していくしかないのだと。

「だから完全に治療するには心臓移植しかない。けど……子供に合う心臓というのは少ないんだ。心臓は一個しかないし、大人のは大きすぎるからね」

　言葉をボカしたけど、その意味するところは私にも理解できた。

　銀子ちゃんが心臓移植を受けるには……銀子ちゃんと同じ年頃の子供が、もう心臓が必要のない状態にならなければいけないということ。

　誰かが死ねば、誰かが生きる。

　残酷すぎる理屈だった。まるで将棋のようだと思った。

　けれど銀子ちゃんが戦ってるのはゲームじゃない。

　現実なんだ。

「移植するには莫大ばくだいな費用がかかるし、それ以前に、子供の心臓を移植できる可能性は限りなく少ない」

「だったら……黙って見てるしかないの!?」

「いや。ここからが大事な話」

　そう言うと、明石さんは信じられない事実を口にした。

「銀子ちゃんの病気はね、成長するにつれて自然に治る場合もあるんだ。本当に不思議なんだけど、成長と共に心臓が正常化してしまうことがあるんだよ！」

「自然に……治るの？　本当に……？」

「ああ。だからとにかく長く生きること。それが何より大事なんだ。薬物療法よりもむしろ非薬物療法が効果的だとされる。小児期では生活指導が特に重要で……まあ要するに外で遊びたがる子供を家の中で大人おとなしくさせたりする必要があるってこと。それがとてもとても大事なことなんだ」

　だんだんとわかりかけてきた。

　明石さんが銀子ちゃんに将棋を教えた理由が。

「親子だと、どちらにも甘えが出て指導は難しい。スポーツのコーチみたいな……そこに擬似的な親子関係を合わせたような関係が望ましい。これ、どっかで聞いたことない？」

「師弟関係……」

「そう！　親と同じように愛情を注ぎ、でも親のように甘やかさない関係。将棋の師弟関係は理想的な生活指導を行いうる環境だと僕は判断した」

　バラバラだったパズルが一枚の絵になるように、空銀子という存在が私の中で再構築されていく。

　自分を取り巻く世界が逆転するような、そんな感覚。

「でも……だったら他にもいたんじゃないの？　どうしてお父さんが？　弟子なんて一人も取ったことがなかったのよ？」

「けど娘を立派に育てた」


「っ……！」



「これは絶対に外せない条件だったんだ。育児の経験があることが。父子ふし家庭でも立派に成長していく桂香ちゃんを、僕はこの目で見ていたからね」

「で、でも！　だったら……生石おいし先生は？　親友だったんでしょ？　そっちのほうが頼みやすかったんじゃないの？　どうしてお父さんに……」

　明石さんは直接それには答えず、こんな話をする。

「清滝先生と研究会をさせてもらってた時、僕にはどうしても理解できないことがあった。あの人が必敗ひっぱいの将棋を粘りまくることだ」

「……？」

「だって研究会だぜ？　こっちは序盤の研究をしたいのに、作戦失敗した将棋を延々と粘られてさ。目上の人だから付き合って指し続けるけど……あの頃の僕は本心では清滝先生を見下してた。往生際が悪いと」

　でも……と、明石さんは言葉を続ける。

「病気を持って生まれてきた子供たちを診みるようになって、初めてわかった。絶望的な状況で粘ることの尊さが。投げ出さないことの大切さが」

「投げ出さないことの……大切さ……」

「研究会から、あの人は全力だった。そうじゃなきゃ本番でそれ以上に粘れないことを知ってたんだ。いや、そもそもあの人にとって捨てていい将棋なんてこの世界に一局も存在しないんだ。この世に失っていい命が一つもないのと同じように」

　まるで自分自身を励ますかのように声に力を込め、明石圭医師は言う。

「序盤なんて上手うまくいかなくたっていい。大切なのは中盤と終盤なんだ。将棋も人生もね」

　ああ……そうだったんだ。

　だから──

「だから僕は、清滝先生にあの子を託した。清滝先生なら……将棋の神様めいじんでも、月光先生でも、《捌さばきの巨匠マエストロ》でもなく、清滝鋼介という棋士にしか、あの子に必要なものを与えることはできないと確信しているから。今のあの子に必要なのは、薬でも移植する心臓でもない」

　それは──

「どんな苛か酷こくな現実に直面しても決して諦めない根性」

　それは──

「どんな強敵にも恐れず何度でも立ち向かう勇気」


　それは────



「つらくても、苦しくても、痛くても、それでも前に進み続けようという……絶対に強くなってやるという、泥臭くて粘り強い決意」

　それら全てを、明石先生はこう表現した。





「あの子に必要なのは──────折れない心なんだ」






　翌年、小学三年生になった銀子ちゃんは再び奨励会を受験した。

　そして圧倒的な強さで合格した。





「銀子ちゃーん!!　ごっ・うっ・かっ・くっ!!　おめでと────っ!!」



　合格通知が来た日。

　私は思いっきりバカ騒ぎした。もうこの子の前で悲しい顔はしない。だって銀子ちゃんは一生分つらい目に遭ってきた。

「かわいそう」なんていう言葉は、私が掛けなくても十分過ぎるほど掛けられてる。

　だから私はこの子に笑顔と元気をあげるんだ。

　こんな私を無条件に慕したってくれる銀子ちゃん。

　どうして私なんかにここまで懐いてくれるのかさっぱりわからない。

　銀将の隣に桂馬と香車がいたみたいに、私たちの出会いは偶然だったけれど……だったら駒と同じようにこれからずっと隣にいよう。

　それが私の贖罪しょくざいだ。最初の頃、この子につらく当たったことの罪滅ぼしだ。こんなことで償いになるかは、わからないけど。

「今日は銀子ちゃんの好きなソースだくだく料理をいっぱい作ってあげたからね！　しかもぜんぜん手に入らないことで有名なソースよ！」

「わぁい。もっとかける」

「いいわよいいわよー。好きなだけソースかけていいわよー」

　甘やかす。とにかく甘やかす。

「お祝いのプレゼントも買いに行きましょ！　何でも好きなものを言ってね？」

「あの……ね？」

　もじもじと、でもはっきりとした声で銀子ちゃんは要求した。

「桂香さんが使ってた、あの黒いカチューシャがほしい……」

「あれを？」

　高校生の頃まで私が使ってたものだ。

　子供っぽいと思って卒業してからは外した。

「まだ取ってあるし、フリーサイズだから銀子ちゃんでも使えるけど……」

　あんなものでいいんだろうか？

　もしかして……まだ女流棋士になれなくて貧乏な私に気を使ってくれてる？

「あれ、もうボロボロよ？　同じデザインの新しいものを買ってあげるわ」

「ダメ！　桂香さんが使ってたのがいいっ!!」

　初めて聞くほど大きな声で銀子ちゃんがそう言ったので、手を繫いで私の部屋に行って、それをプレゼントした。

　鏡の前に二人で立って、私がカチューシャを載せてあげる。

「ふふ。えへへ……」

　ふへぇと年齢相応の笑顔を浮かべた銀子ちゃんは、頭のカチューシャに触れたまま、

「ねえねえ桂香さん」

「なぁに銀子ちゃん」




「わたしも……桂香さんみたいな素敵な大人になれるかな？」
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　その瞬間、この子が私を慕う理由を完全に理解した。

「当ッたり前じゃな～い☆」

　笑え！　絶対に泣くな!!

　笑え!!　お前はもう二十歳になったんだろ!!　笑えッ!!

　私は無理矢理口角こうかくを上げ、そして口の中で舌を嚙んで涙を堪えた。血の味がした。

　──五年生存率は50パーセント。

　頭の中で警告音のように鳴り響くその声を必死に否定しながら、笑顔で銀子ちゃんを抱きしめる。

　どうしても流れてしまう涙を見られないように。

「なれるよ。絶対になれる」

　私たちが出会ってから、もうすぐ五年目が始まろうとする頃だった。




　それから銀子ちゃんの心臓は一度も悪さをしていない。

　一歳未満で発症したから、もう十五年。

　奨励会員でありつつ二つの女流タイトルを持つという苛酷な状況にも対応できた。あの子の病気は治っている。

「大丈夫……大丈夫よ。もう絶対に大丈夫。『完治してる』って明石さんも言ってる……」

　閉じたアルバムに額を押し当てながら、私は『大丈夫』『完治してる』と唱え続けた。祝詞のりとのように。

　病名を聞かされてから、私も自分で医学書を読んで勉強した。

　確かに銀子ちゃんの病気は自然に治癒ちゆすることがあるし、現在ではどうやら複数の病気を混同している可能性が指摘されている。


「…………でも」



　仮に完治していたとしても、それで終わりじゃない。

　病気を治すという面において明石さんの治療方針は完璧だった。

　けど医者は神様じゃない。

　明石さんにも一つだけ誤算があった。

　銀子ちゃんがプロ棋士になったら……八一くんに追いついて振り向かせることができたら、私は全てを話さなければならないだろう。

　二人にとって、もっと残酷な現実を。

「私……間違ったことをしてる？　でも他にどうすればよかったの？　三段リーグなんていう地獄にずっと一人で銀子ちゃんを放り込んでおけばいいの？　そんなこと……」

　できるわけがない。

　だって私にとってあの子はとうに師弟関係の枠を超えた家族になってしまっているから。

「……桂香さん？　まだ起きてるの？」

　不意に背後から声を掛けられて、私は慌てて目を擦こすった。顔を見られないように、振り向くことはしない。

「ええ。ちょっと気になる局面があって研究してたの……あいちゃんはお手洗い？　一人で行ける？」

「もう行ってきた帰りだよ。綾乃ちゃんが、一人で行くのは怖いからって。あいも起きてたから一緒に行ってあげたの」

「優しいわね。でも早く寝なきゃダメよ？」

　ようやく表情を整えた私は後ろを振り返ってあいちゃんにそう言った。

　頷うなずいたものの、あいちゃんはその場からなかなか動こうとしない。

「ねえ。桂香さん」

「なぁにあいちゃん？」


「師匠は、本当は…………」



　俯いて何かを言いかけたあいちゃんは、

「ううん！　何でもないの！」

　顔を上げて笑顔を見せると、私に向かって小さな手を振った。

「おやすみなさい、桂香さん」

「……おやすみ、あいちゃん」

　あいちゃんはドアを閉めて子供部屋に戻った。

　誰からも愛される、健けな気げで一途で、賢くて素直で、そして健康な女の子。今もかわいいけれど成長したら誰もが振り向くような美人になるだろう。

　そして将棋の才能も銀子ちゃんと同じか、それ以上。

　その名の通り、将棋の神様の愛がそのまま形になったような存在だ。まるで銀子ちゃんが健康な身体を得て生まれ変わったかのような……。


「………………え？」



　私の頭に、急にある考えが閃ひらめく。

　恐ろしい考えが。

　銀子ちゃんを内弟子に取った時、私には知らされていない理由があった。

　よく考えれば今の時代、内弟子にするなんて普通じゃない。

　普通じゃない手を棋士が放つ時、そこには必ず深い読みが入っている。

　隠された理由が。

「八一くんに……あいちゃんを内弟子にしろと最初に言ったのは、誰だった？」

　明石さんから話を聞いた時のように、世界が再び別の顔を見せ始めていた。
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　翌朝。雨はすっかり上がっていた。

「おはようございます。姉弟子」

「……おはよ」

　俺が目覚めると、もう姉弟子は起きて庭を眺めていた。

「眠れ……ては、なさそうですね。あんまり……」

　目が赤い。あれからずっと起きていたのか？

　姉弟子は朝食も食べなかった。水くらいは飲んでるんだろうけど……俺はさすがに耐えきれずにお粥かゆだけ食べた。

　宿の人にお礼を言ってタクシーを手配してもらうと、運転手さんに目的地を告げる。





　到着したのは────激しい波が打ち付ける、高い高い崖だった。






　日本海に面した崖の上に立った姉弟子は、足下の岩に驚く。

「すごい岩……ギザギザしてる……」

「気を付けて。転んだら肌が切れますから」

　マグマが冷えて固まった岩は、カミソリのように鋭く尖とがっている。靴を履いていても足の裏が痛いほどだ。それがずっと続いている。

　地の果て。

　そんな言葉が思い浮かぶような場所だった。


　昨日の大雨が噓のように雲一つ無く晴れ上がった青い空と、紺碧こんぺきの海と、暗褐色の岩が絶望的なまでに美しい────死に場所。



　俺は姉弟子が転ばないよう細い腕を摑んで、ゆっくりとその地の果ての、果てに向かう。

　そして崖っぷちに到着すると、少し怯おびえを含んだ声で姉弟子は尋ねた。

「ここ……何ていう場所なの？」

「東尋坊とうじんぼう。聞いたことありません？」

「聞いたことない……けどここ、見覚えがある……？」

　そう。

　ほとんどの日本人は来ていなくても見覚えがあるはずだ。

「サスペンスドラマとかで、よく最後に犯人が追い詰められる崖があるでしょ？　あれがここなんです」

「福井にあったんだ……」

「あったんですよ。俺の出身県に」

　知った時は俺もびっくりした。

「子供の頃に家族で一回だけ来たことがあって。海水浴のついでに寄ったんですけどね。弟子入りする前だから四歳とか五歳だったと思うんですけど……テレビで見る場所に行ったのなんて初めてだから、よく憶えてます」

　あまりの高さに足が震えたのも憶えてる。しばらくは、怖くて何度も夢に見た。

　目の前に広がる海を眺めながら、俺は言う。

「でもフィクションじゃない。ここは本当に自殺の名所でもあったんです」

「……っ」

　姉弟子は息を飲んだ。

　見渡せば、自殺を思い留とどまらせるための電話ボックスや看板が各所に設置されている。

　それが逆に恐ろしかった。

「いろんな人がいろんな苦しみを味わって、日本中を転々とさまよって、最後の最後に辿り着いたのがこの崖なんです。追い詰められて行き場のなくなった人たちが……ここから落ちた。同じようにすれば楽になれますよ？」

　崖っぷちに立っている姉弟子が一歩前に踏み出せば、それで全てが終わるだろう。

　その隣に立って尋ねる。

「どうです？　身を投げれますか？」


「………………」



　姉弟子はその場にしゃがみ込んで、崖の下を見詰める。自らの死を覗き込むかのように。

　俺も崖の下を見る。

　くらくらして、吸い込まれそうなるほど高い。打ち付ける波が砕けて泡になっている。

　長い沈黙が流れた。

　──もし姉弟子がこのまま海に飛び込んだら？

　それはないと思いつつも、信じ切れない自分がいた。

　三段リーグというのはまともな神経で戦える場所じゃない。姉弟子の心は完全に折れてしまっているのかもしれない。一瞬でも『楽になりたい』と思えば、姉弟子は海の泡となって消えてしまうだろう。人魚姫のように。


　その時は、俺も────




「………………死ねないよ。私は『かわいそう』じゃなかったんだから」



「え？」

　何かを言ったようだったけど、岩に打ち付ける激しい波の音に搔かき消されてしまう。

　やがて立ち上がると、姉弟子は海を眺めたまま言った。

「八一」

「はい？」

「おなかすいた」

「……はい」

　それはこの旅で初めて、姉弟子が生への執着を示した瞬間で。

　二人で近くの土産みやげ物もの屋やに入って刺身定食を食べた。姉弟子はサザエの壺つぼ焼やきも注文して、綺き麗れいに全部平らげた。




「よっ！　ほっ！　んっ……と」

　かわいい掛け声を発しながら、姉弟子は小さな子供みたいに岩場をぴょんぴょん跳ねている。

「危ないからあんま崖の側そばに寄っちゃダメですよ？　これでバランス崩して海に落ちたら頓死するより恥ずかしいし」

「落ちないよーだ」

　姉弟子はこっちを振り返って舌を出すと、

「弟弟子のくせに偉そうに言うな。ばーか」

「はいはい」

　俺はといえば名物のイカスミソフト（灰色のあめ玉が付いてる）を食べながら姉弟子の後を付いて歩いていた。

『自殺の名所』なんて不名誉な異名が付いてたのは遙か昔の話。

　東尋坊は今や観光客がひっきりなしに訪れる、福井一のインスタ映えスポットだ。

　ドラマじゃ崖と海しか映さないけど、本当は土産物屋が建ち並び、東尋坊タワーや遊覧船もある超楽しい場所なのだ！　『ブラタモリ』にも出たし。

　空は青く、海はもっと青かった。

　岩に打ち寄せる波の音が心地いい。

　その音に負けないように声を出す。

「どうします？　これから」

「……どうしようか」

　姉弟子は海を眺めながらポツリと呟いた。

　銀色の髪が海風に流されて、心の中を表すかのように儚はかなく揺れた。

　ちょっと元気になったとはいえ、三段リーグのことを考えられるほど、まだ気持ちは回復していないようだ。

　でも最善手さいぜんしゅは……考えるまでもない。

　──さっさと帰って将棋の勉強をすることだよな。

　こうしているうちにも競争相手はさらに強くなっていく。

　タイトル戦を経て一気に強くなる棋士がいるように、三段リーグを戦っている中で覚醒かくせいする棋士は多い。

　俺もそうだったけど、若手の奨励会員が短期間で三段リーグを駆け抜けるパターンは、割とよくある。

　逆に、勢いのあるその時期を逃してしまうと……年齢制限までズルズル行ってしまう。

　受験にたとえてみればわかりやすい。

　長く勉強してる浪人生より、現役生の方がスルッと受かったりするもんだ。

　そして現役生が最も伸びるのが、最後の追い込みの時期。三段リーグでいえばちょうど後半戦に入った今だろう。

　──初参戦の姉弟子にとって、今は一番大事な時期だ。でも……。

　一緒に行きたい場所があった。

　姉弟子が死んでしまうことなんて一度も考えたことがない。

　けど……その可能性が少しでも生まれた時、俺の中に眠っていたある感情が抑えきれなくなった。

　だから俺は姉弟子をこの旅に誘ったんだ。

　伝えたいことがあった。

　見て欲しいものがあった。

　十二年間一緒に過ごして……血の繫がった家族よりも濃く、長い時間を、共に過ごしてきたけれど。

　誰よりも多く将棋を指して、誰よりも多く言葉を交わしてきたけれど。

　それでも俺はまだ姉弟子に伝えていないことがある。

　一番大切なことを。まだ。

「あの！」

　前を歩く背中に向かって呼びかけた。波の音にも風の音にも負けないような声で。

「どうしたの？　八一」

　不思議そうな表情でこっちを振り返る姉弟子。

　あまりにも白くて、儚くて、透き通っていて……。





　──ああ…………やっぱり俺は、この子のことが……。






　胸がいっぱいになって、言葉に詰まる。


「えっと…………あの、ですね」



　俺は可能な限りさりげない感じで、けれど実は緊張で何度も生唾なまつばを飲み下しながら、こう切り出す。

「よかったらもう一泊していきませんか？」

「別にいいけど……またあの旅館に戻るの？」

「いいえ違う所です。まあ同じ福井県内ではあるんですけど内陸部っていうかここからちょっと離れてるから電車でかなり移動することになるし別に行って何か面白いもんがあるのかって聞かれると何もないと言わざるを得ないしマジで星くらいしか見るものがないから天気が崩れたら無駄足になっちゃうけどそれでもよかったら──」

「長い。うざい。行くって言ってるでしょ」

　イライラとこっちの言葉を途中で叩き切ると、

「で？　どこ行くの？」

「俺の実家」

　姉弟子はバランスを崩して崖から落ちそうになった。
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「はぅ…………あぅぅ…………」



　隣の席で姉あね弟子でしが唸うなり続けている。

　東尋坊とうじんぼうを出た俺たちは、再び電車に乗っていた。

「さっきからどうしたんです姉弟子？　あ、まさか緊張してるとか？」

「ち、ちてにゃい……ぶちこりょちゅじょ……」

　緊張しまくりじゃないですか。

　姉弟子はごにょごにょと舌足らずに俺を罵ば倒とうしてから、しきりに髪の毛をいじりながら抗議の声を上げる。


「だって…………八や一いち、最初から実家に行くつもりだったの……？」



「まあそうですね。むしろそっちが本命だったというか」


「じゃあ言ってよ！　そしたら大阪おおさか駅でお土産みやげ買えたのにっ……！」



「土産？　そんなの別にいらないっすよ」

「八一はいらなくても私はいるの!!」

「なら福ふく井い駅で買います？」

「それじゃあ間に合わせで適当に買ったって思われちゃうでしょ!?　手ぶらで行くより印象悪いじゃない!!　バカ!!　頓とん死ししろッ!!　バカッッ!!」

「ちょっ!?　正体がバレるからあんまり騒がないでくださいよ……！」

　姉弟子は全国的な有名人だし、福井じゃ俺もちょっとした有名人。

　しかもこれから実家に近づくにつれて知り合いも増える。

「福井駅で乗り換えますから、せめてそれまでは大人おとなしくしててください」

「乗り換えたら暴れていいわけ？」

「いや暴れていいなんて言ってないよ？　この世界に暴れていい列車なんてどこにも走ってないですよ？」

　明らかにおかしなその認識を正してから、

「けどまあ、乗ればわかります」

「？」

　不思議そうな顔をする姉弟子が全てを理解するまで、そう時間は掛からなかった。




「……私たちしかお客さんがいない……」

「そうなんです。これならバレようがないでしょ？」

　ガランとした車内から外を見れば、山と川と田んぼのオンパレードだ。


「…………ほんとに山奥なのね……」



「ほんとに山奥なんですよ。ちなみに俺ん家ちもっと奥ですから」

　このまま終点まで、たぶん誰も乗ってこない。

　二人だけを乗せた列車は、ゆっくりと、懐かしい景色の中を進んで行く。

　まるで記憶を逆回転させていくように。

「……綺き麗れいな場所。乗客も二人だけだし……夢の中にいるみたい」

　少し開けた窓から吹き込む爽やかな風を浴びながら、姉弟子は目を細める。

「もうすっかり夏ね。緑がいっぱい」

「気がつけば七月ですから。七夕まであと少しですよ」

「七夕が終わると、すぐ夏休みで……小学校の頃は夏休みにこうやって二人で電車を乗り継いで、強い人がいるって噂の道場へ行ったよね」

「やりましたね道場破り。奨励会に入ってからはアマ大会に出られなくなったし」

「みんな最初は私たちのこと舐めてるけど、負けるとビックリして」

「『何かの間違いだ！』ってね。姉弟子は特に驚かれてましたね」

「……また、二人で行きたいね。いろんな道場に」

　できないと知りつつ、俺は頷いた。女王になった時それは禁じられたから。

　終点で列車を降りると、今度はバスに乗ってもっと奥へと向かう。一日に三本しかないバスだから逃すと大変だ。バス停からも、ちょっと歩く。快晴で日差しが強いので、木陰の中を歩いた。木漏れ日に夏を感じながら。

　そうしてようやく到着。

「ただいまー」

　実家に帰るのは竜王になったとき以来だから、一年半ぶり。内うち弟子でし時代はほぼ帰らなかったので最近は割とよく帰省してるなって感じがする。

　同じように、両親が大阪に来たこともない。今年の春から全寮制の私立中学に入った弟が、当時はまだ幼かったからだろう。

　家の奥からぱたぱたと忙せわしない足音が聞こえてきた。

「はいはいはいはいはい！　おかえりなさい」

　母さんが姿を現すと、俺の隣に立ってる姉弟子が明らかに緊張するのがわかった。ちょっと珍しいほどに。

　姉弟子を見る母さんも、珍しいくらい楽しそうだ。

「ようこそいらっしゃいました。田舎いなかすぎてびっくりなさったんじゃない？」

「あ、いえ……」

　いきなり話し掛けられて動揺してしまう姉弟子は最高にかわいいなぁと思いながら、立て直す時間を稼いであげるために俺は口を開く。

「親父は田んぼ？」

「ううん。今日は農協。もうすぐ帰ってくると思うわ」

　姉弟子が俺だけに聞こえる声で、

「……あの小童こわっぱの旅館で働いてるんじゃないの？」

「兄貴はね。でも親父は何を思ったのか今年から爺じいちゃんの遺のこした田んぼをやることにしたんです。不安しかありませんけど……」

　内弟子をしていた頃、師匠の家に米や野菜を送り続けてくれた爺ちゃん。俺が中学生の頃、プロ棋士になる前に死んじゃった爺ちゃん。

　その爺ちゃんの田んぼを親父が守ってくれるのは、正直なところ嬉うれしい。不安だけど。

　母さんは姉弟子の方を向いて、

「三年も米作りを休むと、もう草ボウボウで大変なの！　昨日ようやく田植えの準備ができたみたいで」

「明らかに遅いんだよなぁ」

　ま、そのおかげでこの時期にあれが見えるわけだけど。

　田んぼトークで盛り上がってると、姉弟子が俺の服を指で引っ張りながら、

「……八一。ご挨拶あいさつを……」

「あっ、すいません姉弟子」

　どうやら心が整ったようだ。俺は母さんに隣の女の子を紹介する。

「母さん。こちら清滝きよたき一門で俺の先輩に当たる人。有名だから知ってると思うけど、女流タイトルを二つも持ってるんだ」

「空そら銀ぎん子こです。九く頭ず竜りゅう先生には、内弟子時代から大変お世話になっております」

　さっきまで赤ちゃんみたいな口調だったのにしっかりと立て直して、姉弟子は短いけど丁寧な挨拶をした。

　俺は小声で突っ込む。

「……いつもは『私が世話してあげた』って言うのに、今日はしおらしいですね姉弟子？」


「ばか…………あの、すみません。突然押しかけてしまって。しかも手ぶらで……」



　俺に囁ささやき返してから、申し訳なさそうにする姉弟子。

　そんな様子をずっとニコニコ見ていた母さんは、

「いいのいいの！　こうして息子と一緒に家に来て、ちゃんと挨拶してくれるのが、何よりのお土産なんだから」

　本当に嬉しそうにそう言うと、並んで立ってる俺と姉弟子を眺めて、

「八一が初めて家に連れて来た女の子だもの。お母さん、夢だったのよ？　息子のカノジョに挨拶してもらうのって」

「「か、彼女じゃないから!!」」

　姉弟子と俺の声がハモッた。





[image: ]　　隠し味






「銀子ちゃんは八一に料理を作ってくれたりしてるの？」

　台所に並んで立つ私に、八一のお母さんはニコニコと尋たずねてくる。

「したことはありますけど……私の料理は舌に合わないみたいです」

「そうなの？　じゃあここで作って見せて！　おばさん息子のカノジョと一緒に料理をするのが夢だったの！」

「か、彼女じゃないですし！」

　八一はここで私に何か見せたいものがあるらしく、準備が必要だとかで家を出て行ってしまったので、私はおばさんと二人きり。

　何もしないのも気まずいので「お手伝いさせてください」と申し出ると、じゃあ一緒に料理をということになった。

　正直、ホッとした。

　家事の中で料理は得意分野だ。これがたとえば「じゃあせっかくだからエアコンの掃除でもしてもらおうかしら」とか「カーペットに付着した染みを抜いて」とか「屛風びょうぶの虎とらを追い出してみよ」とかだったら大変だった。やりかたがわからない。家事のできない女だとは思われたくはなかった。他意たいは無い。相手が八一のお母さんだからとか弟子の小学生に負けたくないとかは関係ない。ただ女としてのプライドの問題だ。

　……は？　冷静ですけど？

「八一の好きな味をおばさんが銀子ちゃんに伝授してあげるわ。で、最初は銀子ちゃんが作ったことは黙っておきましょう。後からバラして驚かせるの！　うふふふ」

　ふむ……。

　八一は何の根拠も無く私が料理下手だと思い込んでるけど、それなら正当に味の評価をさせることができるだろう。


『やっぱお袋の味が一番だな～。あいの料理よりぜんぜん美味おいしいなぁ～……えっ!?　これ姉弟子が作ったの!?　ウマすぎッ!!』




　…………悪くないわね。



　別に八一を喜ばせるためじゃない。地元に来てから何かと調子に乗ってるあいつを驚かせて誰が上かを思い出させてやるためよ。

「じゃあ……作ります」

　お借りしたエプロンの紐をきゅっと締めて気合いを入れると、私は手早く調理をこなしていく。今日のレシピは肉じゃがだ。家庭料理って感じでしょ？

「ふむふむ。なかなか手際がいいわね銀子ちゃん」

「当然です。棋士は指先に神経を集中するので手先が器用ですから」

　褒ほめられて気分が良くなった私は、鼻歌と共に野菜を切りながら、

「ところで……息子さんは普段、私について何か言ってます？」

「全然」

「……」

「あいちゃんのことは、よく電話で聞くのよ。小さい子の育て方を質問されたりね。でも銀子ちゃんのことは全く喋しゃべらなくて。だから会えてとっても嬉しいし……銀子ちゃんを一目見て、あの子が喋らない理由もわかったわ。ふふふ」

「そう……ですか」

　別にショックなんて受けてない。八一がロリコンだってことは前から知ってたし。

　そうこうしているうちに料理も終盤。甘辛く味付けして、煮込む。将棋でいえば敵玉てきぎょくに詰めろがかかったあたりだ。ここまでは完璧。

　さあ、最後に隠し味を──

「待って銀子ちゃん」

　冷蔵庫から取り出した隠し味を鍋目掛けて投入しようとしていた私の手を摑つかんで、おばさんは問とい糾ただす。


「どうして肉じゃがに…………野菜ジュースを入れようとしてるの？」



「……隠し味です。もっと栄養が取れて、完璧な料理になるかと思って」

　答えを聞いたおばさんは苦笑いを浮かべて、

「そういう場合はサラダを添えればいいのよ。ジュースなんて入れたら料理が壊れちゃうわ」

「あっ」

　なんて単純な解決策。

　──途中までは完璧だったのに、どうしてこう……。

　その瞬間、薄れかけていた苦い記憶がフラッシュバックする。

　台所。

　包丁。

　最後の最後で失敗した、あの将棋のことが。


「…………ああ……また……」



「ど、どうしたの銀子ちゃん!?　もしかして……泣いてる!?　おばさんひどいこと言っちゃったかしら!?」


「…………いえ……」



　目の奥が熱い。右手が震える……あの敗戦の痛みはまだ癒いえてなかった。薄皮が剝はがれればすぐにこうして血が流れる。


「いつも……いつも、こうなんです。将棋でも…………もうちょっとで勝てるのに、そこで余計なことをして……」



「八一が急に銀子ちゃんを連れて帰って来るって言うから、どうしたのかと思ったけど……何か悩みがあるのね？　おばさんでよければ聞くわよ？」


「…………」



　ぐじっ、と洟はなを啜り、涙を手で拭ってから、ポツポツと語り始める。

「……私は、八一みたいに独創的な手を指せるわけじゃないんです。本に書いてあることをそのままなぞって……名人とか、強い人の真似まねをして……」

　初めて会った主婦に何をグチっているんだと自分でも不思議に思うけど、言葉が溢あふれて止まらない。

　誰かに聞いて欲しかった。


「でも、私なんかが名人みたいにできるわけがなくて……たまに頑張って新しん手てを出そうとしても、今みたいに料理そのものをブチ壊すようなことをしちゃう。センスが無いんです。人の真似をするのが精一杯せいいっぱい…………こんな私が……プロになんてなれるわけ……ない……」



　八一のお母さんは、私の弱音を黙って聞いてくれて。

　そして急にこんなことを言い出した。

「銀子ちゃん」

「はい？」

「肉じゃがを最初に作った人の名前、知ってる？」

「……はい？」

「じゃあ玉子焼きは？」


「あ、あの………………ごめんなさい。知りません……」



「でしょ？　私も知らない」

「……」

「でも肉じゃがも玉子焼きも、有名料理人しか作れないような斬新な料理より、遙かに多くの人の役に立ってるわよね？　少なくとも私は、誰でも作れるような普通の料理だけで立派に家族の胃袋を満たしてきた自信がある」

　八一のお母さんはそう言って「えへん！」と胸を張ると、

「おばさんは将棋のことはわからないわ。けど将棋にもきっと、肉じゃがとか玉子焼きみたいな、戦法？　が、あるんじゃない？」

「あ……」

　言われてみれば確かにそうだ。

　天才の考えた独創的な戦法が一世いっせいを風ふう靡びし、棋き界かいの勢力図を書き換えることはある。

　けれどそんな戦法は、私が将棋を指してきたこの十年ちょっとの期間ですら生き残ることはできなかった。

　結局は昔から指されてきた戦法に回かい帰きする。

　矢や倉ぐら、角かく換がわり、相あい掛がかり、横よこ歩ふ取どり、それに雁がん木ぎ……居い飛び車しゃ党のトップですら、そんな大昔の名も無い棋士が指し始めた戦法を改良して使い続けている。

　釈迦堂しゃかんど先生や師匠のように、若手から『古い』と侮られつつも、自分だけの研究を続けて、自分だけの将棋で戦い続ける棋士がいる。

　ファンや若手棋士は一番強い人しか……どんな戦法でも指せる名人だけしか見ないけど。

　棋史に名前は残らなくても、タイトル戦に出ることはなくても、尊敬すべき人々がいる。

　それがプロだ。

　私の目指す存在だ。

「ほら。銀子ちゃんの作った肉じゃがよ。味見してごらんなさい」


「…………おいしい」



「ね。美味しい」

　おばさんはニコッと笑う。

　八一の笑顔とそっくりだった。

「奇抜なことはしなくていいの。当たり前のことをするだけで美味しい料理は作れるし、あなたが作れば自然とそれがあなたの味になる」

　私の……味に……。

「レシピ通り？　上等じゃない！　冷蔵庫にレシピ通りの材料が揃そろってることがどれだけすごいことか、主婦になればきっとわかるわ。あり合わせの物で家族の腹を立派に満たすのが主婦の腕の見せ所よ！」

「すごい……ですね」

「ふふふ。おばさんのことを単なる主婦だと侮っていたわね？」

「いえ、そんなことは──」

「確かに私は単なる主婦よ。でも家庭に入るっていうのは、一生を家族のために捧げるということでもあるの。八一や銀子ちゃんが内弟子になって将棋に一生を捧げようとしているように」

「ッ……!!」

　優しい口調なのに……ううん、優しくて柔らかかったからこそ、その言葉は容赦なく私の心の甘い部分を貫いた。

「何かに一生を捧げるなんて、そんなに特別なことじゃないの。誰だって自分のやりたいことを犠牲にして、他の何かのために人生を費やしてる。夫や舅しゅうとや息子たちのために一日も休まず家事を二十年以上続けてきた私みたいに」

　……将棋しかないと思ってた。

　プロ棋士になれない人生になんて、何の意味もないと。将棋が弱かったら生きてる価値なんてないと。だから三段リーグで昇段が絶望的になったとき、死のうとした。

　他の職業に敬意を抱いてないわけじゃない。

　でも……私は知らず知らずのうちに傲慢ごうまんになってた。『奨励会は地獄』とか『史上初の女性三段』とか言われて、人よりも遙はるかに努力してるようなつもりになって。

　それが自分の心の弱さに繫がった。

　才能を理由にして、単に自分の努力不足で負けたことから目を背そむけてた。戦い続けることから逃げてた。

　私は負けたショックで丸二日間、将棋から逃げてる。

　でも八一のお母さんが一日でも育児を放棄していたら、八一は赤ちゃんの頃に死んじゃってただろう。

　負けただけで死にたがるような人間に何が成せる？

「おばさんは男の子だけ三人も育てたから、男の子を育てるプロを名乗ってもいいわよね？」

「はい。その資格は十分にあると思います」

「じゃあプロの意見を言わせてもらうわ」

　おばさんは私の耳に口を寄せると、重大な秘密を打ち明けるかのようにこう言った。

「男の子ってね？　好きな女の子のことは隠したがるの！」




　夜になると八一やお父さんも帰って来て、みんなで食卓を囲んだ。

「いやいやいや！　ようこそお越しくださいました！」

　八一のお父さんはさっそく一人でビールをぐいぐい飲みながら上機嫌。

　去年の秋に竜王戦第四局の前夜祭（あれが本当に将棋の前夜祭だったかは議論が必要ね……）で見かけた頃より瘦せて、おまけに真っ黒に日焼けしてるから、最初は同じ人とは思えなかったほどだ。

「それにしても八一。どうして今まで紹介してくれなかったんだ？　父さん《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》の大ファンなんだぞ！」

「こうして連れて来たからいいだろ？　こっちにも色々と事情があるんだよ」

　面倒臭そうに答える八一。


　おばさんは『ほらね？』みたいな表情でウィンクしてくる。ちょっ……やめてください。



　八一がこっちを見て不思議そうに、

「どうしました姉弟子？　顔が真まっ赤かですけど？　日焼け？」

「うるさい」

　ばか、という言葉は親おや御ごさんの前ではさすがに飲み込んだ。……ばか。

「にしても親父。兄貴と一緒に『ひな鶴』で働くって言ってたのに、農業するなんて思い切ったね？　かなりいい条件で雇ってもらえるはずだったんだろ？」

「まあ、父さんにもプライドがあったということだな」

　おじさんはビールをお代わりしつつ、

「さすがに息子の弟子のご家族に頼りっぱなしというのでは情けないだろう？　それに……父さん、すごい発見しちゃってな！」

「発見？」

「爺ちゃんの作ってた米な。あれ、新品種っぽいんだ」

「「えええっ!?」」

　八一も私もビックリして思わず声を上げる。

　内弟子時代に食べてたお米が？　本当に？

「『龍りゅうの瞳ひとみ』という米をご存知ですかな？　粒が大きく、非常に高級なブランド米として知られてますが、品種としてはコシヒカリの突然変異です」

「は、はあ……」

「爺さんのもコシヒカリでしたが、粒の大きい物を選びながら自分で改良していたようでね。やり方によっては『龍の瞳』のようなブランド米に育て上げて、ビジネスとして成功することも夢じゃない」

　ビールをぐいっと飲み干すと、ギラギラした目でおじさんは言った。

「だから父さんも作ろうと思うんだ……『竜王の瞳』を!!」

「息子で商売する気マンマンじゃねーか!!　プライドどこ行ったんだよ!?」

「頼む八一！　今年だけでいい……今年だけでいいから竜王を防衛してくれ!!　父さんの脱サラ計画を助けてくれ!!」

「タイトルなんてそうそう何度も都合良く防衛できるもんじゃねーよ！　ですよね姉弟子!?」

「私は防衛し続けてるけど？」

「さすがは空さん！　第二弾で『福井の白雪姫』というブランドも作る予定ですから、ぜひパッケージにお写真を──」

「サラッと姉弟子も巻き込むな！　ダメに決まってんだろ！　……ったく、だから親父には会わせたくなかったんだ……」

「農家がダメになったら父さんユーチューバーになるぞ!?　どうせもう後がないんだから何だってやってやる！　『どうも。クズパパＴＶ、クズ竜王の親父です。イェイイェイ♪』ってお前の使ってた部屋から動画配信してやるからな!?」

「んなことしたら親子の縁を切ってやる！　逆勘当だ!!」

「はいはいはい。お米が炊けたから夕飯にするわよ」

　おばさんが立ち上がって台所に向かう。親子で取っ組み合いのケンカをしてるけど、特に気にした様子もない。

　私も夕食の準備を手伝った。自分の作った料理は自分で運びたい……八一、おいしいって言ってくれるかな？　ま、まあ別にどうでもいいんだけど？　そわそわ……。

「あれ？　この香り……」

　お茶碗ちゃわんにお米をよそって運ぶ途中、私はあることに気付いた。

「わかりますか!?　爺さんの作った米が玄米で残してありましてね。八一が空さんを連れて帰って来るって聞いて、農協で精米して来たんです」

　ビール瓶を握り締めて息子と戦っていたおじさんが嬉しそうに言う。

　私の作った料理に八一がどんな反応をするか気になったけど……それよりもまず、お米だけを味わってみたいと思った。亡くなってしまったお祖父じいさんを偲しのぶ意味でも。

「「いただきます」」

　四人で手を合わせて、お米を頂く。

　口に含むと、甘味や香りと一緒に、記憶が膨らんでいった。

「……師匠の家で、四人で食べてた味ね。懐かしい」

　私がそう囁くと、八一も無言で頷く……目が少し潤うるんでた。

　初めて八一と食卓を囲んだ時を思い出す。そういえばあの時も、おじいさんの話をしてたっけ。田んぼでプロポーズとか不思議なことも言ってた気がするけど……。

「八一」

　お箸はしを置くと、おじさんはさっきまでのテンションが噓うそだったかのように、静かに語り始めた。

「お前も知ってると思うが、うちの田んぼは大きな機械を入れられないから維持が本当に大変なんだ。それでも爺さんが死ぬまで農業を続けてたのは──」

「わかってる。プロになれなかったら農家になれってことだろ？」

「違うよ」

「え？」

「プレッシャーになるから葬式の時にもお前には言わなかったがな……爺さんは、お前がプロになるって信じてたよ。誰よりも信じてた」

「どう……して……？」

「『あんな立派な先生が内弟子にまでしてくださったんやから、八一は絶対プロになる』って」


「っ!!　…………おじいちゃんが……」



「それとな。仮にプロになれなくても、どのみちあの田んぼはお前のものじゃない」

　おじさんは厳しい声で言った。

「父さんも母さんも、清滝先生に内弟子にしていただいた時から、お前は清滝家の息子になったと思ってる。だからお前の本当の家族は、そちらにいらっしゃる空銀子さんだ」


「「ッ……！」」



　言葉に詰まる八一。私も同じように、驚きに息を飲む。

「ここはもうお前の家じゃない。あの田んぼも、お前には渡さん」

　八一のお父さんもお母さんも、私は内弟子時代に一度も大阪で会ったことがなかった。

　中学生棋士になったお祝いにも、竜王の就位式にすら来ていない。

　その理由が今ようやくわかった。

　きっとそれは、毎日会いに来るよりも大変なことだったと思う。

「でもな？　それで八一との関係が切れたわけじゃないぞ？」

「え……？」

「竜王戦で名人を相手に必死に戦う八一を見て……順位戦で深夜まで戦う清滝先生を、女流名みょう跡せきを相手に必死に喰らいつく桂けい香かさんを、鼻血を出しながら盤に向かうあいちゃんを……それから夜や叉しゃ神じん天衣あいちゃんと空さんの番勝負を見たからこそ、父さんは新しいことに挑戦できたんだ！　泥臭く粘り強く……文字通り、泥にまみれて働く覚悟が！」

　今までで一番優しい声で。

　そして今までで一番父親らしい姿で、おじさんは言う。

「だから父さん勝手に清滝一門に入門したと思ってる！　空さんも、今度は一門のみんなで収穫に来てください。秋にはきっと立派な稲穂を実らせてみせますから」

　ああ……そうか。

　この人は最初から知ってたんだ。どうして八一が私をここへ連れて来たかを。

　秋。

　それは三段リーグが終わりを迎える、収穫の季節だから。





[image: ]　　手を放したのは






「目を閉じて行くの？」

「そう。驚かせたいから」

　玄関先で躊躇ちゅうちょする私に、八一は優しく手を伸ばす。

「そんなに距離があるわけじゃないですから。さあ」

　外はもう真っ暗だ。都会暮らしの私が体験したこともないような闇が口を開けている。


「…………」



　差し出された掌てのひらに自分の手を重ねて、少し躊躇ためらってから……私は目を閉じた。

　八一が優しく手を引いてくれる。

　でもやっぱり怖い。何も見えないまま知らない場所を歩くのは。

「大丈夫。ゆっくり歩いて行こう」


　その声と、手の感触だけを頼りに、一歩一歩前に進んで行く────









　奨励会受験に失敗した私は、病気のこともあって一年間を棒に振った。

　その一年で八一はもう手の届かない場所へ行ってしまっていた。

　神鍋かんなべ歩夢あゆむ１級。

　九頭竜八一２級。

　私が６級で奨励会に入った時、二人は東西にわかれていたけど互いに意識しつつ順調に出世していた。停滞していた八一は一年かけて壁を破ったのだ。

　この頃になると、八一と家でＶＳをしても私の勝率は三割程度にまで落ちていた。しかも持ち時間が長くなればなるほど勝てない。

　奨励会でも私はなかなか勝てないでいた。

　級位者は例会で一日三局指す。でも三局目になると身体が熱を持ちすぎて目が霞かすみ……いつまたあの胸の痛みが襲ってくるか、その恐怖で将棋どころじゃなかった。

　周囲も私を腫はれ物もののように扱い、なるべく関わらないようにしてたから、練習将棋を指す相手にも困る始末だ。

　一方で、壁を乗り越える術すべを身に付けた八一は私を置いてどんどん先へと進んでいく。

　──どうしよう!?　どうすればいい!?

　負けるたびに癇癪かんしゃくを起こす私を、師匠はこう言って慰なぐさめた。

「大丈夫や銀子。焦あせらずゆっくり強くなればええ。お前はまだ十歳やないか」

　──もう十歳だよ……。

　焦るなと言われたって無理だ。本来なら七歳で奨励会に入っていたはずなのに……そこから三年間、全く成長できていないように思えた。

　焦った私が何をしたかというと──

「女流棋戦に出るやと？」

「女王戦と女流玉座じょりゅうぎょくざ戦は、女性なら奨励会員にも出場資格があるでしょ？」

「それはそうやが……」

『奨励会員は華やかな場所に出ずひたすら日陰で修業すべし』という古い考えの師匠が反対するのはわかりきっていた。

『将棋の神様に嫌われる』

　そう言って反対される。いつものことだ。

　だから論破する材料を揃えていた。

「月に二回の例会だけじゃ真剣勝負の場所が足りないの。師匠が奨励会員の時とは競争のレベルが違う。他の奨励会員はみんなプロと研究会をやったりしてるけど私は女だから誘ってもらえないし、将棋を指しても厳しい意見を言ってもらえないもん！」

「……そういう面もあるか」

　チョロい。

　こうして小学五年生の夏、マイナビ女子オープンチャレンジマッチに出場することになった。




「銀子ちゃん、女王戦に出るの？」

　子供部屋で八一と練習将棋を指していると、突然そのことを尋ねられた。

「そうよ。夏休みで暇ひまだし」

　私は噓をついた。本当は八一に追い抜かれて悔しいからだ。

「私が先にタイトル保持者ホルダーになったら、どうする？」

「うーん……自慢する！」

　盤から目を離さないまま、年上の弟おとうと弟子でしはそう答えた。私は不満だった。もっと焦って欲しかった。

　この時、八一は中学一年生。

　詰め襟の制服を着て、背も伸びて、初段に入品にゅうぼんしていた。


　将棋にはますます力強さが増し、関西将棋界では『もしかして四人目の中学生棋士もあるんじゃ……？』と囁かれ始めていた頃だ。



　とはいえこの時期の関西は完全に関東に押されていたし、八一の棋風は変態的な受け将棋だったから、矢倉や横歩取りの定跡型が大流行していた当時の将棋界では完全にイロモノ扱いされていた。

　そういう意味では『固く囲って細い攻めを繫げる』現代将棋の申し子のような神鍋歩夢二段の方が高く評価されていたし、実際のところ三段に上がるのがあと一ヶ月でも早かったらギリギリで中学生棋士になっていた可能性も高かったと思う。

　しかしニューヒーローは生まれなかった。

　この時期の将棋界は、どこか停滞感が漂っていたように思う。タイトル戦では名人が三冠以上を保持する期間が続き、『衰えた』という評価を一蹴いっしゅう。

　むしろ名人のすぐ下の世代が衰えを見せ始めたことで、その驚異の実力は将棋界を超えて世間の注目を集めていた。

　本屋に行けば名人の出した新書がベストセラーの棚に並び、若手の棋士は名人の将棋だけではなく、その勉強方法すら真似をした。『将棋の神様に愛される行為』とは即ち名人と同じように振る舞うことであり、必然的に居飛車の研究将棋が増えた。

　神の統治する安定的な将棋界。

　それほどに名人の力は圧倒的で……人々は半ば本気でこの状況が永遠に続くと思っていた。

　とはいえ変化がなかったわけじゃない。

　振り飛車で『角交換かくこうかん四し間けん飛び車しゃ』という振り飛車側から角交換を仕掛ける戦法が指され始めるようになったのは大きな変化だろう。

　昔は居飛車党の振り飛車対策として『振り飛車には角交換』と言われていたのに、そういった古い常識を打破するような変革も起こってはいたのだ。

　そして……プロ棋士が初めてコンピューターに敗れたのも、この年の出来事だった。

　プロ棋界がそういう状況にあったため、世間の目が女流棋戦に向けられやすい下地が整っていたんだろう。

　要するに将棋界は、名人に代わるニューヒーローを探していた。

　若くて、将棋のイメージを変えるような、わかりやすいアイドルを。

　だからチャレンジマッチを通過した私が一斉予選に駒を進めると、一部の将棋ファンが騒ぎ始めた。

「誰だあの幼女？」

「ほら、最年少で小学生名人になったあの子だよ。大阪の……」

「しばらく姿を見なかったけど、奨励会に入ってたんだな」

「かわいいし強いし、推してみようかな」

「俺も俺も。個人スポンサーはたまよんに突っ込もうと思ってたけど、あの子応援するわ」

　マイナビ女子オープン一斉予選。

　名物である個人スポンサーを誰よりも多く獲得したのは、女流アマ名人から女流棋士へ転身した鹿路庭ろくろば珠たま代よというアイドルみたいなルックスの女子高生……ではなく。

　その鹿路庭と対局することになった小学生だった。

　つまり私。


「は、反則でしょ……こんな…………銀髪ロリが出てくるなんて聞いてねぇっつーの……！」



　鹿路庭珠代は歯は軋ぎしりしながら悔しがっていた。結果的に私がこいつの人気を吸い上げる形になったのは間違いない。

　けれど私にとってそんなことはどうでもよかった。

　──ああ！　たのしいっ！

　久しぶりに伸び伸びと将棋を指せる喜びに、ただただ浸ひたっていたかった。

　女流の将棋は奨励会と違って、相手のやりたいことを先回りして潰つぶし合うような凄惨せいさんさがない。相手が何をやって来るかなんてお構いなし。お互いに自分が好きな戦法を指して、全く嚙み合わないまま何となく勝負が付くみたいな。

　そんな将棋、一万回やったって負ける気がしない。


「あの小学生マジでつえぇ……！」



「人気でも実力でも完全に他を圧倒してるじゃないか！」

「このままもしタイトルを獲るなんてことになったら……とんでもないことになるぞ……」

　一斉予選を通過した私は、押し寄せる取材に気前よく応じた。

　師匠は「修行中の身で……」とか言ってたけど、私の出た記事は全部スクラップしてたし、一番弟子がテレビに出たおかげで道場のお客さんも増えた。だから私は師匠孝行をしたつもりになっていた。

　つまり、浮かれていたのだ。

　その後にどんな報むくいを受けるかも知らず。




　最初の報いは、人の形をした化け物との戦いだった。

　祭神さいのかみ雷いか。

　中学一年生のアマチュアだったあの怪物とは、本戦の二回戦で当たった。

「イヒヒヒヒ！　うっひゃひゃひゃひゃひゃひゃらああああああ!!」


「くッ……！　は、速い……!!」



「イイねぇイイねぇ白髪しらがちゃん！　こっち、女相手に初めてイケそうだよぉ！」

　千駄ヶ谷にある将棋会館の特別対局室で初めて盤を挟んだその時からもう、あいつは誰よりも危険で異常だった。

　明らかに思いつきで振っただけの飛車から繰り出される大捌おおさばきの数々。サーカスのようなその将棋に、ついて行くのがやっとだった。

　ほぼ全ての着手がノータイム。なのにこちらの予想もしなかったところに手が届く。自分とは違う物が見えているのではという、あの嫌な感覚。

　──こいつ……まさか、八一や歩夢くんと同じ……!?

　釣られる形で早指しを続けていた私だったけど、化け物の速度についていけず、次第に持ち時間を減らしていく。

　それが相手の作戦なのかと思ったけど──


「チッ！　もーちょっとでイケそうだってのに……イライラさせんなよクソガキャァァァァァァァァァァァ──────ッッ!!」



　あの怪物は時間責めをするつもりなど毛頭もうとうなかった。

　ただひたすら自分の思考スピードのままに指を動かしていただけ。

　そのことを理解せず、私は残り時間のほぼ全てを投入してフィニッシュブローを放つ。

　──読み切ったッ!!　これで私の勝ち!!

　そして事件は起こった。

　祭神雷はノータイムで私の読み通りの手を指す。そして取った駒を鋭い手つきで駒台に置いた。

　私の駒台に。


「……………………は？」



「あーあ。遂ついにやっちゃった。お手つきだぁ」

　つまらなそうにそう言って化け物は投とう了りょうした。

　取った駒を相手の駒台に載せるという、前代ぜんだい未み聞もんの反則。

　最初は、追い詰められた祭神雷が混乱してそんな反則を犯したのだと思った。得てして反則とは追い詰められた側がする。


　けれど深く読むうちに…………私は自分が読み負けていたことを悟った。



「あっ……!?　こ、こんな変化が潜んで……？」

　自分が優勢だと思っていた局面。

　これで勝ちになったと思った、快心の一手。

　それが数手進んでみれば、自分の手を鮮やかに上回る返し技が潜んでいた。祭神雷はその数手先の局面を盤上に出現させたのだ。

　──読んでいた!?　私の遙か先を……全く時間を使わずに!?

　信じられない思いで盤上を見下ろし続けていると、《捌きのイカヅチ》は骨が折れてるんじゃないかと思えるほど首を曲げたまま私の顔を下から覗のぞき込み、こう吐き捨てた。

「遅ノロいんだよ。ニセモノ」

　こうして私は負け将棋を拾った。

　そして一瞬でも勝てたことにホッとしてしまった自分を思い出すたびに、激しい自己嫌悪に襲われることになる。




　続く本戦準決勝。

　相手の供御飯くぐい万智まち山城やましろ桜おう花かとは、公式戦ではもちろん初めて当たる。

　でもお互いに理解していた。

　これがリベンジマッチだということを。

「今度こそ嬲なぶり殺ごろす」

「また頓死させてあげる」

　私はそう言ったけど、頓死はさせられなかった。

　振り飛車穴熊あなぐまに組んで最後の一手詰めまで粘り続けた《嬲り殺しの万智》は、あの頃よりも確実に強く、しぶとくなっていたから。

「やれやれどすなぁ。タイトルは獲れても銀子ちゃんには勝てぬわ」

　投了後。

　さばさばした様子でそう語る中学三年生の山城桜花は、奇妙なことを言い出した。

「ところで銀子ちゃん。挑戦者決定戦進出のお祝いに、こなた、銀子ちゃんにピッタリの異名をプレゼントさせていただきやす」

「い……みょう？」

「強い棋士には自然と付くものどすが……ほれ、こなたは記者志望ゆえ『この棋士の異名は自分が付けたんや～』って後から自慢したいのどすー」

「いえ、別に──」

　いらない。

　と言う前にもう万智さんはそれを口に出していた。ちょうど入って来た記者たちの前で。

「《浪速の白雪姫》……いかがどす？」

　人を化かす狐きつねのように口の端をニタリと上げて、その女は唱えたのだ。私を永久に縛り続ける呪のろいの言葉を。

　ね？　だから言ったでしょ？

　私はあの人が嫌いだし、今でも一番危険だと思ってるって。




　挑戦者決定戦で待っていたのは《エターナルクイーン》釈迦堂里奈りな。当時は女流二冠。

「鋼介こうすけさんも人が悪い」

　その人は、私を見てウキウキしているようだった。

「女に興味がないようなふりをしながら、手元でこんな上玉じょうだまを育てていたとは……相変わらずズルい人だ」

　私に初めて女性プロ棋士を意識させた女流棋界のレジェンドは、届いたばかりの新しい服に袖を通したくて堪たまらないといったふうに、いそいそと駒を並べ始める。

「白雪姫。その才、計らせてもらう」

　釈迦堂先生の将棋は、形としては古かった。

　けれどその古い形から繰り出される芸術的とも呼べる受けは、これまで戦った女流棋士の誰とも違った。

　──この人しか知らない形勢判断があるのか……。

　長く戦ってきた棋士には、本人だけが持ち続けてきたテーマというものがある。秘密の研究と言っていい。

《エターナルクイーン》が君臨し続ける理由は、きっとそれだ。

　──知らず知らずのうちに引き摺ずり込まれると……負ける！

　女流棋戦で初めて私は奨励会の指し方を使った。相手のやりたい手を先回りして潰す！

「……素晴らしい。ようやく……ようやく見つけた……」

　嬉しそうに投了する女流棋界のレジェンドに、感想戦をするより早く私はこう尋ねていた。

「釈迦堂先生」

「何か？」

「私の才能は歩夢くんと……神鍋二段と比べて、どうでしょう？」

「不ふ遜そんだな」

「ッ……」

「我が愛まな弟子でしはいずれ名人かみとなるべき器。プロになれるかどうかのボーダーにいるような才能と比べられるものではない」

　それは叱責しっせきの形を取った称賛しょうさんだった。

「私が……プロになれるかもしれないと……？」

「やっと出会えたよ。余よの夢を叶かなえてくれる逸材いつざいに」

　釈迦堂先生は愛いとおしそうに私を見詰める。

　部屋の外からは、報道陣が押し寄せてくる津波のような足音が聞こえ始めていた。

「タイトルを獲れば公務で東京とうきょうへ出る機会も増えよう。もしその気があるのなら、余の城で研究会をしよう。親交のあるプロ棋士も誘ってな」

「っ……!!　ありがとうございます！」

　勝つことで、どんどん世界が広がっていく。

　檻おりの中に閉じ込められていた私にとってそれは抗あらがい難い魅力だった。

「最初の研究会は……六月の、この日でどうかな？」

　いそいそと手帳を広げながら釈迦堂先生は提案してくる。

「六月？　あの、釈迦堂先生。お言葉ですが女王戦は四月から始まって、七月まで予定が──」

「ストレートで獲れば五月中には終わるだろう？」


「ッ……！」



「ガッカリさせないでおくれよ？　せっかく立てた研究会の予定をキャンセルしたくはないのでな……」

　目の前に甘い甘いお菓子を差し出された子供は、もうそれしか見えない。




　第７期マイナビ女子オープン女王戦。

　五番勝負の第一局は《茨いばら姫ひめ》の地元である水戸みとから始まった。

「久しぶり。小学生名人戦以来ね」

『女王』と『女流玉座』。

　女流棋士にとって最上位のタイトルを独占する花立はなだち薊あざみ女流二冠は、私が小学生名人戦で優勝した時に聞き手をしていた女性だった。

「奨励会に入った銀子ちゃんと、まさか女流棋戦で戦うなんて思わなかったわ。どう？　プロ棋士にはなれそうかしら？」

　軽い挑発も含まれていたんだろう。

　挑戦者だけが注目される状況に、タイトル保持者として苛いら立だちがあったのかもしれない。

　駒を並べながら私は答えた。

「そんな甘いもんじゃないよ」

「ッ……!!」

　その返事はカウンターとなって花立さんの柔らかい部分を刺した。

　私にとって女王のタイトルは、上へ行くための鍵。

　しかも《茨姫》という強敵からストレートで獲らなければいけない。

　それを『甘いもんじゃない』と表現したつもりだった。相手を侮る気持ちは一切ない。

　けど花立さんは盤外の騒ぎに苛立ち、小学生の挑戦者を侮り、そして挑発に失敗した。

　私は、目の前の将棋とだけ戦っていた。

　花立さんは目に見えないものとまで戦おうとしていた。

《茨姫》の棋風は受け。心が乱れた状態で正確に受け続けて勝つのは難しい。

　戦いの結末は始まる前からほぼ決まっていた。

　先手を引いた私が短たん手て数すうで勝利すると、その日の夕方と翌朝のトップニュースで、対局のことがこう報じられた。

『《浪速の白雪姫》、将棋の女王に圧倒的勝利！』




　第二局は東京で行われたから前局を遙かに上回る報道陣が詰めかけ、将棋界は反響の大きさにお祭り騒ぎとなった。

　対局に集中していたのは、たぶん私だけ。

　先手番を絶対に落とせないと気負った花立さんは棋風に反する無理攻めをして自滅。

　プロ棋士や女流棋士は、私と一度も会ったことがないような人ほどテレビや新聞で私のことを笑顔でコメントし……逆に師匠と桂香さんは私の身体がタイトル戦に耐えられるかをとにかく心配して、日に日にやつれていった。




　そして第三局。

　私の地元の大阪、しかも勝てば女王奪取とあって、盛り上がりは頂点に達する。

『報道陣が入りきらない』という理由で急遽きゅうきょ、対局場が関西将棋会館から天満橋てんまばしの超高級ホテルに変更となったその一局は、もう将棋ですらなかった。

　ホテルをぐるりと取り囲む中継車。テレビカメラ。そして《浪速の白雪姫》を一目見ようと押し寄せる、将棋ファンでも何でもない人々。

　対局開始時と休憩明けには府知事や大阪市長といった偉い人たちがズラリと顔を揃えて見学に入り、しかもその誰もが私の写真を撮っていく。

　私だけを。


「………………」



　上座に座る花立女王はまるで床の間に飾られた置物のように扱われ、盤の前でずっと俯うつむいて黙っていた。邪魔者扱いすらされながら。

「おい！　狭いんだから押すなよ!!」

「女王！　後ろに回り込めないんでもうちょっと前に座ってもらっていいですかね!?」

「チッ……頭が邪魔なんだよなぁ」

「これいつ終わるの？　ルックスで圧勝なんだから白雪姫の勝ちでいいっしょ（笑）」

「白雪姫ちゃ～ん！　笑顔笑顔～っ！」

　将棋以前に人間として基本的な礼儀すら知らない報道陣は、私の顔を撮るためだけに神聖な上座に回り込み、床とこの間まに尻餅をついてカメラを構え、女王の着物の裾を踏み、結い上げた髪をレンズでぐしゃぐしゃにした。

　その暴虐ぼうぎゃくの全てに黙って耐えていた花立さんはもう、私と視線を合わせようとも、話し掛けようともしない。

　そして先手の私が攻める姿勢を見せただけで、後手の《茨姫》は自らボロボロに崩れていった。

「負けました」

　それが《茨姫》がタイトル保持者として行った最後の仕事であり、この第三局で口にした唯一の言葉だった。

　こうして、何の見所みどころもないタイトル戦は終わった。

　けれど世間は大いに盛り上がった。『世紀の一戦』なんていう皮肉としか思えないような見出しで、読み切れないほど記事が出た。

　その後、花立さんは何度も挑んできたけど……年を経るごとに、そして私と戦う時だけ、どんどんおかしくなっていった。

　そして長期の休場。

　けれど結婚して、子供を産んで……先期の女流玉座戦で久しぶりに盤を挟んだ花立さんは、明るくて潑剌はつらつとしてて、とても手て強ごわかった。

　そのとき初めて私は、花立薊という棋士と将棋を指せたと思う。

「また負けちゃった！　でも、いい将棋だったわよね？」

　ペロリと舌を出しながら嬉しそうに感想戦をする《茨姫》に、私は心の底から「はい」と頷うなずいていた。




　話を、女王奪取の瞬間に戻す。

　その日は大阪の対局だったから、タイトル戦の下働きとして関西の奨励会員が駆り出されていた。

　記録係は飛ひ馬うまお兄ちゃん。

　そして大盤解説会の駒操作係には、九頭竜八一初段。

　対局自体はもう中盤で私の勝ちが見えてたから、最後まで解説しなかったらしい。お客さんも将棋より《浪速の白雪姫》を見たいっていう人ばっかりで、途中からは大盤を撤去して大きなスクリーンで対局室の様子を上映していた。

　だから終局時には八一の仕事はなくて……投了と同時に雪崩なだれみたいに部屋に入って来た報道陣や関係者の中に混ざっていたみたい。

　一度だけ、八一が私に呼びかける「銀子ちゃん」という声がしたような気がする。

　シャッター音やフラッシュがすごすぎてほとんど何も見えなかったし聞こえなかったから、私の聞き間違えかもしれないけど。

「空新女王。単独での記者会見がございますので会場へお願いします」

　感想戦は行われず、私だけが立ち上がった。

　海が割れるかのように、ザザザザッ！　と音を立てて、人々は私のために道を作る。

　床に正座していた将棋関係者の全てが、私に向かって頭を下げた。

　──タイトルを持つって、こういうことなんだ……。

　女流棋界の頂点に立って初めて見る景色。一瞬で虜とりこになった。それまでただの小学生だった女の子に、タイトルの権威を自分の実力だと勘違いさせるには、十分過ぎる演出だった。

　私は女王さまのように、その場の全てを睥睨へいげいして。

　そして八一は部屋の隅に正座して、私を仰ぎ見る。

　私は……。

　私はそれを『心地よい』と感じてしまった。

『どう？　私だってすごいでしょ？　見直した？』

　何も言わずに黙って正座している八一を見下ろしながら、私は記者会見を行うべく、声もかけずにその横をすり抜けていった。

　手を繫ぐこともなく、一人で。

　翌朝。ホテルの朝食会場に行くと、八一が隅のほうの席に一人で座ってご飯を食べていた。

　私が近づいていくと、戸惑ったような顔をする。

「あっ……」

「ん」

　私は当然、八一の前の席に腰を下ろす。

　対局者だからルームサービスを頼むこともできたけど、八一と食べようと思って。いつも家で一緒にご飯を食べているから自然なことだ。八一だってそのつもりでいると思ってたのに先に一人で食べちゃってたから文句を言ってやろうと思った。


　けど────



　八一は周囲を見回すと、背筋を伸ばして真面目まじめな表情を作り、こう挨拶してきたのだ。




「おはようございます。姉弟子」




　……最初、私は八一が冗談を言ってるんだと思った。

　だって『姉弟子』なんて一度も呼ばれたことない。敬語だって初めてだ。

　あっ、そうか。

　タイトルを獲ったことを茶化ちゃかすつもりね？　いいわ。乗ってあげる。

「おはよう弟弟子。さっそく敬語？　いい心がけね」

「ありがとうございます。今朝はいつもより整った服装をしてますね？　さっそく女王としての公務ですか？」

「そ。このあとまた記者会見があるから」

　お澄すましして答える。すごいでしょ？　もっとほめなさい。

　それから、府知事と大阪市長への表敬訪問があって、テレビ出演もして、いろんな栄誉賞ももらえるみたいだってことをペラペラと私は自慢した。

　八一はその全てを黙って聞いた後、

「おめでとうございます。これ、俺からのプレゼントです」

「そ。ありがと」

　ドキドキしながら、差し出された紙袋を開けてみる。

　中から出てきたのは……銀色のブローチだった。

　──かわいいっ!!

　八一が初めて自分から私にくれたプレゼント。

　きっと安物だ。

　けど私にとって、それはどんな高価な宝石よりもキラキラと輝いて見えた。

　記録係のお給料を貯ためて、そのお金で買ってくれたんだろう……今すぐ付けて、世界中の人に見せてあげたい！

　八一は恥ずかしそうに俯きながら、

「でも、もっとすごい贈り物をいっぱいもらえるんでしょうね……」

「もちろんよ。けどまあ、使ってあげてもいいわ。せっかく弟弟子がくれたものだしね」

　雪の結晶を象かたどったそれを見て、私はホッとしていた。

　──八一は私がタイトルを獲ったことを祝福してくれてる……！

　桂香さんからもらったカチューシャに、八一のくれたブローチを髪飾り風に付けて、私はルンルンと記者会見に臨んだ。

　白雪姫っぽいそれは報道陣から大絶賛。

「すごく似合ってますね！」

「かわいすぎます!!」

　褒められれば褒められるほど私は有頂天うちょうてんになっていった……けど、誰からもらったかは明かさない。二人だけの秘密にしておきたかったから。

　カメラのフラッシュを浴び続けながら、私は今後のプランを考えていた。

　まず、師匠と桂香さんに旅行か何かをプレゼントする。

　私は……そうだ！　釈迦堂先生の研究会に八一も連れて行こう！　歩夢くんもいるからちょうどいい。旅費は賞金の五百万円がある。二人で新幹線に乗ろう……。

　でも家に帰ってからも八一は私に敬語を使い続け、私のことを姉弟子と呼び続けた。

　何かが決定的に変わってしまっていた。

　そして望んでいなかった形に嚙み合った歯車は、それまでゆっくり進んでいた運命を、ギアチェンジさせたかのように加速させる。

　望んでいなかった方向へと。恐ろしい勢いで。




　私がマイナビを勝ち上がっていく中で、将棋界は急速に変わっていった。

　ネット中継の登場だ。

　もともとネット対戦を利用していたから、将棋ファンは高齢者でもネットと親和性がある。

　そこに今回の女王戦の盛り上がり。

　試しに全対局を中継してみたところ、驚くべき数字を叩たたき出した。若年層ではなく中年以上の、普通ならネットに拒否反応を示すような層に受け入れられたことも大きかった。

『将棋中継は金になる』

　そう思った新興ＩＴ企業が連盟と組み、関東の将棋会館内にスタジオを構えるようになるまで、そう時間はかからなかった。

　解説の機会が増えることは棋士や女流棋士の収入源が増えることを意味した。反論は誰からも上がらない。

　急速に整えられる中継環境。

　私と八一が師匠の名人戦をテレビで見ていた時からたった数年で、対局室はもう、誰にとってもオープンな場所になってしまった。

　普及しつつあったスマホや、それを利用したＳＮＳの発達と相まって、ライトな将棋ファンが急増していく。棋士の食べ物やルックスや個性……要するに将棋の内容以外に興味を持つ、新しいファンが。


　そして、そんなファンから最も視聴者数を稼げるのは────《浪速の白雪姫》。






「空銀子先生をぜひ女流玉座戦にも！」

　新設されたばかりの女流棋戦。

　そのスポンサー企業の役員が当時の将棋連盟会長と一緒に関西将棋会館を訪れたのは、私が女王を獲得した直後だった。

　先代会長は師匠の肩を揉もみながら、ねとねとした口調で言う。

「頼むよぉ清滝くぅん。この子にとっても悪い話じゃないだろぉう？」

　師匠の隣に座っている私を流し目で見つつ、永世位すら持つほどの大棋士だったというその老人は、気持ちが悪いほど親しげに振る舞っていた。

「しかし銀子は……この子は奨励会員でもあります。タイトルは一つ持つだけでも重い。幼いこの子にこれ以上の重みは……」

「奨励会員、ねぇ」

　先代会長は不気味な笑顔を浮かべながら、

「そういえばきみの一門にはもう一人、奨励会員がいたよねぇ？　それから娘さんは女流棋士を目指して研修会にいるんだっけぇ？　もし今、制度なんかが変わったら……動揺しちゃうのかなぁ？」

「会長！　弟子や娘のことは関係が──」

「……いいよ師匠。もともと出るつもりだったから」

「銀子！」

　私は女流玉座戦のアマ予選に出場して、当たり前のように勝ち進んでいった。

　マイナビの時のような楽しさは、もうなかったけれど。




　その後、師匠がいったい何をしたのかはわからない。

　ただそれまで連盟の運営から一歩引いた立場にあった月光つきみつ聖市せいいち九段がＡ級棋士のまま理事に立候補したことは、将棋界に地殻変動を発生させた。

「今の会長とはもう握手はできん。わしら関西は新会長を求める。誰よりも清廉せいれんで、誰よりも強い男を」

　長く関西枠の理事を務めていた《ナニワの帝王ドン》蔵ざ王おう達たつ雄お九段は、自らの後継者として月光九段を指名。

　そして名人がいち早く月光会長誕生に支持を表明したことでその動きは関東にも波及する。

　新たな会長が誕生し、理事会の顔ぶれも大きく変わった。

「空女王はタイトル保持者ではありますが、本質的には奨励会員であり、そもそも義務教育期間中です。露出は限定し、今は修業と勉学に励むべきでしょう」

　月光新会長の方針によって私への取材や出演依頼は激減した。




　ほぼ時を同じくして、一人の女流棋士がひっそりと引退を決めた。

　男鹿おがささり女流１級。

　京都きょうとに住んでたからそこまで交流はなかったけど、系統で言えば師匠の末の妹弟子で、つまり私の叔母おばに当たる。

　桂香さんや、その友達で研修生の香酔こうずい千せんさんといった同年代の女性が発起人となって、関西のみんなで『引退慰労会』という名前のお別れ会を開いた。

「どうしてやめちゃうの？」

　そこで初めてゆっくり話す機会を得た私は、男鹿さんにそう尋ねていた。

　そして男鹿さんは、まだまだ子供だった私のぶしつけな質問に腹を立てることもなく、正直な気持ちを語ってくれた。

「そうですね……銀子ちゃんがタイトルを獲得したのは、大きかったです」

「え？」

　自分がタイトルを獲ったから、他の誰かが将棋を捨てた。

　理解できない私に、男鹿さんは丁寧に教えてくれる。

「男鹿は中学一年生で女流棋士になりました。比較的早かったので期待もされましたし……自分自身、もうちょっとやれると思っていたんです。けど自分よりも遙かに若い子が圧倒的な強さで駆け上がって行った。もう追い越されるだけの存在になってしまったのだと悟ったら、続けるのがつらくなってしまったのです」

「わたしのせいで……将棋を捨てるの？」

　……もの凄くショックだった。

　タイトルを獲ったことで起きた他のどの出来事よりも、その事実は私にとって重かった……私はただ、八一を焦らせたかっただけなのに……。

「そんな顔をしないでください銀子ちゃん。早く見切りを付けることができて、男鹿は幸せかもしれません。自分にとってもっと大切なものを見つけられるかもしれないのですから」

「でも将棋以上に大切なものなんてある？」

「ありますよ」

「なに？」

「恋とか。結婚とか」

　こうして男鹿ささり女流初段（引退して一つ上がった）は、将棋を捨てて旅立って行った。

　別の大切なものを探しに。

　……と思ったら次の日になぜか関西将棋会館の事務局で仕事してるから「なにしてるの？」って尋ねると、

「会長の秘書として連盟に就職しました！　これからも男鹿をよろしくお願いいたしますね。空女王」

　その顔は女流棋士をやってる時よりも明らかに楽しそうで、幸せそうで。

　羨うらやましく思った私は祝福の言葉を述べた。

「リア充爆発しろ」

　って。




　急にイキイキし始めた男鹿さんと違って、念願のタイトルを獲得したというのに、私のリアルは充実から程遠かった。

　奨励会。学校。

　そして女流棋戦やタイトルに伴う義務。

　これらは想像以上の重圧となって私の虚弱きょじゃくな身体を痛めつけた。

　特にキツかったのは長時間の移動。

　それまでどこへ行くにも一緒だった八一は、もういない。


「…………つまんないな」



　寂しくなった左手をぷらぷらさせながら、私は何度も飛行機や新幹線に乗った。二人だったら長ければ長いほど楽しかった旅路が、こんなに苦痛になるなんて……慰めにペナント集めをすることだけが唯一の楽しみになった。

　対局や仕事の後はぐったりしてしまい、せっかく釈迦堂先生に研究会を組んでもらっても、その機会を十分に活かすことができなかった。

　仕事をセーブしたところで、特徴的な外見のせいで道を歩けばすぐに取り囲まれてファンサービスを強しいられる。

　完全なオーバーワーク状態。

　桂香さんの献身的な助けがなかったら絶対に破綻していた。本人は否定するけど、研修会の成績が停滞していたのは、自分のことより私を優先していたからだと思う。

　将棋の神様に嫌われて私が報いを受けるのは構わない。

　──でも……私のせいで桂香さんが女流棋士になれないのだとしたら……？

　そう考えるのが、何よりもつらかった。




　女流玉座戦の予選を抜けて本戦が始まる頃、八一は奨励会三段になった。

「おめでとう。下で奢おごってあげる」

　八一が三段に上がった例会の後にトゥエルブをご馳ち走そうした。私はダイナマイトのＣセット、八一は珍豚美人チントンシャン。

　カウンターに並んで、久しぶりの、二人だけの食事。家の外で二人だけになるのは本当に久しぶりだったから、少しドキドキする。

　私がタイトルを獲ってから八一は変わった。

　将棋から甘い部分が消えて、言葉遣いだけじゃなく顔つきも変わった。

　狼おおかみみたいに鋭くなった横顔を見てると、何だか胸が締めつけられるようで……私はそっと目を逸そらす。

　身体が熱い。

　先に三段になられて悔しい気持ちは、当然ある。

　でも……何だろう？

　今日はやけに顔が火照ほてる……。

「ま、まあでも八一にしては頑張ったんじゃない？」

　何度も水をお代わりしながら私は言った。

　中学二年生になっていた八一は、その年の後半の三段リーグから参加することになる。中学生棋士になれるチャンスは三回。

「十四歳で三段なんて上出来すぎるでしょ？　タイミング的にも十月から始まる次の三段リーグにギリギリ間に合ったし。師匠も喜ぶんじゃない？」

　けれど悔しそうに八一はこう吐き捨てただけだった。

「遅すぎます」

「え？　だって……中学生棋士になれるチャンスが三回もあるのに？」

「歩夢と三段リーグで戦えなかった……」

　自分が中学生棋士になることよりそっちのほうが重要みたいだった。まだ歩夢くんは三段リーグの途中だったけど、八一は昇段を確信していた。

　その言葉は的中する。


　一ヶ月後────神鍋歩夢四段が誕生。



　三段リーグ一期抜けは実に十四年半ぶり。現行の制度になってからわずか五人しか成し遂げていない偉業だった。

　一方、私はようやく初段入品。

『奨励会は三段まで来てようやく道の半分』とされる。

　初めて将棋を指した時は『鈍臭どんくさい』とすら感じたあの少年が……私よりも遙かに早く、私の目指すものになってしまった時。

　自分よりも弱くて『かわいそう』と思っていた弟が、いつの間にか私を追い越して、私以外の背中を追いかけていると知った時。

　そうなってみて初めて私は、自分の過ちに気付いた。

『将棋の神様に嫌われる』

　その言葉の重みが。







　季節は巡る。

　秋になって、八一の初めての三段リーグが始まった。

　その翌月に私は女流玉座を奪取。空銀子女流二冠の誕生を将棋界も世間も歓迎したけど、私は醒さめていた。

　年が変わり、春。

　八一は三段リーグで昇段を逃し、すぐ二度目の三段リーグに挑む。

　私は中学生になってセーラー服姿で初めての防衛戦に臨んだ。報道するカメラの数はさらに増えて、セーラー服という単語だけが妙に持もて囃はやされた。

　そして女王をストレートで防衛。

　体力的にも精神的にもつらくなる夏を乗り切り、中学生活にも、そして女流タイトルと奨励会の両立にも慣れ始めた九月。




　史上四人目の中学生棋士が誕生した。十五歳の、九頭竜八一四段が。




　千せん駄ヶ谷だがやの将棋会館で行われた三段リーグ最終日の結果を、私は関西将棋会館で知った。

「空さん！　九頭竜新四段誕生について何か一言！」

「弟弟子に祝福のメッセージはありますか!?」

　例会が終わってから記者に囲まれてそんな質問を受けながら……自分の中で何かが決定的になったことを悟っていた。

「……九頭竜先生には、ぜひタイトルを獲得するような棋士になって欲しいです。私も一生懸命追いかけたいと思います」

　今度は私が八一を先生と呼ぶ番だった。

　とはいえ私の場合は、公おおやけの場だけだったけど。




　八一は中学を卒業すると同時に師匠の家を出て一人暮らしを始めた。

　私も、ほとんど同じタイミングで実家に戻る選択をする。一人だけあそこに残るのは、捨てられたようで寂しかった。

　その後の八一の活躍は、もう語るまでもないだろう。

　史上最年少でタイトルを獲得。


　将棋界の頂点────竜王。



　八一がプロの世界を一気に駆け上がって行くのを、私は嫉妬しっととはかなり違った感情で眺めていた。

　ああ……そうか。

　やっぱりそうなんだ。

『将棋星人』なんだ……。

　自分とはそもそも生物として違うんだと、そう理解することによって、かろうじて現実を受け容れることができた。







　……こうして今、手を繫いで歩きながら過去を振り返ってみると、自分がどれだけ多くの分かれ道で悪手あくしゅを指したかがわかる。

　もし、師匠の言いつけを守ってこの手を繫いだままだったら……こんなに苦しんでなかったんだろうか？　まだ同じ道を歩けていたんだろうか？

　ねえ、八一……。

　私、間違ってたのかな……？

　けどね？　一生懸命考えたんだよ？

　でも子供だったから、間違えちゃって……。

　一番いいと思った道が……行き止まりだったんだよ……。
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　後ろから名前を呼ばれた気がした。

「……ん？　姉弟子、何か言いました？」

　振り返って確認するけど……姉弟子は素直に目を閉じたまま、俺に手を引かれて大人しく付いて来ている。

　気のせいだったか？

「べつに。まだ着かないのかって聞いたの」

「疲れちゃいましたか？　けっこう登りましたからね。あとちょっとですから頑張ってください」

　労いたわってから、少し挑発するように俺は言う。

「それとも……怖いですか？」

「……生意気。弟のくせに」

　姉弟子は目を閉じてることを誇示するかのようにツンと顎あごを上げる。

　生意気な子供そのものの態度。かわいい。

　一度口を開いてしまうと心細さが増したようで、それから姉弟子は何度も聞いてくる。

「……まだ？」

「もうちょっと。あ、そこ危ないから気を付けてください」

「見えないからわかんない」

　駄々だだっ子のような口調。

　目を閉じてるからだろうか？　何だか姉弟子が小さい子供に戻ったみたいで、微笑ほほえましかった。

「着きました」

「目、開けていい？」

「もう少し待って。立ち位置が大事なんです……そうそう、こっち側を向いてください」

「立ち位置……？」

　準備を整えた俺は、手を放してそれを告げる。

「いいですよ。目を開けて、姉弟子」

「えっ」


　目を開けた瞬間────姉弟子はそう声を発したまま、動かなくなる。



　やがて目の前に広がる光景を、こう表現した。





「天の川が…………ふたつ…………？」






　頭上には、満天の星空に天の川。


　そして────大地にも、星の川が流れていた。



　山の斜面を下るように星々が連なり、それがまるで天の川みたいに見える。

「言ったでしょ？　本当に何にも無いけど、星だけは綺麗なんです」

　並んで星を見ながら俺は説明した。

「環境省かどっかの調査で、二年連続で日本一きれいな星空に選ばれたんだったかな？　これくらいしか誇るものがないのがまぁアレなんですけど」


「…………」



「もうすぐ七夕ですからね。空の星が綺麗なのは予想できても、まさかこれは予想できなかったでしょ？」

「夜景……じゃないよね？　山ばっかりで建物なんてほとんどなかったし……」

「棚たな田だですよ」

「た……な？」

「山肌に添って階段みたいに作られた田んぼのことです」

　都会生まれの姉弟子は聞いたことも見たこともないみたいだけど、北陸には有名な棚田がいっぱいある。

「平地に作ってある四角い田んぼと違って、小さくて形も歪いびつなのがいっぱい連なってるから、大型の機械は入れられなくて。苦労して維持してきた、爺ちゃんの自慢です」

　そして最近は珍しい星空のスポットとしても注目されていた。

　でもそのずっと前から爺ちゃんは知ってたんだ。

　だからいつも自信満々で俺に言ってた。『ここでプロポーズしたら成功率一〇〇パーセントや！』って。

「棚田に張った水が星ほし灯あかりを映すから、地上にも天の川があるみたいに見えるんですよ」


「まるで…………まるで、別の星に来たみたい……」



「ふふ。家から歩いて行ける宇宙旅行ですね」

「もしかして……最初からこれを見せるつもりで大阪を出たの？」

「ええ」

「私を元気づけるために……？」

「それもあります」

　他の理由もあった。むしろそっちが本命だ。その瞬間のことを思うと緊張する……。

「どうして教えてくれなかったのよ？」

「だって大阪にいたときは大雨だったじゃないですか。いつ晴れるかわかんないし……これが見られるのは本当に限られた条件だけなんです。『星を見に行こう！』って言っといて見られなかったらカッコ悪いし……」

　まさか大阪を出た次の日に、しかもこんなに綺麗に見られるとは思ってもみなかった。オーロラ見るよりすごい確率を引いたかもしれん。いやオーロラ見たことないけど。

「でも姉弟子と一緒なら見られると思ってました」

「え？」

「名前が空銀子だから」

「なにそれ。ばか……」

　空銀子。

　初めてその名前を聞いた時、俺が真っ先に思い浮かべたのは、故郷の星空だった。

　同じくらいに幻想的で……同じくらい、きれいだったから。


「そっか…………ここが、八一の故郷なんだ……」



　無数の星が瞬またたく空と大地の狭間はざまに立って、銀の髪を持つ美しい少女は唄うたうようにそう囁く。

　俺は得意げに言った。

「驚いたでしょ？」

「ううん。ある意味、想像通りかな」

「……？」

　想像通り？　って、俺がどんなとこから来たと思ってたんだろう？　……宇宙？

「ね。座ろ？」

「濡れますよ。いまシートを──」

「いいよ濡れても」

　雨露で湿った草の上に姉弟子は腰を下ろすと、こっちの袖を引っ張って促してくる。

　俺も隣に座った。寝転んでしまうと空の星しか見えないから、並んで肩を寄せ合って。

「八一」

「ん？」

「手」

「……うん」

　星灯りの中で探るように手を繫ぐ。

　姉弟子の手は、さっきより熱かった。将棋を指した後のように。

　俺も多分……熱くなってる。

　沈黙に耐えきれず、俺は夏の星空を左手で指さしながら、

「ええと……あれがデネブで、あっちが多分アルタイル、ベガ……」

「うるさい黙れ」

「はい」

　初手しょてに奇襲で大成功したのに二手目でもう悪手を指してしまった気分……。

　命令通り黙っていると、今度は姉弟子から口を開く。

「ねえ、八一」

「何です姉弟子？」

「そういえば夜中にいきなり電話かけてきて『将棋盤に星がついてるかどうか確認して教えろ』って言ってきたことがあったわね？」

「そういえばありましたねそんなことも……」

　去年の女王戦の直後だ。

　供御飯さんが車を買って、それに乗って夜景を見に行こうって話になって。そしたら月つき夜よ見み坂ざかさんもいて……。

「や、でもアレは姉弟子にも責任の一端があってですね？　だって月夜見坂さんが挑戦してきた女王戦、ストレートで防衛するだけじゃなくて全駒ぜんこまとかしてましたよね？　それで月夜見坂さんが荒れちゃって。将棋盤に星がついてるかついてないかで供御飯さんと無謀な賭けを──」

「その時に見たのと今のと、どっちがきれい？」

　青みがかった灰色の瞳が瞬まばたきもせずに俺を見ていた。

　夜空に輝く恒星のような、青が。

「どっちがきれい？」

「……こっち、かな」

　俺が今まで見てきた中で誰よりも綺麗なその女の子は、勝ち誇るように微笑んだ。

　そして再び星を見る。

　星よりもその横顔を俺は見ていたいと思った……きれいだ。

「……昔はこうして、どこへ行く時も手を繫いでたよね」

「そうでしたね……」

　懐かしい記憶が甦る。

　姉弟子は二週間遅く入門した弟弟子を自分が引っ張って行かなければいけないと思っていたし、俺は年上で、しかも男だったから、姉弟子を守っているつもりだった。

　俺たちは二人とも幼くて、将棋ばっかりしてたから腕っ節もからっきし。

　二人とも泣き虫で、一人じゃ何もできない弱虫だった。

　けど……二人一緒なら、どこへでも行けた。

　こうして手を繫いでいれば不思議と無限の勇気がわいてきて、どんな強敵にも立ち向かうことができた。

　片手に小遣いとマグネット式の将棋盤を、もう片方の手でお互いの手を握り締め、鈍行列車に乗って、強い人が集まると評判の道場へ武者むしゃ修行しゅぎょうに行ったものだ。

　その頃の俺は、姉弟子のことを──

「……ねえ」

「何です？」

「それ」

「は？」

「敬語。どうして？」

「……どうして、とは？」

　ドクン、と。

　それまでとは別の意味で心臓が跳ねる。

「八一、私がタイトルを獲った時から敬語で喋るようになったでしょ？　名前も呼ばなくなったし……ずっと気になってたんだけど？」

「いや、だってそこは……姉弟子も俺が名前で呼んだら怒ったし──」

「それは……だって八一が先に、よそよそしくしたから……」

　姉弟子は口を尖とがらせて、

「そもそも『姉弟子』なんて変な呼び方、誰から教わったの？　自分で考えたわけじゃないわよね？　師匠？　桂香さん？」

「供御飯さんです。姉弟子がタイトルを獲ったあの時、俺は大盤解説の駒操作係でしたけど、供御飯さんも大盤解説の聞き手で来てて。相談してみたら『普通は姉弟子って呼ぶのどすー』ってアドバイスしてくれたんじゃなかったかな？」

「……」

「でも確かに『姉弟子』なんて呼ばないですよねぇ。同門の先輩は普通、どれだけ偉くても『さん』付けでっていうのが将棋界のマナーだし」

　一般的な基準で行けば『空さん』とか『銀子さん』だろう。


「まあ周りからも別に怒られなかったし、俺も慣れちゃって。それで使い続けているわけ……です、が…………」




「……そっか。あのとき私が『八一』って呼ぶのを禁止した腹いせに……ふーん。そう。あいつの仕し業わざだったんだ……ふふ……ふふふふ……………………ぶちころす」



「……？」

　姉弟子が肩を震わせながら何かをブツブツ呟つぶやいている……たまに小さな笑い声が聞こえたりあと最後の「ぶちころす」は比較的はっきり聞こえた。むしろそこだけ聞こえた。

　この機会に俺は、ずっと気になっていたことを尋ねる。


「あの…………姉弟子と供御飯さんって……仲悪いの？」



「いいほうよ？」

「ですよね！」

「あれはまだ物理で殴ったことないから」

　基準がおかしい。

　ところで──

「どうして『姉弟子』って呼ぶようになったか……ですか」

　その理由を、俺は告白する。

「……姉弟子が初めてタイトルを獲った時、俺はまだ奨励会の初段でした。姉弟子は、タイトル戦の対局者。俺はそのタイトル戦で、大盤解説会の駒操作係。誰にも名前すら聞いてもらえないような、ちっぽけな存在で……」

　ずっと一緒の部屋に住む、自分と全く変わらないと思ってた女の子。

　でもある日その子が本当はお城から来たお姫さまだと判明する。

　世界で一番美しい……白雪姫だと。

「すごい数の報道陣や、テレビでしか見たことがないような偉い人たちがいっぱいいて。そんな人たちがみんな、俺と同じ部屋に住んでる女の子のことを話してる。それが、俺には本当にショックで、悔しくて……それで意地を張ったんです」

　噓だ。

　本当は、その場にいた将棋関係者に注意されたから。

　でもそんな理由はあまりにも情けない。俺はこの期ごに及んで見栄みえを張った。ちっぽけな見栄を。

　だって……だってさ。

　女の子に気持ちを伝える時は、少しでもカッコよく見せたいだろ？

「俺が《浪速の白雪姫》に負けないくらい大きくなったら、その時に堂々と名前で呼ぼうと決めたんです」


「え…………」



「そのために強くなろうと決めた。単にプロになるだけじゃダメだ。結果を残そうと……中学生棋士になろうと決めたのは、その時です。姉弟子と同じように史上最年少でタイトルを獲ってやろうと」

　そうすればまた同じようになれると思った。

「でも俺は……いつまでたっても《クズ竜王》のままで」

　史上四人目の中学生棋士にはなったけど、デビュー戦は惨敗ざんぱいだった。合わせる顔がなくて一週間失踪しっそうした。

　史上最年少タイトル保持者になった直後は十一連敗した。タイトル獲る前よりもかえって評判は落ちた。

「直接対決で名人に勝って、それで竜王防衛すれば超えられるかもしれないって思いました。けど戦ってみたら、むしろ名人の凄すごさが際立って……報道だって、俺が竜王を防衛したっていうよりも『名人が永世七冠になれなかった』っていう形でされて」

　でも、それも当然なんだ。

「俺はギリギリでした。戦ってる最中は周りを傷つけて、戦いが終わってからは心のバランスを失った。半年くらいしてようやく冷静になれた……」

　姉弟子のことも散々傷つけてしまった。

「けどあの人は、名人は、そんな戦いを年に何回もやってて、しかもそれを三十年近くも続けてる。信じられないですよ。少しでも近づいたと思ったら……むしろどんどん相手の凄すさまじさがわかって。自分の足りないところばっかりわかって。だからいつまでたっても『銀子ちゃん』って呼べないままで──」

「違う。八一はすごいよ！　私なんかよりぜんぜんすごいよ……！」

　姉弟子は俺の手をギュッと握って訴える。

「関東の棋士や奨励会員たちが八一のことを何て呼んでるか知ってる？　《浪速の白雪姫》なんて奨励会じゃバカにされてるだけだけど、八一は違う。みんな私じゃなくて、私の後ろに八一を見て、それで勝手に転んで……私が序盤で連勝できたのは、八一のおかげ」

　過大評価だ。

　そう思ったけど、姉弟子は俺に口を挟ませない。

「八一は強すぎて……みんな八一を怖れてる。これ以上強くなってしまったら、もう絶対に届かなくなっちゃうって、わかってるから……」

「前もそんなこと言ってませんでしたっけ？　俺、何て呼ばれてるんですか？　自分じゃ聞きづらいからまだ確認できてないんですけど」


「それは…………言わない。私は好きじゃないの。八一にはぜんぜん似合わないと思うから」



「……ロリコン関係？」

「それはない」

　そ、そうか……ホッとしたような、そうでないような……。

「それにロリコンは事実だし」

「違いますってば……」

　いつもの会話の流れ。姉弟子は俺をロリコンと詰なじり、俺は反論して、それでいつも通りの関係に戻る。

　でも今日は違う。

　俺はこの局面になったら出そうと決めていた勝負手しょうぶてを放つ。

　人生最大の勝負手を。

「ハワイ。憶おぼえてますか？」

「うん……」

「夜の海で姉弟子に出会って……一緒に手を繫いで夜の街を歩いて。それからホテルに戻って姉弟子の部屋の前でもこんな会話をしましたよね？　俺がロリコンじゃないって言ったら姉弟子は『信じて欲しかったら証拠を見せて』って」

「言ったけど、それが？」

「今から見せます」

「え」

「立って」

　俺は立ち上がると、座ったままぽかんとこっちを見上げる姉弟子の手を引っ張って。

　そして手を握ったまま正面から真まっ直すぐに、証拠を見せる。

　男らしく。堂々と。





「空銀子さん。俺はずっと、あなたのことが────」






　でも言い終わる前に姉弟子が叫んだ。遮さえぎるように。

「ま、待って！」

「……棋士に『待った』は許されないでしょう」


「そうじゃないの！　そうじゃなくて……ちょっと待ってよ！　だって、そんな…………今まで私のことなんてぜんぜんそんなふうに…………え？　……えっ？」



　真っ赤になって目を潤ませる姉弟子。

　しばらくふぇふぇとかわいく混乱してから、やがて不安そうにこう尋ねてきた。


「…………同情？」



「怒りますよ？」

　本気で腹を立てかけた。

「これでも悩んだんです。落ち込んでるところにつけ込むなんて男らしくないかもって。でももし姉弟子が本当に死んじゃったらと思ったら……いま言わなかったら絶対に後悔する。だから……」

　小学生の頃、そんな気持ちを味わったことが一度だけあった。

　奨励会試験の最中に姉弟子が倒れた時だ。

　けどあれは緊張のせいで過呼吸とか不整脈とか、そういうのになったからと聞いてる。

　検査のためにしばらく入院してたけど、あの頃は姉弟子がお医者さんにかかるのは日常的なことだったし。

　明石先生と将棋が指せるから、俺も姉弟子もむしろ喜んで病院に行った。

　それにあの頃はまだ……銀子ちゃんに対する自分の気持ちがどういうものか、それ以前にそもそも恋愛感情がどういうものかも、わかってなかった。

　でも今は違う。

「銀子ちゃんのことを大切に思うこの気持ちがどういう感情で、それをどう扱っていいのかは……自分でも、最近まではっきりわからなかった。ライバルみたいに思う時もあれば、姉弟みたいに感じる時もあって。でも──」


「…………でも？」



「これだけは、はっきりとわかる。銀子ちゃん以外にこんな気持ちを抱くことは二度とないって。だからこれが、こ──」

「だ、だめっ!!」

　姉弟子は俺の手を振り解くと、聞くことを拒否するかのように後ずさる。


　──やっぱ…………ダメか……。



　今度こそ完璧に振られちまった……勝負手が不発に終わり、俺は潔いさぎよく投了しようとした。

　けれど姉弟子は予想外の応手おうしゅを示す。





「そこから先は、その………………封じ手…………」






　意外な言葉が飛び出して、俺は動揺した。振られたわけでは……ない……？


「封じ手？　…………ってことは、保留？」



「じゃなくて！」

　姉弟子は自分の服をぎゅっと摑むと、


「私の気持ちは決まってるの。でも今はそれを言っちゃだめで……今それを言っちゃったら、戦えなくなっちゃう………………幸せすぎて…………」



　えっ？

　今度は俺が驚く番だった。


「八一が、その……私の名前を取り戻そうとしてくれてたみたいに…………私だって、ずっと八一に追いつきたくて……振り向いてほしくて……」



　え？　……え!?

「マイナビに出たのだって、一人でどんどん強くなってく八一に置いて行かれたくなかったから！　女王を獲った時だって、誰よりも八一に喜んでほしかった！　なのに八一は、急によそよそしくなって──」

「ちょ、ちょっと待ってよ!?　銀子ちゃんだってそんな素振り全然だったじゃん！　いつも俺のことバカとかクズとか言うし……それに桜さくらノ宮みやのアレだって、俺のこと散々『きらい！』って言って──」

「きらいな男をあんなとこに誘うわけないでしょバカ！　わ、私が……他にもいっぱい勇気を出してるのに、八一は気付きもしないで……そういうところがきらいなの!!　ばかばかばか！　ばかやいちっ!!」

「ば……バカって言うほうがバカだし！」

「ロリコン！　八方はっぽう美び人じん！　どうしていつも周りに別の女を侍はべらせてるのよ！　あと小学生に好かれすぎっ!!」

「銀子ちゃんのファンなんか俺に電話で殺害予告とかしてくるんだよ!?　そっちのがヤバいでしょ!?」

「八一のファンだって結構いるし！　ネットとかで私も『彼女ヅラしてムカつく』とか叩かれたりしてるもん！」

「ネットだったら俺のほうが叩かれてますぅー!!　そもそも銀子ちゃんがアイドルみたいになるから面倒なことになってんじゃん！」

「ちがうっ！　八一が小学生名人になったから！　昔から私がどれだけ苦労して──」

「ん？　苦労？　……何かしてたの？」


「ち、ちがっ…………さ、先に師匠の家を出たのは八一だったじゃない！」



「だってあの時はプロになったけど負けてばっかだったから！　それに……将棋に集中できるわけないでしょ!?　同じ部屋に住んでたら意識しちゃって!!」


「はぅ!?　あ…………うーっ!!」



　何かすごくかわいい声を発して両サイドの髪を引っ張ると、姉弟子は議論を打ち切った。

　盛り上がってしまった呼吸をお互いに整える。

　あかん……急にドキドキしてきた。姉弟子の顔が見られない。


　だって…………今のって、つまり──




「…………ずっと前から答えは決まってるの。ずっとずっと、ずっと前から。でも今はその手を指せない。だから…………その気持ちは、封じ手」



　耳を澄まさないと聞き取れないほど小さな声で姉弟子が言う。

「私がプロになるまで待っててほしい。その時に、八一の気持ちを聞かせてほしい。そうしたら私も、ちゃんと答えられるから……」

　プロになるまで……か。

　大きく息を吸って笑顔を作ると、俺はこう答えた。

「わかりました。そうします」

「……いいの？」

「うん。絶対なれるって信じてるもん」

　俺が『銀子ちゃん』という名前を封印したように、姉弟子も自分の気持ちを封印しようとしている。

　目の前の戦いから気持ちを逸らさないために。

　そんな子供っぽい強情が将棋を強くしてくれることだってあると、誰よりも俺がよく知っているから。

　銀子ちゃんが元気になってくれた。

　そして再び前を向いて戦おうとしてくれている。

　──今はそれで十分だ。


　十分過ぎるくらいだ…………そうさ、俺がなけなしの勇気を振り絞ったこととか、もう二度とないであろう奇跡のロマンティックシチュエーションでまさかの空振りとかマジどうだっていいことだからな……俺は姉弟子の負担になりたいわけじゃないからな…………はふぅ……。



　と、自分を納得させようとしていると。

「あの……ね？」

　姉弟子が、俺の服の端っこを控え目に引っ張りながら、何かを言おうとしている。なぜか俺から顔を背けて。

「何です？」

「女流棋戦には、封じ手がないの」

「そういやそうでしたね」

　封じ手は二日制の将棋を成立させるためのもの。

　だから一日制の対局しかない女流では制度として存在しない。

　プロの七大タイトル戦でもそのうち四つしか封じ手は行わないので、封じ手を経験したことがある棋士は極めて限られる。

　でも姉弟子……どうして急にこんな話するんだろ？

「八一は封じ手したことあるでしょ？　竜王戦は二日制だから」

「ええ。俺はどっちかというと封じる側が有利だと思ってますから、封じ手は積極的に封じていくタイプです」

　将棋の話になったので気が楽だ。

　俺はペラペラと聞かれてないことまで喋る。封じ手にはちょっとうるさいよ？

「人によっては自分で封じるのがイヤだとか相手に任せるとか言ってるみたいですけど、俺からすると信じられません。そういえば初挑戦の時は第一局の前に姉弟子と練習しましたよね？　懐かしいなぁ」

「私やったことないからやりかたを教えて」

「ん？　一緒に練習したじゃないですか」

「忘れた」

「いやでも一回やったら忘れるようなことでも──」

「わすれたのっ！」

　なんだこの子かわいい……萌え死ぬ……。

　俺は自分の経験を思い出しながら封じ手のやり方を説明する。

「えーと。封じるほうが『封じます』って言って、そこまでの局面が書いてある記録用紙を受け取ります。で、そこに次の一手を矢印とかで示してから、封筒に入れて口に糊のりで封をして、さらに封印を施ほどこすんです」

「封筒の……くち……」

「ええ。で、封印は両対局者が赤い文字で名前を書いて──」

「あのさ」

「はい」

「じゃあ言葉はどうやって封じるの？」


「………………はい？」



　何を言われてるのか、最初は全く意味がわからなかった。

　鈍い俺にもわかるように姉弟子は説明する。

　ものすごい早口で。




「胸の中から気持ちが溢れちゃわないように言葉が出るところを、封じて」





　言葉が出るところ…………くち…………封じる…………。




「えっ!?　…………ええええっ!?」



　驚きすぎて声が裏返った。

　姉弟子は星灯りの下でもはっきりわかるくらい赤くなってる。ほ、本気なのか……。

「い、今ここで!?　俺からするの!?」

「封じ手は積極的に自分から封じていくタイプなんでしょ？」

「こんな封じ手は初めてなんですよっ!!」

　ヤバい。焦る。

　告白まではするつもりだったし、もしかしたらいい結果が出るかもとは思ってた。

　でも一気にここまで手が進むとは予想してなかった。

　緊張でパニックになる。手順が頭から飛ぶ……いやそもそもこっちの封じ手の経験なんか無いから正しい手順もわからない。

　──ど、どうしたらいいんだ!?　初手は肩に手を置くの!?

　それとも腰に手を回すほうが好手こうしゅなのか!?

　タイトル戦の初手でもこんなに緊張しないしテンパらない。


　けど──────このチャンスを逃したら、男じゃない。



　呼吸と気持ちを整えると、俺は宣言した。
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「じゃあ…………封じます」




「…………はい……」



　震える声で姉弟子は答えた。

　お互いの同意が成立し、神聖な儀式が開始される。

　目を閉じてその瞬間を待つ姉弟子に、俺は近づいた。息がかかるほど近くに。

　そして……手を伸ばす。

　俯いてしまった姉弟子の顔を上げてもらうため、顎に手をやって少し持ち上げる。

　銀色の髪が、流れ星みたいにサラサラと姉弟子の頰を流れた。

「きれいだ……」

「ばか……」

　固く引き結ばれていた唇が、柔らかく綻ほころぶ。





　そして儀式は滞りなく取り行われた。…………上手にできたかは別として。






　封じたばかりの唇に指を当てて、姉弟子が、吐息のような声を漏らす。

「熱い……」
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　そう。確かに熱かった。

　触れ合った部分だけが、融けそうなほどに。

「どうです？　しっかり封じれました？」


「…………わかんない。ばか……」



「かわいすぎておかしくなりそうです」

　する前より、した後のほうがドキドキした。

　愛おしさが胸の中で何度も爆発する。溢れそうなほどに。

　この気持ちを封じる？　本当に？

　そんなことできるのか？

　無理だよ……。

「もう一度したい」


「だめ…………だって封印しないと、だめになっちゃうから……」



「おねがい銀子ちゃん」


「ず、ずるいよ八一…………こんなときに名前で呼ぶなんて……」



　姉弟子の固い決意も熱でふやけてしまったようで、言葉に全く力がない。

　もう一押し。

「あっ！」

「な、なに？」

「大切なことを忘れていました」

　沈痛な面持ちで俺は謝罪する。

「そういえば、封じ手は二通作成するんでした……すみません説明不足で」

「そ、そう。そういう決まりなら、仕方がないわね……」

「ええ。作法ですからね」

　これは封じ手の儀式を完遂するために必要な手順。

　姉弟子も納得して、二通目の封じ手を作る作業に取りかかる。この子チョロすぎるから絶対悪い奴やつに騙だまされるよ。俺が守ってあげないと！


「「………………」」



　固い決意と共に、今度は姉弟子の腰に手を回す。





　もう一度、二人の唇が近づいていって──────────邪魔が入った。






「八一ぃー！　銀子ちゃーん！」

「「ッ!?」」

　姉弟子に両手で突き飛ばされた俺は、危うく斜面を転がって田んぼに落ちそうになる。

　噓だろ……。

「テレビで将棋のことがやってるわよ！　見なくていいの？」


「…………母さん……」



　どうして悪手とオカンは最悪のタイミングで出現してしまうのか……。

　姉弟子はもう俺から離れて『星を見てただけですけど？』みたいな表情を作ってる。千載せんざい一いち遇ぐうのチャンスが……。

「どうなさったんです？」

「邪魔してごめんね銀子ちゃん？　おばさん、将棋のことは詳しくなくてよくわからないんだけど──」

　ロマンチックな気分は、次の言葉で現実に引き戻された。




「将棋の名人がタイトル百期？　で、史上最多勝？　を達成して国民栄誉賞をもらったから、記者会見をするんだって！」




　星空がそのまま落ちてくるような衝撃が俺と姉弟子を包み込んだ。

　将棋の神様がまた奇跡を起こしたから。
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『いま、前人未踏の栄誉を称たたえ、内閣総理大臣より記念品が贈呈されました！』

　八一の家に戻ってテレビを見ると、名人が黒い箱に入った硯すずりや筆を受け取っているところだった。

「何ですあれ？　習字セットですか？」

「もうちょっと言い方があるでしょ……」

　貧弱すぎる語彙ごいで記念品を表現する八一。

　本当にこいつでいいんだろうか？　早まったかな？

「名人位を持ってると免状署名の仕事もあるし、こうしてたくさんの人が見てる場で記念品としてあれをもらえば『あの筆で免状の署名をしてくれるんだ！』って思った人たちが将棋の勉強を始めてくれるかもしれないでしょ？」

「あ！　なるほど……さすが名人」

　常に将棋界のことを考え、何手も先を読んで行動している。あらゆる行動に深い読みが入っている。


　それに比べて私の弟────



　いや……。


　か、か、かぇ……かぇち………………バカときたら。



「しっかりしなさい。八一だって竜王として名人の隣に署名するでしょ？　明日から凄い数の免状申請が来るわよ」

「ぷ、プレッシャーかけないでよ……俺なんか中学の時に使ってた習字セットですよ？　俺にも誰かああいうのくれませんかね？」

「自分で買いなさい」

　それにしても……。

「名人は今日、防衛してタイトル一〇〇期を達成したのよね？　いくら最終局だったとはいえその日のうちに授与式って手際が良すぎない？」

「終局は昼だったみたいですし、対局場も東京だから一気にやろうって話になったんでしょ。記念品は竜王戦の時にもう作ってたんだとしたら、政府としては名人の気が変わらないうちに与えることで祝賀しゅくがムードを演出しようって考えなのかなって」

「……おかしい」

「そうですか？　でも現政権の支持率を考えれば──」

「違う。八一が難しいことをスラスラ言ってるのがおかしい。何か隠してるでしょ？」

「ッ……!!」

「そういえば昨日の宿も月光会長がどうとか言ってたわよね？　まさか……会長とコソコソ裏で何か話してたの!?」

「か、考えすぎですよ！　確かに会長とは電話しましたけどそれはタイトル保持者としてあらかじめお祝いのコメントを求められたからで！　昨日の……アレの時点で大差でしたから」

「アレ？　アレって何よ？　はっきり言いなさい！」


「ふ…………封じ手……」




「っ!!!　…………～～～っ!!」



　は、はっきり言うな！　バカッ!!


　部屋の中は二人きり。明日から田植えだという八一のお父さんはもう寝てしまい、お母さんも寝室に引っ込んでしまった……多分、気を利かせてくれて…………はぅぅ……。



　私は隣に胡座あぐらをかいて座っているバカの肩に自分の頭を載せて、言う。

「……ところで敬語。いつまで使うの？」

「急には無理で……だよ。染みついちゃってるし……」

　八一の言葉は歯切れが悪い。減点１。

「それにただでさえ前から俺たちのことって噂うわさされてるんだから。供御飯さんとか絶対に速攻で気付いて記事にするだろうし……」

「へー？　ふーん？　周りが気になるんだ？」

「そ、そういうわけじゃ……ただ、弟子が俺と一緒に住むのを気まずく思うようなことは避けたくて……」

「ほほぅ？　私より小学生が大事だと？　すいませんね高校生で」

　減点２。

　八一はもごもごと歯切れの悪い口調で言い訳を重ねる。


「……あいはまだ子供で、恋愛と憧あこがれの違いもわかってないんです。でも賢くて繊細で、いろいろ気付いてしまって。だから傷つけたくなくて…………お願いします」




「………………」



　正直に言おう。

　ものすごくムカムカする。胸がモヤモヤして、お腹なかの下の方にドス黒い何かが急速に溜たまっていく。減点１億。

　でもここでそれを言うのは悔しい。余裕を持った女でいたい。

　そう、桂香さんみたいな大人の女性に。

「……黒い小童こわっぱは？　あっちのほうがいろいろ厄介やっかいなんじゃない？」

「天衣ですか？　あれは俺のことなんか将棋を指す虫ケラくらいにしか思ってませんし。師匠のプライベートがどうなろうと気にしませんよ」


「はぁ…………前途多難すぎる……」



「ん？　何て言いました？」

「流れ星が頭に落ちてロリコンが治らないかなって」

「ひどくない!?」

　ひどいのはそっちよ。ばーかばーか。ばかやいち。

　私が無言で頭をゴスゴス八一の肩に打ち付けていると、

「ほ、ほら！　名人の記者会見が始まりますよ!?」

　就位式のように黒の紋付きを纏まとった名人は、日本人として最高の栄誉に浴し、凄まじい数の報道陣の前に一人で座っても、いつも通り飄々ひょうひょうとしている。

　タイトル通算一〇〇期。

　竜王を除く六つの永世位。

　そして歴代最多となる一四三四勝という途方もない戦歴について様々な質問を受け、淡々と、誠実に、時に笑いを交えながら答えていく。

「……やっぱりすごいね。名人は」

「直接対決で何回か勝つことなら、俺みたいなのでもできます。簡単じゃないけど……互角の戦いはできると思う」


「…………」



「でも名人の記録を抜くなんて絶対に無理です。複数冠を一年持つことだって想像すらできないんですから」

　正直な言葉だろう。

　私は女流タイトルだけど、それでも一つ持つのと二つ持つのとでは、単純な足し算では計れないほど負担が増す。

　それを約二十五年間、平均で四冠を保持し続けて、ようやく到達できる記録。

　まさに神域。神の領域だ。

「将棋の神様に愛された……ううん。将棋の神様そのものだものね」

「歩夢なんか『神』って呼んじゃってますし」

　そういえばそうだった。

　将棋星人ですら崇あがめ、届かないと諦めてしまうような存在。

　私なんかには遙か遠くの存在過ぎて現実感がまるでない。

　話したことだって一度もない。棋譜きふは一番並べたし、本もいっぱい読んだけど。

　師匠がよく言う『将棋の神様』と同じように、こっちが一方的に敬うやまい、仰ぎ見るだけの存在。

　そう思っていた。

『では時間もありますので、次の質問で最後とさせていただきます』

　司会が言うと、ある記者が立ち上がって尋ねる。

『名人。近年はコンピューターの将棋ソフトが急速に強くなっています。プロ棋士にも数年前に勝利し、計算上はもうトッププロにすら勝つとされていますが……まだ対局は実現していません。戦ってみたいと思われませんか？』

『そうですね。大変興味を持っています。ただ……』

　ただ？

　会場が水を打ったように静まり返る。

　もしかして条件次第では名人とコンピューターの対局が実現するかもしれない……そんな緊張が、日本全土に走った。

　しかし名人は、誰も予想すらしていなかった言葉を放つ。





『私が今、一番戦ってみたいのは────女性です』







　…………え？



『女性がプロ棋士になる時代がもうすぐ、確実に訪れます。棋士として、男性と女性の能力に差なんてありませんから』

　女性？　プロ？

　突然出てきた言葉に理解が追いつかない。

　けれど名人だけはまるで最初からそのことについて語ろうと決めていたかのようにスラスラと言葉を続けていく。

『私がやって来たことって、他の男性がやったことの繰り返しなんです。ちょっと回数が多かったからこうして評価していただいてますけど、本質的には変わりません。舗装された高速道路の上を走れたからこそ記録を伸ばせたと思っています』

　自分の成した奇跡を軽い口調で否定すると、

『さっきは棋士としての能力に男女の差はないと言いました。けど制度や環境では、女性には男性と比べものにならないほど障害があるんですよ』

　名人はその一つ一つを、例を挙げて説明していく。

　丁寧に。的確に。

『他にも私には想像すらできない困難があると思います。そんな困難を乗り越えて来た人の将棋が、弱いはずありますかね？　私は、きっと強いと思います。誰よりも強いと思います』


『あ、あの…………名人？』



　質問した記者が、おずおずと確認する。

『いま、仰おっしゃっておられるのは……《浪速の白雪姫》のことでしょうか？　三段リーグに挑戦中の……』

『ええ。ええ。空さんもその一人です。その先頭を歩く人です』

　名人は何度も頷くと、

『ずっと見てきましたから。棋譜はもちろん、タイトル保持者としての振る舞いも、奨励会員としての努力も』

　耳を疑った。

「ずっ……と……？」

　今までずっと、私が見ているだけかと思ってた。

　誤った道を選んだ私なんかがどんな将棋を指そうが、将棋の神様には届かないと。

　でも違った。





　神様もずっと…………私を見てくれていた…………!!






『誰かが舗装してくれた道の上を行けば、早く進むことはできるでしょう。道を踏み外さないよう、誰かが見つけた正解と間違いをテストのように答え合わせしながら。けれどそれは何の栄誉にも値しない』

　神はそう断じる。

　真の栄誉を受けるべき者の条件は、記録とは別にあると。

『誰も歩いたことのない道には、正解も間違いもありません。ただ経験上、一つだけ言えることがあるとすれば──』

　画面の向こうの名人と目が合う。

　そして神様は微笑みを浮かべながら、こう言った。

『運命は勇者に微笑む。私は、そう思います』

　その言葉を最後に、記者会見は終わった。

　テレビの画面が別の番組に変わってからも、私たちは呆然と、二人揃ってぽかんと口を開けたまま固まっていた。

　しばらくしてようやく、私は口を開く。

「八一……」

「はい……」


「今のって………………私に、言ってくれたの……かな……？」



「た……たぶん……」


「びっくりした…………まだドキドキしてる……」



　熱い。

　全身が、燃えるように熱かった。

　どくどくと心臓が体中に熱い血を運んでいるのがわかる。

　その熱い血は、私の身体を支配していた恐怖という感情を駆逐し……眠っていた別の感情を呼び覚ます。


　これは────



　これは闘志だ。

「……かっこいいね名人。好きになっちゃった」

「ちょっ、ちょっと姉弟子!?　あっちは既婚者ですからね!?」

「みんなの前で堂々とアプローチしてくれるほうが魅力的でしょ？」

「そ、それは弟子を気遣う俺の優しさの証明であって……」

「私より小学生を大事にするロリコンとはおつきあいできませーん」

　べー！　と舌を出して、私は立ち上がる。

　座ってなんかいられない。

　今すぐにでも駆け出したかった。

　だって……将棋の神様も私を待ってくれているんだから！

「帰ろう、八一」

　こっちを見上げる八一に手を伸ばす。

　帰ろう。私たちが出会った場所へ。

　帰ろう。私たちが育った場所へ。

「私たちの戦場へ」







　死に場所を求めて彷徨さまようなんて、バカげてた。

　いったい何を勘違いしてたんだろう？

　私の死に場所はとっくに決まってる。

　棋士が死に、そして生きるべき場所。







　それは将棋盤の前以外に存在しないのだから。
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「おはようございます」

　私が対局場の御黒書院おんくろしょいんに姿を現すと、一瞬にしてその場が静まり返った。

　──腫はれ物ものに触るような空気ね……。

　二週間前の醜態しゅうたいがどんな形で奨励会員に広まっているか、この反応でだいたいわかった。

　けれどそんな空気もすぐに消えてしまう。

　三段リーグは全部で18回戦。

　そのうちのもう10回を消化し、ここからは終盤戦だ。

　星も偏かたより始めた。

　トップ集団はプレッシャーを感じ。

　それを追いかける第二集団は焦あせりを感じ。

　そして黒星が先行する下位集団は、残りの対局が消化試合となったことに絶望し。

　──今日、仮に連敗すれば……私もそうなる。

　開幕した頃の希望に満ちた顔など一つも残っていない。

　ホームグラウンドだというのに、関西の三段たちは初めてここに来たかのようにソワソワと落ち着きがない。

　居場所のない関東の三段は部屋の隅にうずくまって、ある者は瞑目めいもくし、ある者は一心いっしん不乱ふらんに詰将棋つめしょうぎを解き、またある者は放心したように宙を見詰めていた。

　還かえって来たんだ。

　この地獄に。

　そんな地獄の中で、トップ集団を形成する二人だけが、人間としての尊厳を保つという特権を行使していた。


「…………」



　一敗を堅持する鏡洲かがみず飛ひ馬うま三段は、私のことを気遣うような視線を一瞬だけ向けたけれど、すぐに俯うつむいて自分の対局に向けて気を高める。

　そしてもう一人。





　今日の私の相手──────────唯一無敗でトップを独走する、史上最年少三段。






「お久しぶりです。銀ぎん子こさん」

　椚くぬぎ創そう多たは笑顔で私に近寄ってきた。

　プレッシャーなど一欠片ひとかけらも感じていない。

　これから戦う相手だというのに、まるでもう対局が終わったかのように振る舞ってくる。

「前回の例会、ぼくは東京とうきょうだったんですけど……結果を聞いて驚きました！　銀子さん連敗されたんですね？　でも元気を出してください！　四敗でもまだギリギリ昇段ラインですから」

　──まだ三敗よ。

　そんな反論をする気すら起こらないほど無邪気むじゃきに喋しゃべり続ける小学生を前にして、逃げ出したくなるほどの恐怖を感じていた。

　実際私は一度勝ったはずのこの子と再び戦うことを怖れた。

　三段リーグで四連敗するという最悪な想像から逃げた。

「失礼します」

　天才ぜつぼうが、盤の前に座る。

　コンピューターと同じように棋譜きふで思考するという人じん智ちを超えた怪物に、私は尋たずねた。

「創多。あなた以前、次に私と当たったら自分が勝つって言ってたわよね？」

「はい。それが？」

　笑顔のまま創多は肯定した。

　こっちを挑発してるわけじゃない。

　ただ、事実をそのまま口にしたというだけ。彼我ひがの実力差を計算して、対戦した場合の勝敗予想をして、それを伝えただけ。

　その言葉がどんな感情を相手に抱かせ、どんな影響を世間に与え、それがどんな形で自分に返ってくるかなど想像すらしない。

　──それが確認したかった。

　満足した私は駒箱こまばこに手を伸ばす。震えるかと思った手は、自分でも驚くほどしっかりと駒箱を摑つかむことができた。

　──よかった……斬り落とさなくて。

　心強い相棒に、謝罪と感謝を。

　今日、私と一緒に戦ってくれるのは、この右手だけ。

　他に頼れるものはない。

　他に頼るつもりもない。

　盤上に散らした駒の中から王将を摑み取ると、私は二週間ぶりに触れるその感触を確かめながら、二十枚の駒を並べた。

　師匠から教わった通りに。

　丁寧に。

　そして力強く。

　将棋の神様から愛されるように。




「始めましょう。今日は私が先手よ」
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　私たちの対局は異様な雰囲気の中で始まった。

　三段リーグ独特の緊張感はもちろんだけど……それだけじゃない。

「……？」

　初しょ手てを指し終わった後に視線を感じて顔を上げて見ると、両隣の対局者がチラチラとこっちを気にしていた。

　私を、じゃない。

　創多の初手を。


「「………………」」



　人生を決めるリーグ戦の最中に、三段ともあろう者が、自分の対局に集中できてない。

　小学生が全勝で三段リーグのトップを走るというのは、つまりそういうことだ。


　圧倒的な才能は巨大な重力のように人を引きつけ────そして押し潰つぶす。



「へぇ。２六歩ですか」

　私が初手に飛車先の歩を突いたのを見て、創多は嬉うれしそうに、そして同じように飛車先の歩を突いてくる。ずんずん突き伸ばしてくる。

　戦型せんけいは予想できた。なぜならこれは──

「八や一いちさんの得意戦法ですから」

　ニコリと笑顔を浮かべながらこっちを見て、創多は言う。

「どっちが八一さんを深く理解しているか……勝負ですね？」

　──後手とはいえ、この戦型で自分が負けるわけないって顔してるわね。天才め……。


　戦型は────『相あい掛がかり』。



　あの小童雛鶴あいと八一が最初に指したのも相掛かりだったって聞いた時はイラッとしたけど、この戦型の指し方を見て八一が弟子を取ると決めたのには妙に納得したものだった。

　相掛かりとは、シンプルな力比べ。

　料理にたとえるなら……玉子焼きだろうか？

　遙か昔からあって、子供でも作れるほど単純だけど、それだけに料理人の腕と発想力が問われる。要するに才能勝負だ。


　それでも最低限の定跡レシピは確立してる。卵の殻を割るように飛車先の歩を切り、その後はじっくりと熱を加えるように盤面全体の支配権を巡って長い中盤戦に入る──────はずだった。



「「「「えっ!?」」」」

　だが創多の手を見た両隣の対局者は四人同時に声を上げ、


「………………は？」



　私も……着手から数秒してようやく、どこに駒が置かれたのかを認識する。


　創多は定跡を無視して────せっかく切った飛車先の歩をまた打ったのだ！



　──８七歩!?　露骨に角を狙うにしても……。

　殻を割った卵を生のまま投げつけてくるような、それはあまりにも性急な定跡破りだった。

　素人がやれば『定跡を学べ』と一喝されるであろう強引な攻め。

　──これで後手が良くなるなら……将棋の歴史そのものが否定されたことになる！

「どうです銀子さん？　八一さんが喜びそうな手じゃないですか？」

　おもしろいオモチャを見せびらかすような口調だった。

「プロになったら八一さんに試してみたくて取っておいたんですけど……我慢できずに出しちゃいました！」

　千四百年分の棋士の営みをあまりにもシンプルに、そして笑顔で全否定する小学生。


　天才に盤上でそう言われると、思わず信じそうになる…………けど。




　──……違う。将棋はもっと複雑なもののはず。




　八一ならそう答える。だとしたら私が選ぶべき道は────反対の持久戦！



　──卵の殻をギリギリまで割らずに料理してみせる!!

「へぇぇ！　おもしろいこと考えるなぁ」

　私が角を守りつつ飛車と桂馬を連携させて盤面全体の制空権を奪う構想を描くと、創多は盤に顔を寄せてその局面をキョロキョロと眺め回し、大長考に入った。

　この時間の使い方も定跡無視だ。

　序盤でもう創多は持ち時間を使い果たしている。『終盤が二度ある』奨励会では、終盤に時間を残すのが鉄則なのに……。

「よし！　やっぱり攻めちゃお！」

　一分将棋まで考えて、創多は私の構想を完全に無視すると宣言。

　貴重な持ち時間をドブに捨ててもお構いなし。

　既存のセオリーを全て否定して、複雑に絡まった糸を一刀両断するかのように、ただ単純に前進してくるその指し方を見ていると……才能の差を痛感させられる。

　自分の終盤力ちからに絶対的な自信を持つ、まさに王者の将棋。

　人類とは異なる感覚器官で見えないものを見ている異星人に、どう勝てというのか？

「……この例会まで、ずっと一局の将棋を分析してたわ」

　撒まき餌えのように歩を犠牲にすることで辛うじて創多の攻めを凌しのぎつつ、私は囁ささやく。

「あなたと指した、三段昇段の一局を」

「偶然で勝てた将棋に縋すがっても、ぼくを倒す方法なんてわかりませんよ？」

「ええ。偶然よ」

　それを認めているからこそ、私は二度と創多に勝てないと絶望した。

「でもおかしいと思わない？　力の差は歴然。なのに、最後の最後で私に勝ちが残ってた……その謎なぞを解きたかったの。なぜ私が勝ってしまったかを」


「…………？」



「そして気付いたわ。見えないものが見えてしまうからこそ……生まれついて強いからこそ、あなたには足りないものがあるっていうことを!!」

「「先手から仕掛けたっ!?」」

　左右の奨励会員が思わず声を上げるほど、私の攻めは意外なタイミングだった。

　これまで持久戦調の構えを見せていたのだから当然だ。

　──でも、これでいい！　このタイミングしかない！

　創多の発言を一つ一つ思い出していけば、そこにヒントが散りばめられている。

　傲慢ごうまんで、常に楽天的。

　そして天才やいちを意識するあまり凡才わたしを甘く見て序盤から強引な攻めを見せる。早々に時間を使い果たす。あまりにも局面を楽観視して。

　そうなるのはよく理解できる。小学生にして奨励会三段。天才だ、史上初の小学生棋士だと周りにおだてられ天てん狗ぐになった子供。何も恐れず、誰も敬うやまわず、将棋の神様など信じもしない。


　そう────かつての私のように。



「あなたは八一に出会わなかった私……」

　桂馬を捨て、角を切り、私は後手の囲いの金銀を剝がしていく。

　天才の仮面を、一枚ずつ剝がしていく。

「人間として大切なものを成長させる前の、病院のベッドの上だけで暮らしてた『かわいそう』な子供のままの私。それがあなたの正体」

「かわいそう？　ぼくがですか？」

　心外だなぁとでも言いたそうな口調で創多はひょいひょい玉ぎょくを動かし紙一重で私の攻めをかわす。恐怖などまるで感じていない手つきで。

　一瞬だけ盛り上がった周囲の熱が、急速に冷めていく。

「……ダメやな。先手の攻めは完全に読み切られとる……後手の反撃がキツすぎや……」

「いくら金駒かなごまを搔かき集めたところで、飛び道具を渡しちまったら……」

　攻めを切らされた私の駒台には、取った金と銀、そして一枚の歩だけが残った。盤上も含めると、私の手元には六枚の金銀。代わりに後手は角と桂。

　そしてすぐに創多は反撃してきた。天使が跳躍するように、軽やかに。


　死を運ぶその天使は────私の歩の前に、ふわりと着地する。



　桂馬のタダ捨て……!!

「どうです？　これでもまだぼくがかわいそうだなんて言えますか？」

　玉ぎょく頭とうをダイレクトに責める、それは最強の一手だった。

　さらに一筋から、こっちの玉を直射する角のレーザービームを放つ準備までしている。

　二人の狙撃手に頭を狙われているような恐怖が私を捉えた。

　右手で膝を固く握り締めながら、必死に声を絞り出す。


「確かに怖いわね……こうして座ってても、膝の震えを抑えきれない…………でも！」



「でも？　何です？」


「これがあなたに足りない大切なもの────『恐怖』よ」



「恐怖？　そんな不純な感情、勝負の世界には必要ないでしょう？」

「ぜんぜん違う」

　首を振ると、私は握り締めていた膝から右手を放す。

　その手を駒台へと伸ばしながら、震える指で駒を持つ。


「『恐怖』を知らないから、間違った方向にフルスロットルで飛び込んでしまう。桁けた外はずれの終盤力で強引に辻褄つじつまを合わせてはいるけど……あなたはしっかり恐怖心を育まなかったがゆえに────大局観が歪ゆがんでいるの！」



　そして打ち込んだ。


　渾身こんしんの──────４七金を!!



「……金で受ける？　大丈夫なのか？　こんなの５七桂成で一発だろ？」

「こんな単純な手で……？　相手はあの椚だぞ？」

　次々と疑問の声を上げる奨励会員たち。

　しかしたった一人だけ、その手を見て言葉を失った者がいた。


「ッ!?　え…………えッ!?　そんな!?」



　椚創多だけが、その手を見て動揺をしていた。

　勝しょう勢せいと思っていた局面で、この愚直ぐちょくな一手が岩のように固い！

「私を舐なめるのは構わない。その程度の実力だってことは自分でもわかってる」


「………………」



「でもね坊や？　将棋まで舐めたのは、少し調子に乗り過ぎだったんじゃない？」


「っ……！」



　創多は唇を嚙かみ締める。

　歴史に名を残すであろう天才と比べたら、私は名もない棋士の一人。

　けれどそんな無名の棋士たちが積み重ねた定跡は、天才が一人で作った戦法に勝るのだ。

　それからもう一つ。

　幼い頃に私を苦しめ、そして今は私を救ってくれたあの理論を教えてあげる。

「『金銀六枚持ったら優勢』……関西奨励会じゃあ常識よ。憶えておきなさい」

「そっ！　そんな意味不明な理屈が──」

　善悪を超えたその理論に反論しようとしても、既に一分将棋。

「……くッ!!」

　創多はさらに桂を打って戦力を増強するけど、金の防壁があるおかげで迫力はない。

「５七桂成からの寄せを見送った!?　なぜだ……？　簡単に攻め潰せそうなのに……？」

「でも、椚がこれでいいと言うなら……この方がいいのか？」

　三段たちの判断に迷いが生じている。

　何が正解で、何が間違いなのか。

　そんな右往左往する奨励会員を横目に、私は語り掛ける。

「どっちが八一を理解してるか勝負するって言ったわよね？」


「…………」



「八一は私を追い抜いた。本ばかり読んでその通りに指してた私と、自分で一から全てを築き上げていく八一とでは、将棋を指した回数は同じでも、考えてる局面は、手の数は、遙はるかに違ったから……」

　それはきっと創多も同じ。

　将棋星人はそうやって『知識』ではなく『力』を蓄えていく。生まれ持った才能の上に。

「けど!!」

　ここが勝負しょうぶ所どころだ。

　残り時間を注ぎ込んで、私は勝つための一手を探す。

「九く頭ず竜りゅう八一と一番たくさん将棋を指したのは私だ！　才能は足りなくても！　読める量は少なくても！　将棋星人じゃなくても!!　この指先が憶えてるッ!!」

　八一と出会った私と、出会わなかった私。

　出会わない方が幸せだったんだろうか？

　出会わなければもっと強くなれたんだろうか？

　──違うッ!!　絶対に違う!!

　出会ったからこそ……好きになったからこそ、私は強くなれた。

　この胸に宿った純粋な結晶が、私に命を吹き込んでくれた。

　その気持ちは誰にも否定させない。誰にも。自分にも。


　戦うことでしか確かめられない、不器用な私だから────!!



「あんたごときに負けてられないのよッ！　私は……私は、八一に追いつかなきゃならないんだからッッ!!」

　タイトルを獲とれば、追いつけると思っていた。

　勝つことが全てを解決してくれるはずだと、そう信じていた。

　でも他人の作り上げた栄誉をいくら得たところで、他人の研究や偶然に乗っかって勝ったところで、目指す強さは手に入らなかった。

　私は間違えたんだろうか？　ずっとそのことを悩み、後悔していた。進んできた道が行き止まりなんじゃないかと怖れ……前を向くことができなくなった。

『誰も歩いたことのない道には、正解も間違いもありません』

　神様はそう言って私の背中を押してくれた。

　将棋の神様に嫌われるようなこともいっぱいしてきた。師匠に口答えして、言いつけに背そむいて、神様なんていないって言い張って……。

　そんな全てを神様は見ていてくれた。

　そして教えてくれたんだ。

　将棋の神様に愛されるための、たった一つの方法を。

『運命は勇者に微笑ほほえむ』

　ならば私は勇気を持って戦おう。

　目の前に座る怪物てんさいに、微笑みを浮かべて立ち向かおう。


　才能を持たずに生まれた私でも──────勇気なら、持つことができるから。






「始めましょう。これからが本当の勝負よ」




　さあ、将棋を指そう。

　正解も間違いもない道を歩もう。

　どうすればいいかは、この指先が憶えているから。
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　ガラン、とカウベルが鳴って店内にその男が現れた時、カウンターに腰掛けているたった一人の客は目を見開いた。


「驚いたな…………偶然？　じゃあ、なさそうだね」



　関西将棋会館から歩いて三分とかからない喫茶店。

　そこで二人は再会した。

「清滝きよたきさんに聞いた。久しぶりだな……最後に会ってから何年になる？」

「二十年くらいかなぁ。充みつるくんはそんなに変わってないね」

「お前は太りすぎだ。聞いてなかったら気付かんレベルだぞ？」

「し、仕方ないんだよ……不規則な生活だから……」

　医師になってから出始めた腹に目を落としながら、明石あかしは言い訳する。

　アイスコーヒーをブラックで注文した《捌さばきの巨匠マエストロ》はその隣に座ると、

「で？　まさか例会の日は毎回こうして待機してるんじゃないだろうな？」

「三段リーグが始まってからはね。それまでは清滝先生の道場で将棋指してた。休日に将棋を指すなんて普通だろ？」

「やれやれ……かつてのライバルが今じゃ小娘のストーカーか。歳としは取りたくないな」

　生石おいしはそう言って首を振る。

　アイスコーヒーがカウンターに置かれた。

　蹄てい鉄てつを使った珍しいコースターの上には、よく冷えた錫すずのカップ。満たされた黒い液体を飲みながら生石は言葉を続ける。

「それにしてもさすがに過保護じゃないか？　確かに三段リーグは苛か酷こくだし、銀子ちゃんの容態が気になるのも無理はないが……もう完全に治ってるんだろ？」

「過保護は清滝先生さ。前の三段リーグで銀子ちゃんが連敗したのを知った時、あの人が真っ先に何をしたと思う？」

「さあね。何したんだ？」

「適当な理由をつけて八一くんを自分の家に呼ぼうとしたんだよ！　ほら、傷心した銀子ちゃんが自じ暴ぼう自棄じきになって……みたいなことを想像したんじゃない？」

「何だ？　あのオッサン、二人が付き合うのに反対なのか？」

「ずっと手元に置いて実の娘と同じくらいかわいがって育ててきたからね……桂けい香かちゃんを見ればわかるだろ？　絶対に男を寄せつけさせない」

「娘を持つ親なら気持ちはわからんわけじゃないが、八一だって自分が育てたんだし、文句ないだろ？　まぁ……女関係は清算させる必要があるが」

「僕もそう思うよ。一緒に八一くんの実家に行ってきたらしいし、うまくいくんじゃない？」

「ほう。詳しいな？　さすがはストーカー。まさかお前も付いて行ったとか？」

「桂香ちゃんから聞いたんだって！」

「関東遠征にもコッソリ付いて行ったヤツに反論する資格なんてないぜ？　いくら子供の頃から診みてる患者だからって、そこまでするか？」

「いやぁ観光みたいで楽しかったよ？　僕は三段リーグをやらずに辞めちゃったから、奨励会員としては東京の将棋会館に行ったことがなかったし」

「あの明石圭きよしが来てたなんて知ったら、関東の連中はブッたまげるぞ。みんなお前が三段リーグに上がってくるのに怯おびえてたんだからな」

「僕としては辛香からこくんが銀子ちゃんと三段リーグやってるほうが驚きだけどね」

「ふっ。違いない」

　二人はニヤリと笑い合う。

　明石圭、生石充、辛香将司しょうじの三人は同学年。

　奨励会も同期で、棋風はバラバラながら鎬しのぎを削り合った仲だ。

　そしてその三人で最も才能があったと見られていた明石が、三人の中で最も早く将棋を捨てた。

「……なあ」

　生石はかつてのライバルを見て、二十年間抱き続けていた疑問を、ぶつける。

「俺はずっと明石圭を目標にやってきた。出世もずっとお前のほうが早かった。それなのに、三段になった瞬間にお前は俺の前から消えた……なぜなんだ？　どうして将棋を捨てた？」

「きみがいたからさ」

　明石はあっさりと答えた。

「確かに僕は悩んでた。人を蹴落として生きていくよりも、人を救う生き方をしたい……でもそもそもそんな悩みを抱くようになったのは、自分よりも才能のある人間に出会ってしまったからなんだ。自分がプロ棋士になる意味を見失ったからこそ、他の生き方もあることに気付いてしまったんだよ」

「……お前のほうがずっと先を行ってたのにか？」

「けど直接対決では勝てなかった。三すくみだったよね？　僕は辛香くんに勝てるけど、充くんに負ける。充くんは僕には勝つのに、辛香くんには負ける」

「抜かせ。俺は辛香の野郎に負けてたんじゃない。あいつのクソ粘りに付き合うのが面倒で、投げてただけだ。あんなもん将棋じゃないからな」

「それを負けるって言うんだよ」

　明石は懐かしそうに笑いながら、

「きみの捌きを喰くらって、才能の差に絶望しない人間なんていないよ。きっとあの名人ですらきみに嫉妬しっとしていると思う」

「……」

「それを誰よりも近くで、誰よりも多く喰らい続けてきたんだ。僕は三段リーグが始まる前に自分から辞めた。辛香くんは自分の才能に絶望したまま三段リーグを戦い続けて、年齢制限で辞めた。才能って結局、そういうものなんだと思う」

　明石は言う。空になってしまったカップを見詰めながら。

「折れない心。それがないと始まらないんだ。何も」

　それは、明石が銀子に与えようとしたもの。

　そして自分自身がずっと欲していたものでもあった。

「ずっと先を走っていたはずなのに、追いつかれて、追い抜かれて……やがて置いて行かれるのがわかっていて、それでも走り続けるのは難しい。追い抜いていくだけの人には……ずっと前だけを向いて走り続けている人には、このつらさはわからないだろうね……」


「…………」



　反論しようとして、生石は言葉を飲む。

　確かに自分は常に誰かの背中を追いかけている。奨励会時代は明石を、プロになってからは名人を。そして今は……。

　黙り込んでしまった生石の代わりに、明石は話し続けた。

「銀子ちゃんも僕と同じように、凄すさまじい才能に接し続けている」

「八一か……」


「ああ。僕は清滝先生の家に通ってた時に彼とも将棋を指したけど、あれは…………あれは、劇薬だよ。まるで次元が違う……」



　声に畏怖いふを滲にじませながら、明石は言う。

　清滝の意図は理解できたものの、九頭竜八一を内うち弟子でしにしたことに対して、明石はその運命を呪のろったこともあった。

「でもね？　あんな才能に接し続けながら十五歳で三段なんて……しかもあの身体で、あれだけの激務の中で、あれだけの期待を背負ってそれでも戦い続けるなんて、どう考えても普通じゃない。本当にすごい才能の持ち主なんだ！　銀子ちゃんは！」

「明石……」


「あの子はもっと高く跳べる。もっと速く走れる。追い抜かれても、先を行く背中が見えなくなっても……また追いついて、追い抜くことだってできる。僕は医者として、あの子のそんな姿が見たいんだ。そうすれば────」



　その先の言葉を明石は飲み込む。

『そうすればようやく、将棋の世界では追いつけなかった才能に、医者として追いつけたような気がする』なんてセリフ、本人の前で言うにはクサ過ぎる。

《捌きの巨匠》は眩まぶしそうにかつてのライバルを見ながら、

「随分とあの子の才能を買ってるんだな？」

「当たり前だろう？」

　明石は胸を張ると、親指で自分を示して、こう主張した。

「空そら銀子に……《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》に将棋を教えて、その才能を最初に見出みいだしたのは、この僕なんだぜ？」

　そして古い親友に問いかける。

「きみだってそうなんだろう？　《捌きの巨匠》がプロになってから唯一、研究会をしてる相手だって聞いてるよ？」

「ふっ……」

　生石は思い出し笑いを嚙み殺しながら、銀子を選んだ理由を口にした。

「初対面で俺に喧嘩を売った女は、カミさん以外じゃあの子だけだからな」

　かつて関西奨励会の『双石』と呼ばれた二人は、肩を並べて笑い合う。二十年の時間を取り戻すかのように。

　そして一人の少女のことを思う。二人を再び出会わせた少女のことを。

　空になったカップから顔を上げて、明石圭は呟つぶやいた。




「跳ぶんだ銀子ちゃん。きみはもう、どこへだって自由に飛んで行ける」
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　熱い。

　かつてないほどに身体が熱を持っているのがわかる。

　──これが……三段リーグ終盤の、対局室の空気……！

　初めて受けた奨励会試験を思い出す。

　あれはエアコンが壊れたからだったけど、今は戦い続ける人間の熱気だけ。

　──将棋はここまで熱を持つんだ……。

　汗が頰を伝い、スカートを握り締める右手に落ちる。

　ジリジリした展開の中で、私は焦りを感じていた。

　創多はとっくに一分将棋。

　私も同じように持ち時間が底を突きかけている。

　局面は……こっちが一方的に攻められてはいるけれど、まだギリギリで均衡を保っているはず。ここを凌しのげば、むしろ……!!

　──才能に騙だまされるな！　目の前の将棋だけを見ろ!!

　ともすれば屈しそうになる膝を拳で叩たたいて、己の心を叱咤しったする。

　私は才能というものにコンプレックスを抱き続けてきた。

　それ故に、自分よりも若くて才能がある相手と戦うと、冷静さを失ってしまう。


　──……研修会指導で、あの小童あいと最初に指した時もそう……。



　飛車と香車を落とした指導対局とはいえ、将棋をはじめてまだ三ヶ月という子供に対して、封印していたはずの盤外戦術を使ってしまった。

　つまり私は逃げたのだ。

　自分よりも才能のある相手と正面から向き合うことから。

　自分の才能のなさを突きつけられることから。

　己の弱さから目を背けて強くなれるわけがない。

「もう逃げない。敗北からも、自分の弱さからも」

　声に出して宣誓する。自分に言い聞かせるために。

　敗北は重い。

　創多に負けて四敗目を喫することは……トップが十一勝無敗になるということも含めて、昇段のチャンスが遠のくことを意味する。絶望的なまでに。

　敗北は重い。

　ここで負ければ四連敗。三連敗で自殺しようとした私にとって、死よりも恐ろしい。

　敗北は重い。

「でも！　背負いきれないほどじゃない!!」

　覚悟を固めた、その瞬間だった。

「え？」


　ドクン、と大きく一度、心臓が脈打ち──────私は思わず声を上げた。



　目の前にある将棋盤の局面が、ガラリと変わっていたからだ。

「？？？」

　疲労のあまり目がおかしくなったのかと、右手でゴシゴシ擦こする。

　それでも盤が目の前から消えない。

　目を瞑っているのに盤が目の前から消えない。

　脳内将棋盤とも違う。

　あまりにもリアルでクリアな将棋盤が、そこに在った。


　しかもそこに並んでいるのは…………私が読み切ろうとしていた局面。




　──見え…………？






　それは　　『見える』　　を超えた感覚。





　──……感じる。駒の鼓動が……。



　かつて私は桂香さんに、こう語った。

『私たちは、駒の位置を見て、そこから読んで動きを確かめる。でも若い男のプロや奨励会高段者は、読まなくても動きを摑むことができる。感覚として駒の利きが見えてるの』

　ああ……そうか。

　これがそうなんだ。

『そもそも読んでない。見るだけでわかるから』

　見える、じゃない。

　見えてしまうんだ。

　地球人とは別の感覚器官を備えたそんな存在を私はこう表現した。




『あいつらは将棋星人なの』





　──私も…………私にも、駒の利きが摑める!!



　不思議な体験だった。

　自分の身体が将棋盤とダイレクトに繫つながっているような感覚。読まなくても駒の利きを全て把握できる全能感。

　見た瞬間にわかるのだ。

　頭の中で駒を動かすんじゃなくて……見ただけでもうそうなっているのだ。

「っ……!?」

　目を開けた私は、慌ててまた目を閉じる。現実の盤と脳内の盤がごちゃごちゃに混線して、わけがわからなくなりそうだったから。

　複数の文字が重なって見えるような……そんな感じだ。


「…………そっか。これは相手の駒台に駒を置いちゃうのも仕方ないわね……」



　あの衝撃の反則を思い出して苦笑する。

　祭神さいのかみ雷いかもこの力を制御しきれなかった。たぶん、あの時はまだ慣れてなかったんだろう。

「だったら自分が悪いんじゃない！」

　四年前の悪態にようやく言い返してやると、私はゆっくりと目を見開いて。

　そして、新たに得た力を解放する！

「これが!!　私の将棋だッッ!!」


　選んだのは────金と銀で作った防壁に、さらに銀を埋め込む守りの手！



「まだ守るんですか？　守ってばかりじゃ勝てませんよ？」

「言ったでしょ？　『金銀六枚持ったら優勢』だって」

　構わず創多は桂馬と飛車の飛び道具で攻めてきた。引き絞った弓は、もう放つしかない。

　私は金銀の壁でそれを弾く。盤上に散る幻の火花を幻視しながら。

　──捌いたッ!!

《捌きの巨匠》みたいに華麗な捌きとは到底言えないけど……それでも何とか凌ぎ切ったと思ったその瞬間、創多の手が私の心臓を背中から握り潰そうと伸びてくる！

「下段の割り打ち!?　それがあった！」

「６九銀の王手金取りか……どう受ける!?」

　対局を終えて一人また一人と盤の周りに集まって来た三段たちですら度ど胆ぎもを抜かれる手を、創多はノータイムで捻ひねり出してきた。見えないままだったらドキリとする、派手な技だ。

　──けど、今の私にこの程度の目め眩くらましは通用しないわ。

「お返しよ」

　打ち込まれた銀を冷静に玉で取ると、今度は私が敵陣に飛車を打って王手をかける。事前に見えてしまった局面に、これで到達した。


　そして私の感覚が正しいのであれば、形勢は──────先手良し！



「失礼ですけど……」

　一連の攻防を終え、びっくりしたように創多が言う。

「銀子さんってこんなに強かったですっけ？」

「自分でも驚いてるわ。伸び盛りみたい」

「そうなんですね！　その年齢で、すごいなぁ」

　創多は無邪気な笑顔で賛辞を述べる。

「でもぼくのほうが伸びてますけどね」

　そして残酷な一手を放つ。

　私の打ち込んだ渾身の飛車を、たった一枚の歩で受け切ってしまったのだ。

「ちぃッ！　天才ばけものめ……」

　絶望している暇ひまはない。

　私は桂を跳ねて、後手玉にプレッシャーをかけていく。詰めろではないけれど、迫力のある一手だ。

　しかし創多は詰めろになっていないことを半瞬で読み切り、逆にこっちの懐深くに角を打って王手をかけてくる。

　そして私が玉を逃げると、その瞬間に自分も玉を囲いの中へ逃がした。

　──速い……。

　近づいたからこそ、わかる。

　この天才の凄まじさが。

　私が一手読むあいだに、この天才は百手は軽く読んでいる。

　局地戦の読み合いになったらまず勝てない。


　──…………深い。



　今の攻防も、角を決めてからでないと継続手がないと見たんだろう。今までの私だったら、一分将棋の中でそんな意図まで読めなかった。

　──少しずつ……少しずつだけど、追いついている。

　形勢が、じゃない。形勢はもうこっちがいい。

　強さが。


　そして、自分でも信じられないくらい高度な応酬の果てに────



「椚が角を引いた！」

「第二ラウンドだ……熱い!!」

　戦いを見守る奨励会員たちが沸騰ふっとうする。

　創多は私の玉を寄せきれないと認め、防御に転じた。

　それはつまり──

「ようやく認めた？　自分が間違ってたって」


「…………」



　創多は答えない。

　もういつもの小憎らしい余裕は消し飛んでいる。

　相掛かりの後手で急戦を挑み、速度で私を押し潰そうとした創多が、ここに来て持久戦へと方針を切り替えたという事実。

　プライドの高いこの子が、大局観の歪みを認めてでも、勝ちに来たのだ。
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「ぼくは生まれてからこれまで、たぶん百回くらいは負けてると思います。人間には」

　──私はその百倍以上負けてるよ……。

　衝撃を受けていると、さらに衝撃の事実を創多は口にする。

「でも同じ相手に二度負けたことは一度もありません。ここからは本気でいきます」

「ほざけ」

　鼻で笑ってはみたものの、その言葉が本当だということは誰よりも私がよく理解していた。

　この前の勝利は偶然。

　勝った後に残ったのは、むしろ敗北感だった。

　だからこそ。今度こそ。

「倒す!!」

　逆説的だが、創多が受けに回ったということは、それだけ形勢を悪く見ているということ。

　心理的にも弱気になっている今が……攻め倒す唯一のチャンス!!


「はぁぁぁぁぁあああああっ！」



　気迫と共に玉の土手っ腹に銀を打ち込む！　駒損を覚悟してでも、この玉を引きずり出す!!!

　そして端に追いやられた後手玉を目掛けて、私は香車やりを構えた。

「さあ！　どう受けるの!?」
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「………………」



　クルクルと手の中で駒を弄もてあそびながら、創多は何かを探っている。手にしているのは……銀。

　その銀を、創多は信じられない場所に打ち込んだ。

　９四銀!?

「銀!?　……そこに、銀ッ!?」

　私では人生を三回くらいやり直しても絶対に指せない手だった。こっちが構えた槍の穂先に、自分から大事な心臓を突き刺されに行くような、無謀な行動。

　しかも私が竜を引けば、馬と銀の両取りがかかる。一見して悪手あくしゅ。どう見ても悪手！

「椚の鬼き手しゅが出た！」

「人間の指せる手じゃねぇよ……」

　観戦している奨励会員は、もう数え切れないほど。

　その誰一人としてこの手は見えていなかった。

　──これが……見える者同士の戦い!!

　どんな手も一瞬で見えてしまう者を相手に終盤で競り勝とうとすれば、そもそも見ようとすらしていなかった手をぶつけるしかない。

　それは時として致命的な悪手を自ら選択するということでもある。

「咎とがめられなければ悪手も好手です。あなたに正解がわかりますか？」


「クソ餓鬼ガキッ……！」



　やってやろうじゃない。

　次々と繰り出される創多の悪手を片っ端から咎めに行く。

　竜を引いて馬銀両取り、飛車を打って王手銀取り……敢あえて選択肢の多い局面を作ってくる創多の誘いに乗って、二枚の竜を作り敵の城へと攻め込んでいく。

　創多は全てノータイムで指してくる。そうすれば私が絶対にミスをするとでも言うように。

　二枚の竜と二枚の金が睨にらみ合う。

　直感的に私はその匂いを嗅ぎとった。

　──詰みがありそうな局面！　同竜と取って、もしかしたら……!?

　それは、最後にして最大の難問。

　二枚の竜をミサイルみたいに突っ込ませれば、後手玉を撃墜することができるかもしれなかった。その可能性は高い。

　手元には核ミサイルのスイッチ。

　押せば全てが終わる。

　しかし一撃で倒せなければ……反撃を喰らってこっちが死ぬ！

　──時間がない！　どうする!?　行くべき!?

　詰みを読むのは棋士の本能。少し前の私なら、読み切れなくても突っ込んでいただろう。

　前はそれで勝てたから。今回もそうなることを祈って。

　──でもッッッ!!

　祈りはもう捨てた。

　私は読み切れないその詰みを捨て、代わりに玉の上から桂馬を打って王手をかける。

「はっ」

　その瞬間、俯いていた創多が顔を上げ、

「はははははははッ!!　あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははッ!!」

　哄笑こうしょうした。

　私の打ち込んだ桂馬など怖くも何ともないと喜色満面きしょくまんめんでわっしょいわっしょい玉を上がり、決断を詰なじる。

「詰みを逃しましたね？　千載一遇せんざいいちぐうのチャンスだったのに！　『ココイチここ一番を逃した』ってヤツですよ！　最後の最後で間違えたんです!!」

「それがどうした」

　まだだ！

　こんな詰みはどうでもいい！

『その勝利には意味が無い』

　いつか聞いた、誰かの言葉が甦よみがえる。

　そう。こんな勝ち方には意味が無い。イチかバチかに賭けて、読み切れないままに詰ましに行くような勝利を何度繰り返したところで、強くなんかなれっこない。

「私は私の将棋で勝つ!!　自分の信じたこの手で勝つッ!!」

　そう叫んで、今度こそ竜の核ミサイルを突っ込ませる。

「今さら遅いんですよぉ！」

　創多は玉をさらに上へと逃がしていく。

　私はそれを竜で追いかけるが……斜めに逃げられると追いづらい。

「その手では詰まないって言ってるでしょ!?　ほらほらほら、玉が上に逃げますよ？　逆にぼくが銀子さんの玉を詰ましちゃいますよー？」

　獲物をいたぶる子猫のように、創多は挑発してくる。

　そして駄々だだをこねる子供のように叫ぶ。

「あんな簡単な詰みも読めないくせに！　踏み込んで勝つ勇気もないくせに！　そんな才能のない人なんかに……ぼくが二度も負けるはずがないんだ!!」

　へぇ？

　持って生まれた才能が足りない？

「だったら私にはそれ才能が必要なかったというだけのことよ」

　健康な身体も。

　一瞬で詰みを読める才能も。

　独創的な将棋を組み立てる構想力も。

　かつて私はその全てが欲しいと思っていた。弱い身体に生まれた自分を呪った。才能のない自分に絶望した。

　けど今はもうそんなのどうだっていい。


「そんなものより、もっと…………もっと欲しいものが、あるッッッ!!」



　声が聞きたかった。

　情けないあの笑顔が見たかった。

　戻りたかった。子供部屋で過ごしたあの日々に。

『銀子ちゃん』

　──私はもう一度、そう呼んで欲しいだけなんだ！

　放してしまったその手を摑もうと、駒台に手を伸ばす。見えるのは、３六に桂を打って王手をかける順。

　けど。

　──だめだ！　こんな手じゃ届かないッ……!!

　桂馬に伸ばしかけた手を引っ込めて、ぎゅっとスカートを摑む。足りない！　こんな手じゃ全然まだまだ足りない！

　最短の詰みなんかじゃ間に合わない!!

　──もっと高く！　もっと遠くへ！

　目の前で、ありとあらゆる変化が、雲のように広がっていく。

　今までとは比べものにならないほど、深く、広く、早く読める。


「………………っと……………………」



　でも広がった思考の雲は、私から大切なものを隠してしまう。

　これじゃない！


　もっと──────!!




「…………もっと………………もっと………………」



　畳に両手を突いて、盤に覆おおい被かぶさる。

　私が本当に求める答えを探すために。


「もっと…………もっと……もっと、もっと、もっと、もっと、もっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっっっっっっっっっっっっとぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッッッッッ!!!」


















　突き抜けた。


　思考の雲を抜けると、そこに広がっていたのは────真まっ青さおな空。



　それすらも超えて高く高く、遙か遠くにあるもっと別のものを求めて、私は手を伸ばした。


　選んだ駒は、桂馬ではなく────銀色に輝く星。



　私は駒台からその駒を摑んだ。私が選んだ、私の駒を。

　私の名前が刻まれた駒を。

　そしてそれを創多の玉頭目掛けて打ち込んだ！　３四『銀』!!

「えっ……!?　３六桂じゃ……ない!?」

　３四銀という手を見て、創多は意外そうな表情を浮かべる。このまま銀の脇を抜けて上へ逃げることができるからだ。

　確かに鈍足の寄せかもしれない。

「けど、あんたにはこれで十分よ」

　最短でも最善でもない。

　きっとコンピューターに読ませれば、遙か以前に、もっと短い即詰みを教えてくれるんだろう。

　でもこれで勝ちだということを私は読み切った。

　私の玉が詰まない限りは絶対に勝てるということを、私自身が読み切った。

　大切なのはその事実だ。悪手で目眩ましをすることなんかじゃない。

　見えるようになってわかった。

　たくさん手が読めることなんてどうでもいい。

「逃げたければどこまででも逃げればいいわ。私はどこまででも追いかけて行って、あんたの玉をぶちころす」

「ッ……!!」

　創多は悔しそうに唇を嚙むと、私の言葉通り、玉を上に逃がした。

　見ていた奨励会員の誰かがポツリと漏らす。

「そうか……これが空銀子の将棋なんだな」

　最大級の賛辞だった。

　逃げる創多の玉を横目に、私は中央の桂馬を跳ねて、落ちていた金を補充する。

　私の玉は絶対に詰まないという、それは何よりも雄弁な宣言。

「さて。天才小学生が勝つには白雪姫の玉を詰ますしかないが……？」

　盤を囲む奨励会員がこぞって私の玉を詰ます順を読み始める。

　誰か一人でも詰みを発見したら、その空気を察知して創多は私の玉を詰ますだろう。全ての奨励会員を相手に戦っているようなものだった。

　けれどもう怯ひるむことはない。

　ここにいる誰よりも強くなると決めたのだから。

　──玉の右側……駒の密集している場所に何かを打ち込んで王手を掛けてくるしかない。

　６八角か、６九飛。

　私はその二つに絞って受けを読んでいた。

　──大丈夫。どっちも絶対に詰まない。




　しかし創多は予想外の場所から打ってきた。香車の前にタダで角を捨てる、９七角の王手!!




「「裏側から!?」」

　観戦していた三段たちが堪たまらず悲鳴を上げた。

「しかも角のタダ捨て!?　と、取っていいのかこれ!?」

「最後の最後まで信じられねぇ手を捻り出して来やがる……！」

「読めるのか!?　一分しかないぞ!?」

　──一分もあれば十分過ぎる。

　私は右手でスカートをぐっと握り締め。

　左手をその上に重ねて。

　軽挙を戒める師匠の教え通りに、じっくりと読みを深めて……冷静に、私は打ち込まれた角を香車で取る。


「…………とった」



「そうか。これでいいんだ……」

「強い」

　もはや誰も局面を読もうとはしない。

　すかさず創多は９九飛とノータイムで打って王手を継続するが、それはもう、お祈り以外の何ものでもなかった。

　長い長い戦いの果てに、ようやく。


　──……辿たどり着いた。



　ここまで指した一三八手と、十二年間で指した幾千万という手の果てに。

　夜空に浮かぶ星々のようにずっとずっと遠くにあると思っていた場所に……私は辿り着いていた。


「すぅぅ──────………………」



　大きく息を吸い込む。

　──そっか。ここはやっぱり、そうなんだ。

　空気が薄かった。

　草木すら存在しない、寂しく孤独な場所。

　八一が見せてくれた故郷のように、美しいだけの場所じゃない。

　想像するしかなかった場所は、想像以上に厳しいところだった。

　けれどこれからは私もここで戦っていくんだ。少しでも早くこの場所に慣れたいから、残された最後の一分間でしっかりと目に焼き付ける。

　そこは将棋盤のような、何もない場所だった。

　真っ暗な宇宙にポツンと浮かぶ、灰色の岩でできた将棋盤だ。

　灰色の荒野には無数の足跡だけが残されている。

　真まっ直すぐ進む足跡もあれば、同じ場所をぐるぐる回っている足跡もある。途中で途切れてしまったものもあった。

　目印になるようなものは何一つないその荒野で、足跡だけが、そこに誰かがいるという痕跡こんせきだった。

　古い足跡もある。

　新しい足跡もある。

　その中のどれか一つが、私の追いかけるべき足跡だ。

　八一が一度だけ一緒に連れて行って、見せてくれた、あの空間。

　地球人の私が行けばきっと、死んでしまうと思ってた。


　でも────────






「着いたよ。八一」




　ピタリと埋まる、盤上この一手。

　駒台から桂馬を持ち上げた私は、玉と飛車のあいだにゆっくりと着陸させた。初めて別の星に辿り着いた宇宙船のように。

　そして私も足跡を残す。小さな小さな一歩目を。

　遅くなっちゃったけど。

　目指す背中はまだまだ遠いけれど。

　私はようやく自分の足でそこに立つ。残された足跡の先に、彼がいることを感じながら。







　将棋星人の棲む星に。
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「椚が負けたぞッ!!」

　対局を観戦していた三段の誰かがそう叫ぶと、御黒書院の中にざわめきが起こった。

「あの椚創多を《浪速の白雪姫》が止めたってか!?」

「二段の時も空に負けたんだろ？　相性の問題か、それとも……」

　ざわめきはどんどん大きくなっていく。

　多くの目は、勝った私よりも、負けた創多に向けられていた。




『コイツ　ホントハ　タイシタコト　ナインジャナイカ？』




　最強と思われた若くて美しい獣が、荒野の真ん中で手負いになったのだ。その血の臭いを他の獣たちが嗅ぎ取ってざわめいている。肉の味を想像しながら。

　俯いたままの創多が、絞り出すような声で言った。


「………………次の対局まで時間がありません。感想戦は──」



「ええ。やるところがないわね」

　私は頷うなずくと、両手で盤面を崩して駒を片付ける。

　ミスにミスを重ね、最後にミスをしたほうが負けた。それだけの将棋だった。熱戦ではあったけど、盤ばん上じょう真しん理りの面から見れば、つまらない将棋だ。


　けれど勝負の面で見れば────計り知れないほど大きな将棋だった。




「………………」



　駒を片付けても、創多はその場から動かない。勝者は幹事に勝利の報告をしに行くが、それをしない初めての事態にどう対処すればいいのかわからないといったように。

『椚創多もミスをする』

　その事実が三段のあいだに広がったのは、リーグ終盤戦において極めて大きな意味を持つ。

　つまり創多は信用を失ったのだ。

　今後は誰もが終盤で粘ってくる。今までみたいに楽には勝てないだろう。

　そしてもう一つ。

「……全勝者が消えた……！」

「これで一敗勢がトップか……」

「椚は順位が一番下だからな。実質的には二敗も同じ……」

「だとすると、順位も合わせてトップに立ったのは──」

　三段たちの視線が、部屋の入口に立ったままこっちを見詰めていた一人の男に集中する。

　鏡洲飛馬。

　その反応で私は、鏡洲さんが午前の対局も白星で終えたことを悟る。そしてラストチャンスのこの人が、トップに立ったことも。

　──よかった……。

　競争相手ではあるけれど、この人にはプロになって欲しい。

　緊張が解けた私は、思わず笑顔になって声を掛けようとする。私の残りの対局者の中に鏡洲さんが含まれていることはもちろん憶えているけど、お互いに勝ったという事実が、気安さを生んでいた。

「鏡洲さ──」

「酷ひどい終盤だったな。銀子ちゃん」

　吐き捨てるように鏡洲さんは言った。

「ッ!?」

　てっきり優しい言葉をかけられると思っていた私は、驚いて言葉を飲み込む。

　追い討ちをかけるかのように、鏡洲さんは敵意のこもった両目で私を睨み、こう言い放った。




「小学生のガキを相手に、ビビリまくって詰みを何回逃したんだ？　あんな将棋じゃ一万回やったって俺には勝てないぜ」





「……………………」



　敵意を剝むき出しにした視線とその言葉に、全身が震えた。

　立ちすくむ私の横を、荒々しい足音と共に鏡洲さんはすり抜けて行く。

「……さっそく威嚇いかくか？　怖いねぇ」

「鏡洲さんもラストチャンスだからな」

「昇段のアシストをしてくれたんだから礼くらい言えばいいのにな」

「トップに立って余裕が無くなってるのさ……」

　ヒソヒソとそんな声が周囲で交わされているけれど、そのどれもが見当違いの意見だということを、私は理解していた。

　だって──

『関西奨励会では、この子はあまり伸びないなという奨励会員には、気を遣って褒ほめるという風習があった。逆に有望な子は、徹底的に貶けなして鍛きたえる』

　試験で身体を壊した私はずっと、腫れ物に触るような扱いを受けてきた。

　特に鏡洲さんはいつも私のことを気遣ってくれて、この三段リーグが始まってからも、言葉はかけなくても常に見守ってくれているのを感じていた。

　だから私は震えていた。

　言葉も出ないほどに。


「………………あ…………」




　初めて厳しい言葉を浴びせられた私は────喜びに打ち震える。



　もう見えなくなってしまったけど……その大きな背中に、こう囁いた。


「…………ありがとう。飛馬お兄ちゃん……」






　最高のエールを胸に午後の対局を戦った私は、一局目と同じように将棋を指した。

　自分の将棋を。

　そして、意味のある勝利を。








全勝者が消える






　三段リーグは東西の将棋会館で第11～12回戦が行われた。

　史上初の小学生棋士誕生に期待がかかる椚は、ここまで無傷の10戦全勝。同じく史上初の女性プロ棋士を目指す空と対戦した。

　この対局を空が制したことによって全勝者が消え、順位の差で暫定首位に立ったのは１敗の鏡洲だ。

　鏡洲はこのリーグが終わると30歳の誕生日を迎える。勝ち越し延長を続けてきたが、今期が本当のラストチャンス。巡ってきた最後にして最大のチャンスを活かせるか、正念場を迎える。

　なお鏡洲は新人戦の優勝によって次点を持つため、３位でも次点２回の規程によってフリークラス入りが叶かなう。

　ただし今後は上位陣が星を奪い合うカードが待っているため、このまま何の波乱もなく三段リーグが終わることは有り得ない。３敗以下の者にも十分にチャンスはある。将棋の神様が用意するシナリオは、常に残酷と歓喜が隣り合わせになっている。

　椚を止めた空は12回戦でも勝利して連勝。９勝３敗として四段昇段に望みを繫いだ。


（鵠）
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　誰かに名前を呼ばれた気がした。


「………………ん？」



　足を止めて振り返る。けど、そこには誰もいなかった。

　空前の将棋ブーム……とはいえ有名なのは名人と《浪速の白雪姫》だけ。

　──竜王なんて気付かれもしない、か。

　名人の国民栄誉賞効果は恐ろしいほどで、免状の申請だけでも前月の十倍を軽く超えた。俺は大阪おおさかに戻ってすぐ会長と男鹿おがさんに拘束され、天満橋てんまばしのホテルにカンヅメだ。

『言ったでしょう？　部屋を取っておくと』

　俺を拉致らちした悪党とその秘書の監視下でひたすら免状に署名させられる監禁生活。桂香さんに付き添われた弟子やＪＳ研のみんなが代わる代わる面会に来てくれたのが唯一の救いだった……おかげでずっと仕事してたって説明できたけど……。


　そして二週間ぶりに解放されホテルを出たところで────名前を呼ばれた気がしたのだ。



　その声には聞き憶えがあった。


「気のせいか…………そうだよな。だって、今はまだ──」



　三段リーグの途中のはず。

　その時、ブルルッ、とスマホが震えた。メッセージの差出人は関西奨励会の幹事。

「っ……!!」

　二週間前のことが思い出されて、見るのには勇気が必要だった。

　躊躇ためらった末にメッセージを開く。結果だけが記されていた。

『空勝ち。椚負け』

　再びスマホが振動し、連続してメッセージが届く。

『空は連勝』

『前回までと別人』

『急に強くなった印象』

　短い文面から、相手が興奮してるのが伝わってくる。

　五月雨さみだれのように届くメッセージの最後は疑問形だった。

『何かした？　特訓？』

　技術的なことは何もしていない。姉弟子は一人で研究する道を選んだから。

　けど……何もしなかったわけじゃない。

　少し考えて、こう返した。

『名前で呼んだ』

『何だそりゃ』

　やり取りはそこで終わった。

　いつも結果を最速で教えてくれるけど、幹事の仕事は例会が終わってからも続く。負けてしまった奨励会員のケアなんかも仕事のうちだ。とはいえ特定の奨励会員だけ気にかけるというわけにはいかない。

　依怙えこ贔屓ひいきが許されない、という意味だけじゃない。

　誰かに気持ちを傾けてしまうと……退会になった時、つらすぎるから。

「大変だよな。誰かがやらなきゃいけない仕事とはいえ、まだ一緒に競い合った仲間たちも奨励会にいるのに……」

　四歳上だけど奨励会同期のそいつは、プロになってすぐ、志願して幹事になった。

　そして姉弟子の様子を俺に伝え続けてくれている。

「……自分のせいで入会が一年遅れて奨励会で苦労させたって、ずっと気に病んでたもんな」

　同じように俺も後悔してた。

　女王になったあの日、決して放してはいけない手を放してしまったことを。

　強くなるまで名前を呼ばないと意地を張ったことを。

　けれど同時に……そんな廻り道が、とても愛いとしい。

　二人とも同じ気持ちなのにそれを言わずに、ひたすら将棋だけ指して。

　今度は姉弟子が『封ふうじ手て』なんて意地を張って。

　手を放していても、二人はずっと同じ道を歩いていたんだと……今はそう思えるから。

　だからだろうか？

　さっきから姉弟子を近くに感じる。とても近くに。

「待たせてごめん。銀子ちゃん」

　空に向かって囁いた俺の声は、誰の耳に届くこともなく、街の喧騒けんそうに搔き消される。


　けれど────



　さっきと同じ声がまた、俺の名前を呼んだ気がした。














おそいよ。ばかやいち。
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あとがきに代えて──『娘の事』








　10巻発売の少し前に娘が産まれました。

　初めての経験で戸惑うことばかりですが、これまで漠然と書いてきた『親の気持ち』『出産』『育児』をリアルに取材（？）できる機会でもありました。

　この巻は八一と銀子の幼年期が物語の根幹となっています。

　話の筋は子供が産まれる前から考えていましたが、書き進める中で少しずつ変化している感じがありました。良い方向に進んでいればいいのですが。

　そういえば以前、プロ棋士にインタビューさせていただいた際に、お子さんが生まれてから成績が向上したと語る方が何人もいらっしゃいました。

　もちろん奥さまをはじめご家族の支えあってのこととは思いますが、勉強時間は減っているのにどうして将棋が強くなるのか不思議で、理由を尋ねてみたところ……「よくわからない」「自分でも不思議」みたいなお返事が……。

　でも娘が産まれて、わかりました。

　理由なんて無いんです。将棋が強くなりたくて子供を産むわけじゃないし、産まれる前に想像していた生活とは全く違う人生が待っています。

　先が読めないから楽しいし、強くなれる。そういう強さもあるんだと思います。


















「ちわーっす！　九頭くず竜りゅう八や一いち、ただいま戻りましたー」

「おー。久しぶりだなクズ」

「どこ行っておざったん？　刑務所？」

　その日、久しぶりに俺が関西将棋会館の棋士室に顔を出すと、いつもと変わらない二人が、いつもと変わらない弄いじり方で迎えてくれた。実家のような安心感だ。

「いやいや万智まちよ。刑務所入ったらこんな早く出てこらんねーだろ？」

「けどモタモタしてたら竜王サンの大好物の小さい女の子が成長してしまうゆえ、保釈金ほしゃくきんをたんまり積んで出てきはったんと違う？」

「そっかー。このロリコン、金はたんまり持ってるもんなー」

「ロリコンにとって時は金より大切どすからなぁ」

　こんなロリコン弄りも懐かしい。はいはい俺ロリコン俺ロリコン。

　ふふふ……もうすぐそんな弄りもされなくなると思うと、名残なごり惜しいくらいだ。

「や、ちょっと実家に帰ってて。はいこれ土産みやげの羽二重餅はぶたえもちです」

「おおきにー。ご実家は福ふく井いどしたっけ」

「福井ってどこにあんだ？　あ、九州？」

　それは福岡ふくおかだろ！　いい加減にしろ！　よく間違われます。

「福井は北陸ですよ月つき夜よ見み坂ざかさん。大阪おおさかからだと、北に向かって行く感じですかね」

「ふんふん。北ね。北」

　月夜見坂さんは頷うなずきつつ、何か含みがありそうな表情で羽二重餅の箱を見詰めている。

「あ、どうぞ。食べちゃってください。棋士室の他のメンバーには別に買ってありますし」

「悪わりぃけど羽二重餅は食い飽きちってさ」

　え？　食い飽きたって？

「ついさっき別の方もご旅行のお土産に羽二重餅を持って来てくらはったのどす。福井って羽二重餅と綺麗な星空しかないん？」

「バカにすんな！　他にも鯖さば江えのメガネとかあるわ！」

　星がきれいで悪いか！　空気が美味おいしくて悪いか!!

　供御飯くぐいさんは伏見ふしみ稲荷いなりの狐きつねみたいに口の端をニュ～っと吊り上げると、

「ほうほう。で？　竜王サンはその星空を、誰と眺めておざったのかなー？」

「っ！」

　固まる俺に、月夜見坂さんの追撃が。

「あれれー？　そういやー最近、銀ぎん子こも姿を見なかったような気がすんだよなー？　あれだけ毎日連盟に顔出してたのに、おかしいよなー？」

「しかも竜王サンが来るちょっと前に、全く同じお土産を置いて行くなんて……これは怪しぅおざりますなぁ？」

「なあなあ万智よぉー。銀子のヤツ、どこ行ってたっつってたかなー？」

「確か……『北の国』に行っておざったとか？」

　き、北の国とな!?

　獲物を追い詰める肉食獣のような表情で、月夜見坂さんは再び尋ねてくる。

「ところでクズ。福井ってどこにあんだっけ？　九州？」


「ほ…………北陸……」



　詰んだ。

　さすがにこれは言い逃れができない……しかも関東所属の月夜見坂さんにまで知られたのは最悪オブ最悪だ。今日の夕方にはもう東西の将棋会館で『北の国事件』としてこの件は知れ渡ってしまうだろう。挑戦者決定戦と三段リーグを控えて二人とも何やってんだと批判され、姉あね弟子でしのファンに襲撃され……。


　し、しかもこれが…………あいの耳に入ったららららららららららららららららららら。



「おいおいナニ震えてんだクズ。別に言いふらしたりしねーよ」

「え……？　いくら払えばいいんですか……？」

「ナチュラルに失礼だなオメー……金なんて取らねーよ。イロイロと事情があんだろ？　大変だったな。オレらでよけりゃハナシ聞いてやっからさ！　ほら羽二重餅でも食えよ」


「つ、月夜見坂さん……ッ！」



「で？　どっちから告こくったんだ？」

　思わず羽二重餅を喉のどに詰まらせて死ぬところだった。


「ゲホッ!!　ガッ…………こ、告るとか！　そういうんじゃマジないですから!!」



「そか？　じゃ、フラれたのか？」


「う……いや、まあその…………途中までで、封ふうじ手てになってると申しますか……」



　ごにょごにょと俺が苦しい説明をすると、

「……強いなぁ銀子ちゃんは」

「だな。やっぱあいつが最強だわ」

　供御飯さんと月夜見坂さんは爽さわやかな笑顔を浮かべつつ、

「ラブラブパワーをいっぱい注いでもろぅたゆえ、きっと三段リーグも突破どすな！」

「ああ！　ラブラブパワー満タンだからな！」


　何がラブラブパワーだ！　いい加減にしろ！　恥ずかしくて死んじゃうよぉぉぉ……。



「けど、あれだけ固い銀冠ぎんかんを竜王サンはどんな戦法で攻略したん？」

「カッチカチの原げん始し棒銀ぼうぎんに決まってんだろ。もしくは金無双」

「下品すぎるでしょ!?　もっと将棋への敬意と女性としての慎みを持って！」

　途中までいい話だったのに最悪だ!!

「っていうかこういう話はお二人の方が色々あるんじゃないですか？　モテるんだし」

「ん!?　お、おう！　ったりめーダロ!?　こちとら告られまくりんぐだっつーの！」

「へー！　さすがですね。じゃあお二人が初めて告白された相手とかシチュエーションって、どんな感じだったんですか？」

「お、オレはアレだよ……高校のクラスメートから、伝説の木の下で……」

　伝説の木？　月夜見坂さんの通ってた高校にはどんな伝説があるんだろう？　たぶんバリバリとかエンジェルとかそんな感じの伝説だろう。大天使だし。

「供御飯さんは？　アラブの石油王とかですか？」

「こなたは会話した男性からはだいたいお付き合いを申し込まれるから、最初が誰でどんなやったかは思い出せんなぁ。数が数やし」

　魔性ましょう過ぎるだろ……。

　しかし確かに供御飯さんは人当たりも胸の辺りも柔らかい感じがするから、ちょっと話すだけで好きになっちゃうのもわからなくはない。特に胸は大事。姉あね弟子でしも、もう少し頑張ってくれてもいいんだょ？

「まーでも好きでもねー男から告られても迷惑なだけじゃね？　なぁ万智よぉ？」

「せやね。けど本命はずっと他の女の子に夢中どしたから」

「それなｗｗｗ」

　やれやれだぜ、みたいな感じで苦笑する月夜見坂さんと供御飯さん。

　二人ともこんなに美人で有名人なのに、恋愛では苦労してるのか。気の毒に……きっと性格が最悪だからだろうな……。

「そう考えると、初めて告白された相手が初恋の人いうんは、お世辞抜きで羨うらやましゅうおざりますなぁ」

「だよなー。マジでリア充爆散しろって感じだぜ！」

「ふっ……何をおっしゃるんですかお二人とも。違うって言ってるでしょ？」

　俺は寂しげに首を振りながら、二人の誤解を訂正する。

　月夜見坂さんはムッとした表情で、

「おいおいクズ。この期ごに及んでまーだシラを切ろうってか？　さすがにそりゃ男らしくねーだろ？」

「せやで竜王サン。銀子ちゃんのためにも、ここは潔いさぎよく──」

「俺が初めて告白されたのは鍵が掛かってるはずの自宅に全裸で押しかけて将棋を指そうとする変態女が『他に何もいらない』とか言って真冬の新宿御苑しんじゅくぎょえんで持ち物を次から次へと池に落としながらというシチュエーションですが何か？」

「あー……そういえばそうどした……」

「イカに嚙かまれたと思って早く忘れろよ……イカに嚙まれたと思って……」

　イカは嚙まないだろ！　イーカげんにしろッ!!







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　ようやく通常版の表紙で、この二人を一緒に描いていただくことができました。

　大切すぎて、書きたいエピソードやシーンがありすぎて、どう光を当てたらいいのか、すごく悩みましたが……構成やプロットに囚われず、二人の気持ちを尋ねながら書きました。楽しんでいただけると嬉しいです。




イラスト

しらび

　ありがとう白鳥先生 本当に…

　本当に……「ありがとう」…

　それしか言う言葉がみつからない…








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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ＧＡ文庫編集部 気付




「白鳥士郎先生」係

「しらび先生」係
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